
    
      
        
      
    

  











本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。






































































はじめに







　私はいま、島根県の山奥に「筋トレ村」を設け、古民家で、月８万円の生活費でセミリタイアしています。

　普通の古民家生活と違うところは週に１、２回の頻度でＳＮＳから集めたフォロワーを宿泊費無料で招待し、一緒に筋トレをしたり、バーベキューをやりつつお酒を飲んだり、ドラム缶風呂に入ったりして騒いでいることでしょうか。

　誰かが訪れてくれるときは、「バーベキューなどで焼きたいもの、自分が食べたいものは各自用意してください」と伝えておくと、だいたい多めに持ってきてくれるし、お土産としてお酒なんかも持ってきてくれたりするので、毎週おいしいものを食べられます。

　車は持っていませんが、Ａｍａｚｏｎのプライム会員になっていれば、何か買っても、そのつど送料がかかることはないし、早ければ翌日に運んでくれるので買い物に困ることもありません。

　本書では一般的なセミリタイアをする上で必要とされる、一般的な前提や手段を疑い、20代からセミリタイアできる方法を紹介しています。

「セミリタイアをいますぐする必要ある？　定年後にやれば？」と思うかもしれませんが、人はいつ死ぬかわかりません。皮肉にも定年間近の62歳で私の父はガンになり、母もすでに60歳のときにガンで亡くなっています。

「自分はそんな貧乏くじは引かないだろう」と高を括くくっていると、そうなってしまったときに「こんなに早く死ぬなら、もっと早いうちにしておけばよかった」と後悔するはずかもしれないので、大おお袈げ裟さではありますが、いつ死んでもいいように、やりたいことをいますぐやれる手段があるなら、それを駆使してやってしまおうと思っています。

　本書では「やりたいことやって、そのあとはどうにかなるさ」のような楽観主義なことは言いません。戦略的にどうやってやればいいか考えつつ、将来もなるべく安定させていく方法についても徹底的に考えていこうと思います。

　そもそも本書は、私が父親へ提出した〝事業計画書〟のようなものです。

　父は私が自由な生活を送っていることに対して「将来は不安定だろ。公務員になれ」と反対していましたから。

　父が余命１年の宣告を受けたと知り、父が死ぬ前に、今後私がどんな人生を歩んでいくのか理解し、安心してもらうべくこの文章を書きました。この事業計画書は完全なる机上の理想論ではなく、私が実行していることも含まれています。

　この本では、自由な道を歩むために必要な最初の一歩の踏み出し方から、その後の長期的なキャリア設計まで、私の体験をもとにまとめています。本書が皆さんらしい人生を歩むきっかけになれたらうれしいです。
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第１章　セミリタイアという生き方を選ぶまで



セミリタイアのきっかけ

母が亡くなって気づいたこと

死んだら無になる

成り上がりの父の影響

筋トレにハマって早稲田大学へ

不動産会社への就職

営業仕事に向いてない

父から寄せられる期待

二人の同級生の生き方

脱サラで解放感

フリーランスのトレーナーになっちゃおう

打ち砕かれた甘い見通し

アルバイトでお金を稼ぐのは難しい

トレーナーで生計を立てると再び決意

独学で営業の勉強を開始

結果は２週間で出た

支えられて生きている

インドで出会った「筋トレ村」





第２章　ネットで稼いで筋トレ村と海外で暮らす



まさかの出戻り拒否

父へのビデオレター

収入の柱を増やすとメンタルが安定する

ミニマリストに教えを乞う

つらかったら、逃げろ！

「筋トレ村」をつくるために移住

移住費用と生活費

筋トレ村での暮らしと気づき

筋トレ村を訪れる人たち

来村者からのネタ提供

田舎のデメリットとメリット

海外生活でレア度を上げる

外国生活で知った自由と不自由
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第３章　セミリタイアとお金について本気で考えてみた



もっと早くセミリタイアできないか？

20代でできるセミリタイア２・０

失敗する中で学んだ教訓

教訓❶ 自分の幸福をつねに定義する

教訓❷ 生き方から逆算して働き方を決める

教訓❸ 必要な生活費を把握する

無駄な支出を省くコツ❶ 先入観で決めない

無駄な支出を省くコツ❷ シェアする

無駄な支出を省くコツ❸ そもそも必要かどうかを考える





第４章　人生の選択肢の増やし方



選択肢を増やすための副業

副業のポイント❶ 自分の強みを見つける

副業のポイント❷ タダを売る

副業のポイント❸ お金をかけずにはじめる

副業のポイント❹ 手間をかけずにはじめる

副業のポイント❺ 自分で集客・販売する

副業のポイント❻ 副業は〝複業〟にする

本当の安定とは何か

●パクチー大原の職業遍歴





第５章　レアな自分の見つけ方



「好き」や「得意」をお金に換える

みんなと同じことをやると負ける

戦わずに一人勝ちする戦略❶ １位になれる土俵を見つける

戦わずに一人勝ちする戦略❷ 土俵を細かく分ける

戦わずに一人勝ちする戦略❸ 新しい名前の土俵をつくる

戦わずに一人勝ちする戦略❹ 掛け算で新たな土俵をつくる

戦わずに一人勝ちする戦略❺ 参入障壁を上げる

お金以外の価値を稼ぐ

スキル・経験の稼ぎ方

共感・好感の稼ぎ方

信頼・人脈の稼ぎ方

お金以外の価値のデメリットとメリット

やりたいことをやる中でお金以外の価値を稼ぐ

パクチー大原のクエスト

●ほかの人の取り組み例





第６章　今後の人生戦略



将来のこと、結婚とか子どもとか

孤独との付き合い方

不安との向き合い方

不幸を減らすということ

縛られない・とらわれない

セーブポイントをたくさんつくる

自分のやりたいことをやりたいように

これからのパクチー大原
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セミリタイアのきっかけ









　いまの生活のはじまりは、新卒で会社に就職する前、将来について考えはじめた18歳のころでした。

　当時、私は大学受験のために１日10時間ほど勉強を続けていました。

　そのときふと思ったのです。

「高校生になると大学受験のためにがんばる。大学生になると就職のためにがんばる。就職すると出世のためにがんばる。中年くらいになると老後のためにがんばる。じゃあいったい、いつになったら〝いま〟を楽しめるんだ？　老後だけなのか？　人間、なんのために生きるんだ？」

　結局、答えを出せずに疑問はそのままにしていました。

「周りの人たちは当たり前のように未来のためにがんばっているし、この流れに乗っていけば問題ない。幸せな生活を送ることができる」と思うことにしたのです。




　苦しくてもがんばろうと思ったもう１つの理由は、会社を経営していた父からの期待が強かったから。

「俺の息子なら大企業に行って出世する」

「お前なら俺が稼いできたように金持ちになれる」

「年収１０００万稼げるようになれ。金持ちになれ」

　この言葉に後押しされ、サラリーマンになりました。

　職業も「お金がたくさん稼げそうな職種」ということで、アパートを売る不動産会社の営業職に就いたのです。

　だけど、不動産の営業はきつかった……。上司から「ぶっ殺すぞ」と、パワハラを受ける日々。営業成績が振るわない自分への失望感。苦しかったけど、父から期待のこもった電話が毎日のようにかかってきたのでがんばりました。

「がんばれ」「お前ならできる」「俺の息子なら」……。寄せられる期待と、それに応えられない現実とのはざまで苦しみ、私の精神はすり減っていきました。

　やがてまたあの疑問が浮かぶようになりました。

「なんのために生きているんだ？」

　そうして悶もん々もんと過ごしていたころ、ガンで母が亡くなりました。60歳でした。

　２０１７年11月、私が働きはじめて７カ月が経とうとしていたある日のことでした。姉から「母がガンで危ない状況」との知らせが来ました。

　私には「生み」と「育て」の二人の母親がいて、ガンになったのは年に１回だけ会っていた生みの母です。母は父との間に私の上に二人の姉をもうけ、私を産んだあとに父の不貞によって離婚していました。

　母が入院している病院に行って、医師の話を聞くと、母はもう長くないとのこと。母に会うとその瞬間は元気そうに振る舞うのですが、かなりしんどそうな様子がありありと見てとれました。一緒にいる時間が長くなるにつれて気が緩み、いままでの人生の愚痴や不満を私や姉たちにこぼすようになっていました。

「なんで私がこんなことに」「つらいことしかなかった」「なんて苦しい人生だったんだ」……。

　結局母は、自分が病気だと知らされてから、３カ月ほどで死んでしまいました。








母が亡くなって気づいたこと









　母が亡くなって気づいたことが２つありました。

　１つは、「自分が死んでも、世界や他人は何事もなかったように動く」ということ。

　母はもともと韓国で生まれ育った韓国人で、離婚後は母国で生活しながら現地のコミュニティの中で生きていました。

　母曰いわく、韓国では離婚した人間を差別的に扱う文化があるらしく、母もその差別を受ける対象になっていました。普通は、離婚した人は離婚した人間同士でコミュニティを築いていくらしいのですが、母はプライドが高かったのか、世間体を気にしてか、どのグループにも属さなかったと姉から聞かされました。

　そんな世間体を気にする母だったからか、葬儀に出席したのは私と姉二人の計３人だけでした。

　母は世間を気にしていても、世間のほうは母に関心を抱いていない。というより、そもそも気づいてさえいない。

　私自身でさえ、葬儀の２日後には日常に戻って「このつらい仕事から抜け出すにはどうすればいいのか」と自分のことを中心に考えてしまっていました。

「人が死んだら、周りの人って、もっと長い期間悲しんでくれるもんじゃないの？」と思いましたが、どうやら違うみたいです。

「なんだ？　これ」「俺が死んだときもそんな感じか」と思わずにはいられませんでした。




　アメリカの心理学者ダニエル・カーネマンの著作『ファスト＆スロー　あなたの意思はどのように決まるか？』（早川書房）には、こんな話があります。

　２つのグループに生活満足度を調査するアンケートに答えてもらう実験で、記入してもらう直前に硬貨を拾ったＡグループと、硬貨を拾っていないＢグループを比較したところ、Ａグループのほうが生活満足度は高かったという結果になりました。

「自分がいまの生活に満足しているかどうか」は「あなたの電話番号は何番ですか？」という質問に答えるほど簡単ではないのに、直前にコインを拾った記憶とともに、生活満足度の調査に「満足度は高い」とさっと答えてしまう。

　この調査結果からわかるのは、人は「自分がいま注目していること」にしか目を向けないということです。

「世間から見た自分」という存在は、たとえ死んでも、次の日には記憶から消えてしまう「どうでもいいニュース」とさほど変わらないのです。

　誰もが最も関心のあることは「自分」なのであり、他人や社会はその外にある。集合写真で最初に探すのは自分の顔だし、いちばんの悩みは自分の身なり、お金、将来のことでしょう。ちょっと変わった人を批判するときも、「自分だったらこんなことはしない」とやっぱり自分目点からの感想しかないのです。




　こうした結果から、「世間は自分のことをさほど気にしていないのに、自分は世間体を気にして生活するのは意味がないのでは？」と思うようになりました。








死んだら無になる









　母が亡くなって気がついたことのもう１つは、「死んでしまえばすべてが無に帰す」ということです。

　母の死後、遺産と保険金を、私と姉二人の３人で分けることになりました。私に振り込まれたのが１２０万円ほどだったので、保険金を含めて３００万円ほどの貯金はしていたことになります。私は「なぜ死ぬ前に自分のために使わなかったのか」と思わずにはいられませんでした。

　母は生前、韓国から私と姉二人に会いに来るときは、節約のためにフェリーで来ていました。私が大学生だったころ、「飛行機に乗ってみたい」と言っていたことを覚えています。

　やってみたいことが「飛行機に乗ってみたい」……。１万円もあれば、そのやりたいことがかないますし、いまの私なら、すぐにその夢をかなえてあげることができます。

　当時の私は、「俺がお金持ちになったら飛行機代を払ったる！」と心の内で思っていたのですが、いまや手遅れで、母は将来のために残しておいたお金を使わずに死にました。

　いま考えれば、貯金を使って、やりたいことをかなえていればよかったのにと思います。ただ、それも将来に対する漠然とした不安があったから、できなかったのでしょう。

　また、母は宝くじが好きで、当たってお金が入ったときにやりたいことや、私たちと一緒にしたいことを、うれしそうに話してくれました。

　老後のためにお金を貯め、夢をみるためにお金を使うのではなく「いまあるお金ですぐに実現できるやりたいことは何か」を考えたほうが幸福度は高くなったのではないか、と母に対して思います。

　明るい未来に期待して、いまを我慢し続けても、明るい未来が来る前に死んでしまえばすべてが無駄になってしまう。

　母が残してくれたのは、お金と「死を基点に考える」という視点でした。








成り上がりの父の影響









　私が自分の人生を歩もうと思ったのは、受験と母の死だけが原因ではありません。それまでの人生の出来事のどれもが、いまの生活につながっています。




　私は１９９４年、福岡県と山口県の県境、福岡県北九州市の海が近くにある自然豊かな環境で生まれました。

　私の兄弟姉妹は５人。真ん中の私と二人の姉が実の母の子、下の弟と妹が継母の子です。いわゆる腹違いの弟妹でした。この５人の兄弟姉妹と、両親と継母方の祖母を加えた８人の家族の中で幼少期を過ごしていました。

　大家族なので賑やかと思うかもしれませんが、両親は放任主義で、平日は夜遅くに帰ることが多く、休日もどこかに行っていたので、私は学校から帰ったあとや休日は、一人でゲームをしたり、釣りに行ったりした記憶があります。




　父はあまり密にコミュニケーションをとるほうではなかったのですが、父と話すときには一方的に人生訓を聞かされていました。

　なぜ父は人生訓をひたすら語るのか。それは父の生い立ちに原因があります。父は、幼少期は親戚の家をたらい回しにされて育ち、かなり貧しい経験をしていたようです。

　そこから魚屋やトラックの運転手などをしたり、布団の営業マンとして、離島や地方へ出向いたりしたのちに、害虫駆除の設備を売る事業で起業しました。

　事業内容としてはネズミやゴキブリを駆除するための機器や薬品を、飲食店や保育園に売ることでした。年収は１０００万円を超えたそうです。

　父は貧しい時代を経て成り上がったという自負があり、「お金を稼げる人がエラい」という明確な価値基準を持っていました。

　親戚をたらい回しにされていたところから、お金を持つと自分の思い通りにことが進む、贅沢な暮らしができる、相手が自分を見る目が変わるようになるという経験を経て、お金や年収へ重きを置くようになったのだと思います。




「年収１０００万円」はウンザリするくらい聞かされていた父の自慢ワードで、私も将来それぐらい稼ぐようにと促されていました。言われて覚えているのは、「体を使った仕事ではなくて、ペン１本でできる、人を動かせる将校のような仕事をしろ」ということでした。肉体労働で苦労した経験からそう言ったのかなと思います。

　そのせいか、塾には小学校から高校までずっと通わされていましたし、小学生のときには中高一貫校の受験もしていましたし、「いい大学に行きなさい」という圧力もそれなりにありました。

　ただ、父の「お金を持っている俺はエラい！」「お金がすべてだ！」という圧力があまりにも押し付けがましくイヤで、「お金がすべてじゃない！」と小中学生のときに時折言い返していたのをよく覚えています。








筋トレにハマって早稲田大学へ









　島根県に「筋トレ村」という無料で誰でも泊まれる古民家施設をつくったことは前に書きましたが、筋トレ村の名の通り、私の特技のひとつは筋トレです。筋トレにハマったのは元をたどれば、中学時代になります。

　少林寺拳法を小学生から高校生のときまでやっていたのですが、私が中学生のときに、体を鍛えていた少林寺拳法の先生がおもむろに道着を脱ぎ、大胸筋を動かすところ（いわゆる大胸筋ルーレット）を見せてくれたのです。

　これを見たときに「俺も同じことがやりたい！」と思い、筋トレに取り組むようになりました。

　中学２年のときに１年間陸上部、中学３年のときに習い事として柔道をやっていたのですが、大して優れた成果は出ていませんでした。しかし、筋トレによって体をつくることは人より才能があったようで、中学時代には人から「お前の大胸筋すげぇな」と褒められるようになっていました。

　人より優れている部分、他者と自分とが明らかに違うアイデンティティになるような部分があると、人はそれを大事にするようで、私は筋トレにのめり込み、父に頼んで15㎏のダンベルを買ってもらったり、ＹｏｕＴｕｂｅの動画を参考に、体をつくるために卵の白身だけを食べ続けてみたりしました。




　高校生になると、筋トレ好きは、さらに加速します。

　というのも、高校には充実したウエイトトレーニングの設備があったからです（いま考えるとしょぼいですが）。幸運にも（？）私が入部した柔道部には柔道を教えられる顧問の先生がおらず、放置プレイだったので、まともに柔道をしたのは入部してからの６カ月ほど。３年生の先輩がいなくなると、もはや柔道をしている部員はおらず、ほかの部員は放課後すぐに帰宅し、私は一人で部員が使えるトレーニングセンターに入り浸り、筋トレ生活を続けていました。




　筋トレをただ楽しむだけの生活に転機が訪れたのは、高校２年生のとき。

　いつものようにＹｏｕＴｕｂｅで筋トレ動画を漁あさっていたら「ミスター早稲田」という動画を見つけたのです。

　動画の内容は早稲田大学で行なわれる、その年のミスター早稲田を決めるボディビルコンテストの様子でした。

「ボディビルで大学のミスターを決める？」と疑問に思った人がいるかもしれませんが、早稲田大学では一般的に大学が行なうような、イケメンかどうかでその年のミスターを決めるのではなく、早大バーベルクラブが主催するボディビル大会で、その年のミスターを決めるのです。つまり審査基準は顔ではなく、筋肉。

　大会自体がおもしろいものでしたが、私が最も惹かれたのは、筋トレ好きが集まるサークルがあるということでした。

　中学、高校では筋トレ好きの友達がいなかったので、一人で黙々と筋トレをしており、筋トレとはこんなもんだと思っていたのですが、筋トレ好き同士で集まってワイワイやっていることを知ると、「俺も一緒にやりたい」という欲求が出てきて、早稲田大学を受験することを決めました。




　それまでは大学に行くつもりもなかったので、勉強もしていなかったのですが、行く理由ができたので受験勉強を開始しました。早大バーベルクラブに入ることが目的だったので、早稲田大学以外は受験しませんでした。

　ただ、勉強ができる期間は限られていたので、自分でも合格できそうな英語、国語、小論文の３教科だけやればいい早稲田大学スポーツ科学部の一般入試に狙いを絞り、無事に合格することができました。








不動産会社への就職









　早稲田大学のスポーツ科学部に入学したものの、目的は筋トレ仲間と筋トレをすることだったので、あまり勉強しませんでしたし、大学４年間の記憶も筋トレしたこと以外ほとんど思い出せません。




　就職することも、大学４年になってようやく考え出しました。

　スポーツ科学部にいたら、大手スポーツジムのトレーナーだったり、スポーツに関する仕事をする選択肢もありましたが、私はそれを選びませんでした。というのも、大企業に入ろうという周りの風潮に飲まれていたこともありますし、単純に肉体労働は稼げなさそうといったイメージがあったからです。

　就職先を決める中でも、人より稼げるかどうかという判断基準がすでにあったのは、私の場合、父の影響が強いです。父の「稼げる男になれ」「年収１０００万」という言葉が頭に焼きついていたのです。




「なんとなく稼げそう」という基準で、コンサルや不動産、証券といった会社を15社ほど受けたのですが、結局、内定をもらったのは、ベンチャー企業の不動産会社１社だけでした。

　就職せずにワーキングホリデーを利用して、オーストラリアで仕事をしながら過ごそうかとも思いましたが、当時の私には普通の人とは違う方向へ道を外れる勇気はなく、唯一内定をもらった不動産の会社への就職を決めたのです。

　就職を決めて、漠然と思っていたことは、なぜだか「親父をラクにしてあげたい」でした。というのも、私が高校３年生のときに父の会社が倒産し、経営者として、金持ちとして自信のあった父が、みるみるうちに元気がなくなってしぼんでいく様子を見ていたからです。ぶっちゃけ見たくない姿でした。

　そこで別人になった父を本来の姿に取り戻すべく、私が稼ぎ方を覚え、お金を用意して、一緒に事業をできたらいいなと漠然と思うようになりました。こうして私は会社員としての人生を歩みはじめました。








営業仕事に向いてない









　新卒の私は、アパートを建築・販売する不動産会社の営業部門に所属しました。

　９時から18時までは、自分が割り当てられたエリアの地主や投資家と呼ばれる人の家を訪ね、飛び込み営業をします。玄関のインターホンを押して「『はじめまして』から、アポイントメントを取るまで」の作業をひたすら繰り返していきます。

　外回りが終わった18時以降は会社に戻り、日中に訪問した見込み客の家に改めて電話をして、アポイントメントを取る作業を20時過ぎまで続けます。

　電話の時間が終わると、それぞれアポイントメントが取れたかどうかを上司に報告し、21時に退社するという毎日でした。




　結論から言うと、この会社員としての１年間はつらいものでした。

　つらかった理由は２つ。１つ目は成果が上げられなかったこと。２つ目は父の期待に応えられなかったことです。

　私はどちらかというとコミュ障なので、自分から知らない人に話しかける飛び込み営業は得意ではありません。一方、現在の「筋トレ村」やオフ会などに、すでに自分のことを知っているフォロワーを集めるときや、会社員をやめたあとに行なったトレーナーの営業は、相手から申し込まれた上で対応する反響営業なので、ラクにできます。

「いま考えればもっと工夫できたところはあるよな」と思う部分は多くありますが、当時の私は先輩や上司から教えてもらったことを、馬鹿のひとつ覚えのようにただ繰り返し、毎日断られるだけでした。




　結果が出ないことが続くと、「がんばれば、どうにかなる」と思えなくなってきます。

　やがて、見込み客の家のインターホンを押すことができなくなっていきました。成果を出したい気持ちはあるのに「どうせ無理だ」と思う気持ちが、インターホンを押す指を止めてしまいます。そのうち、完全にやる気も消えて、鬱々とした気分が多くの時間を覆うようになると、インターホンを押すどころか、指定されたエリアに行くことすらできなくなりました。

　サボるつもりではなかったので、朝の朝礼が終わったあとに、自分が担当するエリアの駅へと向かう電車に乗るのですが、その駅に着いても降りられず、そのまま終点まで電車に乗り続けてしまうのです。

　私が出社していたのは千葉駅近くにある千葉支店で、そこから10分ほど内房線の電車に乗ると担当エリアである蘇我駅に着くのですが、無気力になっているので下車できず、そのまま同じ電車に乗り続け、40分ほど電車に揺られて木更津駅まで行きました。

　木更津駅まで行くと、何をすることもなく折り返しの電車に乗り、再び40分かけて千葉駅まで行くことを繰り返していました。このときがいままでの人生でいちばんしんどかったです。




　成果が出ないことに加えて、上司のパワハラでさらに追い込まれていきます。

「アポイントメントが取れませんでした」と報告する日が続くと当然、上司に叱責されます。

「何くそ」と思ってまたがんばるのですが、それでも契約が取れません。先輩にコツを聞いたり、営業の本を読んだりして、なんとか結果を出そうとしたのですが、それでもまったく契約が取れませんでした。

　これを繰り返していると、上司からは「ダメ社員」のレッテルを貼られ、いびられるようになり、「殺すぞ！」という言葉を日々浴びせられるようになっていました。

「上司に叱られる」→「がんばるけれど結果が出ない」→「上司に叱られる」→「がんばるけれど結果が出ない」→「上司に叱られる」……の無限ループを繰り返していくうちに、精神的に参っていきました。

　休日には「このストレスから逃れるためには、あの上司がいなくなるしかない」「事故かなんかで死んでくれないかな」と真剣に考えるほどでした。言葉だけでなく本気でそう思っていました。








父から寄せられる期待









　上司とは別の形で父からも追い込まれていきます。

　上司は「暴言」でしたが、父の場合は「抱え切れないほどの期待」でした。

　私が仕事をサボりもせず、精神をすり減らしながら真面目に働き続けたのは「親父の期待に応えたい」という動機があったからです。




　父は私にかなり期待していたようで、営業で外回りをしているときに、毎日のように電話をしてきました。

「がんばれ」「お前ならできる」「俺の息子なら」と期待をかけられます。

　成果が出ていれば「あー煩わしいな」くらいですみますが、成果が出ていない状況と抱え切れない期待の中で板挟みになると、父の言葉が上司の暴言と同じくらい苦痛になっていきました。

　最終的にはあまりにも苦痛で、「本当にやめてくれ」と頼みました。それでも父は期待を込めた言葉をかけ続けてくるので、ＬＩＮＥをブロックし、電話の着信も拒否するという形で、メッセージを見なくてすむ状態にしました。

　私のことを思ってしたことだったのでしょうが、ただただ苦痛でしかありませんでした。




　苦痛で精神をすり減らしながら会社員を続けていた理由は、父の期待に応えたかったこともありますが、「ドロップアウトしたら終わり」という恐怖心があったからです。「結果を出さずに退職する人間、出戻りで実家に帰る人間は負け組だ」と強く思っていたのです。

　今思えば、この考えがこびりついていたのは、二人の姉を見ていたからです。

　９歳、８歳と年齢が離れた姉たちは、二人とも社会人になったものの、勤めていた会社を退職し、実家に戻っていた時期がありました。我が家では出戻りの人間はお荷物のように扱う風潮があり、煩わしい存在とされていたのです。

　私自身、その姉二人を煩わしい存在として扱い、「あんなふうにはなりたくないな」「なったら終わりだ」と思っていました。

　人を批判しているのですから、自分が批判していたところには戻れません。結果として、過去の自分の言葉が自分を苦しめている状態になっていました。

　当時は別の仕事で生きていく選択肢や、退職してもお先真っ暗ではない人生があることを知らなかったので、現状の苦しみから逃れる方法が思い浮かばず、自分の中の何かが噴火するまで、じっと耐える日々を送っていました。








二人の同級生の生き方









　そんな悶々とした日々を過ごしていたときに、中高時代の二人の同級生がふと頭に浮かびました。




　一人は、澁谷（通称：ミニマリストしぶ）です。（「ミニマリストに教えを乞う」に戻る　＊）（［「筋トレ村」をつくるために移住］に戻る　＊）（「来村者からのネタ提供」に戻る　＊）

　彼は高校の同級生で、大学受験に向けたテストの成績を競い合う仲だったものの、２年間浪人生活をしたのちに大学受験をあきらめ、フリーター生活をしていたのです。正直、失礼ながら「こいつの人生は終わったな」と思っていました。

　しかし、私が何も考えずに、ただただ筋トレだけをして大学生活の時間を無駄に浪費しているうちに、彼は日本における「ミニマリストの第一人者」として活躍するようになり、自分のアパレルブランドや書籍を出し、悠々自適な生活をしつつ、多くの金を稼ぐ起業家になっていました。




　もう一人は、中学時代の同級生の菅本（通称：ゆうこす）です。

　彼女はＨＫＴ48のメンバーとしてアイドルになったものの、スキャンダルによってやめていました。その時点で、このまま結婚とかしてひっそりと暮らしていくのだろうなと思っていたら、数年後には、モテクリエイターとして人気のＹｏｕＴｕｂｅｒになり、書籍を出版。現在は、化粧品の会社を立ち上げるなど、彼女も起業家になっています。




　彼らの活躍を見ながら、「何かがおかしい」という違和感を持たずにはいられませんでした。大学を卒業する22歳ぐらいまでは、私のほうが成功するであろう人生だったはず。

　無事に大学を卒業して就職もできた。けれど、いまはどうだろう？　どう見ても彼らのほうが充実した人生を送っている成功者じゃないか。

「よい学歴を得て、大企業で安定した人生を歩むのがよい人生」。そういう凝り固まったイメージを、改めなきゃいけないとようやく思いました。




　新卒で入った会社をやめたことは、学歴社会のレールに乗っていたつもりの自分にとって、強い抵抗感がありました。正直「自分はドロップアウトしてしまった」という気持ちです。

　学歴というのは、可能性を広げることもできれば、足かせにもなるものです。

　子どもに、「学歴があれば、職業の選択肢が増えるよ」という言い方をしている親は多いと思います。しかし、苦労して手に入れた手段（学歴）であればあるほど、その手段を使うことに縛られやすくなります。例えば「いい大学を卒業したのに、こんな仕事はできない」といった具合に……。

　私にも当時は「早稲田卒だから」という、おごりのような気持ちがあったのだと思います。




　ＹｏｕＴｕｂｅをやっていても、たまに「早稲田を出ているのにもったいない」と書き込んでくる人がいます。過去の私もそう考えていました。

　しかしながら、「楽しく生きる」という目的を達成するために、学歴が必要でなければ、わざわざ使わなくてもいいと思うのです。有名大学を卒業してニートをしていても、幸福であれば恥じる必要はありません。

　私の場合は学歴に縛られた職業を選択して、楽しく生きる目的を達成するよりも、澁谷や菅本のような働き方、生き方のほうが自分なりの幸福を実現しやすそうだと思ったので進む道を変えました。

　苦労して大学に入った場合、それに見合った道に進みたくなりますが、うまくいっていないのであれば、方向転換したほうが効率よく目的を達成できると思います。








脱サラで解放感









　不動産会社の退職を決めたのは、入社して13カ月目の２０１８年４月初旬でした。

　ふと、「２０１８年12月までに結果が出なければ会社をやめよう」と決めました。

　一種の諦めのようなものでしょうか。おもしろいもので、期限つきで明確に「やめる」と決めると、実感が湧いてきて「だったら早くやめよう」と心境が変化し、２カ月後には退職していました。




　退職する際は、パワハラ上司ではない、上司の中でもいちばんえらい支店長に「何も結果が出せていませんが、６月に退職させてください。今後はパーソナルトレーナーとして生きていきます」と伝えました。

　支店長は「普通のやつなら止めるけど、毎日のように筋肉用の昼飯をつくってきたり、ジムに通ったりと、お前ほど筋トレに打ち込んでいるやつを見たことはない。だから、がんばれ」となんだかアツいことを言われ、退職の承諾をもらいました。




「最高」

　これが脱サラしたときに思った気持ちです。なんとも言えない解放感を抱いていました。おそらく「定年までパワハラ上司や、つまらない仕事に耐えながら働く」「父の期待に応えなければという義務感」などの重圧から解放されたからだと思います。

　そして、これは開き直りでもありました。

「ドロップアウトして俺の人生ゴミになったし、親父や周りの目を気にすることなく、好きなことを自由にやってやろう」と、自分の人生を歩もうと決意しました。




　当時の私は一人暮らしで貯金もなく、すぐに働かなければ生活が困窮する状態。そのため、６月の退職に合わせ、５月中には次の職場を決める必要がありました。

　私が次の職場として選んだのは、フィットネスジムの「エニタイムフィットネス」でのアルバイトです。

　エニタイムフィットネスを選んだ理由は、私が大学４年生のころに働いたことがあり、仕事内容がラクであることに加え、アルバイトの雑用仕事をしつつ、パーソナルトレーナーとしても活動できることがわかっていたから。

　最初は正社員になるつもりでしたが、「１年後に私たちが一緒に働きたいと思ったら、そのときに声をかける」とあいまいな条件を提示されたので、正社員として働く道は早々に諦めました。

　最初のうちは、アルバイト＆トレーナーとして働き、トレーナー活動が軌道に乗ればアルバイトをやめて、フリーランスのパーソナルトレーナーになる方向に舵かじを切ったのです。








フリーランスのトレーナーになっちゃおう









　エニタイムフィットネスでパーソナルトレーナーになるには、トレーナー用の資格を取る必要がありました。私の場合は「ＮＳＣＡ－ＣＰＴ」という資格を２カ月の勉強期間を設けて取得し、２０１８年８月からパーソナルトレーナーとして活動をはじめました。

　幸運にも、トレーナーをはじめてから２カ月ほどで、契約してくれるお客さんが３人でき、トレーナーとしての収入が増えはじめました。そこで私がとった行動は、週５のアルバイトのシフトを徐々に減らしていくことでした。アルバイトはジム内の雑用をする役割で、筋トレを指導することがなく、いまいちやりがいがなかったからです。

　さらにアルバイト先とは別のエニタイムフィットネスの店舗と、ティップネスというジムでトレーナー契約をして活動拠点を増やし、アルバイトのシフトを減らした分だけトレーナーとしての仕事時間を増やしていきました。

　２０１８年６月には、週５で勤務したアルバイトの収入は月15万円、その４～５カ月後も収入自体は15万円ほどでした。ただし、仕事内容が変化し、収入の８割以上をトレーナーとしての収入に代えることができていました。




　そこで、決断したのです。

「もうフリーランスのパーソナルトレーナーになっちゃおう」って。

「やりがいの感じられないアルバイトは完全にやめちゃおう」って。

　10、11、12月と徐々にトレーナーとしての収入は上がり続けていたので、「いまは月15万円しかなくても、この先収入は上がっていくだろう」と思い込み、２０１９年の１月から固定収入のないフリーランスになることに踏み切ったのです。

　私自身、パワハラ上司なんていない、誰にも雇われない生活を夢みていたので、心境はイケイケでした。




　しかし、人生はそう甘くありません。トレーナー業が軌道に乗っていたからこそ大胆な決断をしたのですが、２０１９年の１、２、３月にはフリーランスの厳しさを痛感することになります。








打ち砕かれた甘い見通し









　私がジムのアルバイトをやめて、固定給のないフリーランスのトレーナーとして活動をはじめたのは２０１９年の１月からです。

　２０１８年12月にアルバイト兼トレーナーをしていたときは、月の収入が20万円で、そのうちトレーナーの収入は15万円ほどでした。フリーランスのトレーナーになった２０１９年１月の収入の見込みは15万円。つまり、ぎりぎり暮らしていける15万円を稼げるはずでした。

　しかし、私の見込みは甘々だったことに気がつきます。

　１月といえば、お正月の帰省シーズン。それを想定していませんでした。

　パーソナルトレーニングをめちゃくちゃ受けてくれていた中国人のお客さんが春節で帰国してしまったのです。そのお客さんは月に７万円ほどの契約をしてくれていたので、私の収入は15万－７万＝８万円になってしまいました。フリーランスの洗礼を初月から受けることになったのです。

「そうか、１月はお正月シーズンか。でも、来月からは収入が戻るだろう」と、２月から回復することを期待していました。

　しかし、その予想も大きく外れます。大きくお金を落としてくれていた中国人のお客さんは、なんと２月と３月も日本に戻ってこないことが判明したのです。

　このままだと月８万円の収入が続き、どんどん赤字が増えることになります。

　当時の私は、２０１８年の12月末にＹｏｕＴｕｂｅ用機材購入のために10万円ほど消費者金融から借金をしていたくらいで、貯金もゼロでした。つまり、「赤字が続く＝借金が増える」状態だったのです。

　しかし、一度思い切って借金をしてしまうと、追加でお金を借りることへの心理的ハードルがかなり低くなりました（苦笑）。「赤字が出てもまた借りればいいか」と思い、借金の額は合計40万円にまで膨れ上がってしまいました……。




　トレーナーでの収入については、トレーナーをはじめた２０１８年８月からこれといった工夫をすることなくお客さんがついてくれていたので、「待っていれば、１月以降も新たなお客さんが来てくれるだろう」と思い込み、新規のお客さんを得る工夫や努力を何ひとつしていませんでした。




「現状をどうにかしないと」

　やっとそう思い、アルバイトをしようと重い腰を上げたのは２０１９年２月末のことでした。消費者金融から「40万円以上のお金を借りるには、さらなる審査が必要」という通知が来たこと、そして３月の収入も赤字になりそうで、４月以降も黒字になる見込みがなかったからです。

　そこで掛け持ちという形で居酒屋の給仕のアルバイトと、筋ジストロフィーの障害を持つ人の介護サポートのアルバイトをすることになりました。

　もともとやっていたエニタイムフィットネスでアルバイトをしなかったのは、私が自分の都合でシフトを減らしまくっていたことに対して、マネージャーから不評を買い、復職を拒否されてしまったからです……。








アルバイトでお金を稼ぐのは難しい









　居酒屋と介護サポートのアルバイトを選んだ理由ですが、居酒屋は「料理を教えてもらって、うまい飯がつくれるようになるんじゃないか」と期待したから。

　介護サポートは『最強のふたり』という、パリを舞台に、車いす生活を送る大富豪と、彼の介護をするアフリカ系青年がしだいに心を通わせていく映画を見て、おもしろそうだなと思ったから。

　ですが、いずれも「こうあってほしい」という期待に満ちた予想は外れることになります。




　まず人生初の居酒屋バイトは、まったく稼げませんでした。

　時給９００円で、午後７時から10時くらいまで料理を運んだり、食器を洗ったりして働きます。働く時間が３～４時間しかないため、ぜんぜんお金が稼げず、中途半端に時間だけ取られてしまいます。

　また飲食店の文化なのか知りませんが、お客さんがいなければ早々と帰らされることに驚きました。早ければ２時間くらいで帰るので、その日の収入は１８００円。店長から「ごめんな、今日はあんまり稼がせてあげれんやった」とフォローをされることで「こんなもんなのか」とは思いつつ、「なんか違うよな」と悶々とする部分もありました。

　ただ、店長は優しい人で、私が筋トレ好きで鶏のむね肉を大量に消費することを知っていたので「飲食業者じゃないと買えない格安の鶏むね肉を買ってきたるよ！」と、スーパーで売っているものより、１㎏当たり１００円ほど安い鶏むね肉購入の仲介を申し出てくれました。店長はいい人です。

　ただ、私は店長から鶏むね肉を安く買わせてもらうたびに「ありがとうございます！」と平身低頭でお礼を言い、感謝をするのですが、一方で自分にキレていました。

「低賃金で肉体労働をして、さらには１００円安い鶏むね肉を買うことで、ヘコヘコとお礼をする俺はなんてしょぼいんだ。俺はそんなスケールの小さい人間か？」と。

　また、居酒屋での私の立場は、近所の高校生と同様のただのアルバイトでした。「俺が積み上げてきた筋トレの技術は何だったんだ？　親が払ってきた学費はなんだったんだ？」と困惑しました。当時からプライドが高かったので、自分の強みを活かせない、何者でもない自分の状況にストレスを感じたのです。

　居酒屋バイトでは小さなストレスがたまりにたまって、途中からバイトの前日は仕事に行きたくなさすぎて眠れなくなりました。

　結局、週２の居酒屋バイトは、２カ月でやめてしまいました。




　介護サポートのアルバイトも続きませんでした。

　この仕事は当初パーソナルアシスタントというネーミングで紹介されていましたが、お金持ちで筋ジストロフィーを患っている雇用主を自宅で介護する仕事でした。

　こちらも、掃除をしたり、相手を抱えるだけの単調な作業に耐えきれず、すぐにやめてしまいました。




　私はとことんワガママで、苦痛に弱いです。

「いやもうちょっとがんばれや！」とか「根性なし！」と思うかもしれませんが、やりたくないことに対してはがんばれないですし、根性も出せません……。開き直ります。はい。

　いま思えば、すぐにやめるにしても「合わないアルバイトだった」と学びのない状態で終わるのではなく、その職業をしている人にしか聞けないニッチな裏話や、業界の話を聞くといった、タダでは転ばない学びの姿勢を持っていればよかったと反省しています……。








トレーナーで生計を立てると再び決意









　居酒屋でのアルバイトをやっている中で、パッと思い浮かんだのは「あれ？　時給９００円のアルバイトより、時給６４００円のトレーナーをやったほうがよくね？　お客さんを集める工夫をすればいいだけやん」でした。

　考えると当たり前ですが、当たり前のことが、そのときまで思い浮かびませんでした。

　さらにアルバイトだけでは、借金の利子さえ返せないと実感したことも、再びトレーナー業をがんばろうと思うきっかけになりました。




　借金の利子は怖いものです。40万円の借金を年利18％のところから借り、それを毎月８０００円ずつ返済するとします。

　初月の場合、８０００円を返済しても、そのうちの６０００円が利子として回収され、元金の返済には２０００円しか回されないのです。

　つまり初月に８０００円返済しても、残りの借金返済額は39万８０００円になります。さらに翌月８０００円を返済したとしても、内訳は利子が５９７０円、元金の返済が２０３０円、残りの借金返済額は39万５９７０円。

「１万６０００円返済したはずなのに！　借金が４０３０円しか減ってない！　おかしい！」って感じですよね……。

「なるほど。これが返しても返しても減らない借金地獄か」と他人事のように感心したのを覚えています。

　この借金地獄にハマってしまえば、アルバイトで金を稼いでも焼け石に水。居酒屋のアルバイトで１時間９００円稼ぐよりも、１時間で８０００円を売り上げ、ジムの手数料を除いた８割の６４００円が手取りになるパーソナルトレーナーで稼ぐほうがいいのは明白でした。




　きついアルバイトをする中で、トレーナーすらもやめ、さらに別の仕事を探すことも考えたのですが、好きなことをやって生きていく！と決意し、自分の力を発揮できる唯一の分野である筋トレで挫折してしまったら、「俺の人生は本当に終わりなのではないか」という危機感があり、最後のもうひと踏ん張りをしてみようと思ったのです。

　自分に対して「俺は本当にやり切ったのか？」という問いを出してもそう思えなかったので、「やめるにしても、やり切ったと思ってからやめよう」という決意のもと、契約を取るための営業の勉強を開始しました。








独学で営業の勉強を開始（戻る＊）









　営業の勉強をはじめるには、「自分のしょぼさを認めること」「自分の非を認めること」が必要でした。

　フリーのトレーナーをはじめたころに、お客さんとしてパーソナルトレーニングジムの営業を受けてみて、どのような営業方法が効果的なのかを体験しに行ったことがありましたが、やったことはたったそれだけでした。それで営業の勉強をやった気になっていたのです。

　トレーナーとしてまともな収入が得られていなかった８カ月間は、営業をかけて断られても、自分には責任がないというスタンスでした。お客さんが取れなくても「だから体が変わらないんだよ」と相手に責任を押し付けていました。




　営業の勉強をはじめると、「もしかして俺に非がある？」「パーソナルトレーニングを受ける価値をしっかり伝えきれていなかったのでは？」と自分の責任として捉えられるようになりました。自分が提供できる商品のよさを伝える方法を学ぶため、営業に関する本を読み漁ることにしたのです。




　そのころ、私が行なっていた主な営業の流れは、


❶そのジムに入会したいというお客さんが来る

❷ジムの入会手続き中に、スタッフからパーソナルトレーナーがいることを伝えてもらう

❸私が入会時限定割引のパーソナルトレーニング体験プログラムを用意し、それをスタッフからお客さんにすすめてもらう

❹興味を持ったお客さんがパーソナルトレーニング体験プログラムを申し込む

❺お客さんのパーソナルトレーニング体験中に私から顧客になってくれるように営業をかける



といった感じでした。

　ジムのスタッフは、コンスタントに私にお客さんを紹介してくれていたのですが、それではまったく契約を取れなかったので、営業力をとにかく磨くことにしました。

　具体的にやったことは、営業に関する書籍に書いてあるノウハウを、カウンセリング、パーソナルトレーニング、クロージング（成約を決めてもらうステップ）をするときの３つの状況に落とし込んで営業トーク集をつくりました。

　それらをすらすら言えるように、移動中や家にいる間も復唱して練習しました。








結果は２週間で出た









　２０１９年４月の頭から開始した営業の練習の成果は、２週間後から実を結びはじめました。

　カウンセリングをしたときに、以前よりお客さんが継続する確率が高くなったのです。営業をかけていくたびに「ここはこうしたほうがよかったな」「次はこうしていこう」と反省点を踏まえて営業トークを改善していった結果、６月には10人に営業をかけると、期間の長短はあれど、８人は継続客として契約してくれるようになりました。

　営業を学ぶ前は10人に営業しても、一人継続すればよかったくらいなので、打率１割から８割に変化したことになります。




　契約が取れるようになったことで２、３月まで週２でしか活動していなかったトレーナーとしてのスケジュールも埋まりはじめます。

　４月中旬からはぐっと忙しくなり、５、６月にはほぼ毎日働く状態で、一日のセッション数も３～６本ほどに増え、月収も40万円以上になりました。




　ちなみに、エニタイムフィットネスのスタッフが最初から協力してくれたのは、スタッフみんながいい人であった点と、自分の弱みをあえてさらけ出していたからでは、と思っています。

　ジムのマネージャーに「大原くん、生活のほうは大丈夫なの？」と聞かれたときは、「実はヤバくてですね、収入はこれくらいで、借金はこれくらいあります」と何気ない顔で答えていました。マネージャーは「こいつ、このままじゃヤバイんじゃ？」と思ったのか、積極的にお客さんを紹介してくれるようになりました。

　マネージャーだけでなく、スタッフの人たちとも、当時まだ登録者８００人ほどだった私のＹｏｕＴｕｂｅを見つけてくれたことがきっかけで仲よくなることができ、協力してくれるようになりました。彼らとは、トレーナーとアルバイトをやめた今でも、恩人というか友達として仲よくさせてもらっています。




　私が借金をすることになった原因であるＹｏｕＴｕｂｅも、その年の６月から芽が出はじめます。

　具体的には、〝筋トレ大好き経営者〟のＡＫＩＯＢＬＯＧというＹｏｕＴｕｂｅｒの動画が流行っていたので、動画の構成を思いっ切りパクって、ボディビルダーのルーティーンシリーズとして動画を出すと、視聴回数が一気に増えはじめたのです。いま思えばラッキーパンチで、持続力のあるものではありませんでしたが、借金をして苦労した以上のメリットを得られました。

　トレーナーやＹｏｕＴｕｂｅの経験を通して、成功するにはすぐに成果が出ることを期待するのではなく、「短期間では結果が出なくて当たり前。トライ＆エラーを繰り返していくうちにヒットする」という、コツコツやり続ける姿勢が大切であることを実感しました。




　２０１９年８月にはトレーナーとしての忙しさがピークに達していました。

　１店舗だけでなく、３店舗を頻繁に移動しながら、朝の10時くらいから、夜の９時くらいまで常に外に出ている状態で、自宅に帰ると、疲れ果てて眠るだけの毎日でした。

　この忙しい８月を経験してから「お客さんを増やすのは、もういいや」と思い、営業はストップしました。会社員を退職してからの目標だった「好きな仕事で生計を立てる」ということは達成できましたし、借金を返済できる目処も立ったからです。

　会社員のときよりも収入は増えましたが、うれしいというよりも「収入が増えても働き詰めで忙しすぎたら、楽しくないよな」と感じ、この状態のまま、さらに収入を増やそうという気にはなれませんでした。




　もっとラクに生計が立てられないだろうか……。

　人間とは欲深いもので、快適な状態にいても、すぐにさらなる欲が出てきます。成果を出せる仕事、人から指図されない生活を手に入れていた私が次に欲しいと思ったものは、通勤時間がなく、場所に縛られない生活でした。

　寝起きする場所、仕事をする場所、普段生活する場所を１つに固定されるのはイヤだと思うようになったのです。

　そこで、積極的にしてきた営業の手を止めて、徐々に一日のスケジュールと自分の体力に余裕を持たせるようにしていきました。








支えられて生きている









　２０１８年に会社をやめてから、トレーナーとして生計を立てられるようになった２０１９年８月まで休みなく働き詰めだったので、８月から11月にかけてひと月に１週間ずつ休みを取り、インドやタイ、韓国やドイツに行ってみました。




　インド旅行の資金はクラウドファンディングで集めました。具体的にはリターン（商品・スポンサー名をＹｏｕＴｕｂｅのコメント欄に載せる、一緒に食事に行く）を設定して、そのリターンを欲しいと思う人から資金をもらう方式です。当時、ＹｏｕＴｕｂｅの登録者数は１・５万人くらいでした。

　タイや韓国、ドイツ旅行に関しては、死んだ母の保険金が振り込まれたので、そのお金で行きました。

　保険金を海外旅行に使うというと、不謹慎な感じがするかもしれませんが、これは飛行機に乗ることさえ我慢していた母の代わりに、思いっ切り人生を楽しもうと考えて使うことにしました。




　そして、人生がうまく回りはじめてからは、「人に支えられながら生きている」ことを実感するようになりました。それまではそんな言葉は偽善者のようでクサいと思っていたので、自分自身の変化に驚きました。

　それまでは、「人に迷惑をかけず、自分だけの力で生きていかなければならない」「一人で解決できるヤツがエラい」と思っていて、窮地に立たされることが多かったのですが、助けや協力を求めると、意外とみんな快く助けてくれて、なおかつ人生もうまく行きやすくなることを体感できたのは、大きな学びになりました。

　いまでも、ジムのトレーナー時代のお客さん、当時のジムのマネージャーやスタッフ、ＳＮＳで応援してくれている方には本当に感謝しています。








インドで出会った「筋トレ村」









　休暇中にインドに行った経験が、約１年半後に自分で筋トレ村をつくることにつながるのですが、当時はそんなことは考えておらず、「インドでカレー食いたい。あとネットの情報によると、インドに毎日大勢が集まって筋トレをしている民族がいるらしい。おもしろそうだから会ってみよう」というノリでインドに向かいました。

　インドに筋トレ民族がいることは、ネットの記事から把握はできていましたが、居場所は「インドの首都ニューデリーのここら辺らしい」ということまでしかわかっていませんでした。

　ですから、インドに行く前に「インドを案内してくれる人はいませんか？」という発信をＹｏｕＴｕｂｅでしたところ、以前にインドで日本語教師をしていたという視聴者が、元生徒であるインド人に私を案内するよう手配してくれたのです。

　案内をしてくれるインド人はラビシュさん。ラビシュさんと予定を合わせ、インドに到着してから２日後に筋トレ民族がいる場所に行くことになりました。

　集合場所で待ち合わせ、２回ほど電車を乗り換え、ネット記事で調べておいた場所まで到着しました。そこからの場所の詳細はわからなかったので、ラビシュさんが駅周辺にいる５人ほどに聞き込みをしてくれ、その駅から徒歩40分くらいのところにあることが判明し、歩いていくことに。

　このときのインドの暑さと湿度はひどく、若干キレながら目的地を目指して歩いていきました。やがて街もなく人気も少ない（野良牛はいる）自然公園のようなところまで来て、目的地と思われる運動場に到着しました。

「到着！　よっしゃあ、やっと目的地に着いた！」と思って辺りを見回すと、誰もいない。

「マジか……」

　そう思いながら、リアカーに売り物を載せて露店を開いている人がいたので話を聞くと、筋トレ民族が来るのは16時かららしいのです。到着したのは昼の12時くらいだったので、４時間も待たなくてはなりません。もう早々に帰りたい気持ちを抑え、せっかく来たのだからと、暑さと襲ってくる蚊にイライラしながらも待つことにしました。




　そして、待つこと５時間。17時になって、ようやく運動場に人が集まり出したのです。しかし、小学生から中学生くらいで、いちばん上でも高校生くらいまでの男子が30人ほどで、ネットで見た大人のマッチョはいませんでした。

　各自が筋トレをしはじめました。

　旅の目的が筋トレ民族を見ることだったので、目的の光景を実際に見ることができて喜んだのを覚えています。いま思えば、小中学生の男子たちが、筋トレしているだけなんですけど（笑）。

　彼らがやっている筋トレは、腕立て伏せと運動場に吊ってあるロープを腕の力だけで上るというもの。そして、地面を耕している人もいる！

「地面を耕す筋トレ？」と思っていたら、彼らはレスリングをはじめました。叩きつけられても痛くないように地面を掘っていたわけですね。

「いやいや、なんでレスリング？」と思ったのですが、どうやら彼らがメインでやっているのは筋トレではなく、レスリングのようでした。

　筋トレはあくまで補強運動でしかないらしく、日本でいうなら「町の体育館に習い事としてレスリングをしに来た少年たち」みたいな感じでした。




　当時、私が会ったのは少年たちでしたが、ほかにも練習場があるらしく、20代以上の大人たちも筋トレをしているようです。

　あとからネットで検索してみると、私が訪れた村は、元々貧乏な地域だったものの、村人が体を鍛えることでナイトクラブやバーのセキュリティ（用心棒）といった高単価の仕事ができるようになり、豊かになったそうです。

　ある意味、地域創生のひとつの形、筋トレドリームの実例を見たことになります。この経験がのちの島根での「筋トレ村」づくりにつながっていくわけですが、このときは単におもしろいな、としか思いませんでした。

　こうして、２０１９年８月からの〝小休止〟は海外旅行と、スケジュールをゆるゆるにしたトレーナーの仕事で瞬く間に過ぎていきました。

















まさかの出戻り拒否（戻る＊）









　トレーナー時代に行った海外旅行の体験から、私は場所や時間に縛られず、ネットの収入だけで生活したいと強く思うようになりました。

　そこで、ネット（ＹｏｕＴｕｂｅ）だけでしか食べていけない状態をつくったほうが追い込まれてやる気が出ると考え、２０２０年の３月末にいったんトレーナー業をやめてみました。




　簡単にネットだけで生きていけるとは考えていなかったため、家賃はできるだけ低く抑え、しぶとく生きられるようにと、住居を千葉県から、もっと家賃の安い場所へ引っ越すことも決めました。

　その家賃が安い住居候補として真っ先に上がったのが、実家です。




　しかしながら、まさかの出戻り拒否に遭います。

　育ての母親から「あなたが帰ると、お父さんの機嫌が悪くなり、家の雰囲気も悪くなるからやめてほしい」という内容のことを、遠回しに告げられたのです。

　当然と言えば当然で、親の言うことを聞かずに会社をやめ、トレーナーをはじめたかと思えば、今度はトレーナーを突然やめ、「ネットだけで生きる。家に泊めてくれ」と言っているのですから、理解不能なはずです。




　そこで、福岡市の姪めいの浜はまという場所にある家賃１万８０００円のアパートへ、２０２０年の４月に引っ越しました。

　引っ越して早速、これからの「本業」になるＹｏｕＴｕｂｅの充実化に取り掛かったのですが、引っ越す前から再生回数に陰かげりが見えてきていました。

　実際、引っ越してからアップした動画の再生回数はトレーナー時代よりも減少。それによって入ってくる収入も減少し、さらには動画を出すたびに登録者数が減少しはじめたのです。

　そのときは明らかにメンタルが悪化していきました。

　トレーナーをやっていたときであれば、トレーナー収入、筋トレの記事を委託されて書くライター収入、ＹｏｕＴｕｂｅの収入と、３つの収入源で生活していました。１つの収入が減少した時期があっても、別の収入源が支えてくれていたので、そこまで気になりませんでした。

　しかし、ＹｏｕＴｕｂｅだけを収入源とした場合、いままでは大して気にならなかった再生回数の増減がつねに気になるようになり、再生回数で大きく一喜一憂するようになってしまったのです。動画の再生回数は減る一方だったので、憂鬱でしかなかったのですが……。




　さらに憂鬱だったのは、父がもうすぐ死ぬらしいということでした。

　私が福岡に引っ越す７カ月ほど前に、ガンの宣告をされ、余命１年ほどであることを育ての母から知らされていました。福岡に引っ越してからもそこまで具合が悪くなさそうだったので、すぐに死ぬ感じはしなかったのですが、寿命のタイムリミットが来ていることに変わりはありませんでした。








父へのビデオレター









　当時の私の思いとしては、父が死ぬ前に「私がやりたい仕事で、親父が言い続けていた年収１０００万円を超えたい」というのがありました。

　安定した姿を見せたいのであれば「普通に就職すればいいのでは？」と思うかもしれませんが、絶対にイヤでした。

　安定した生活を得るために、やりたくない仕事をやって、縛られて、楽しくない日々を送るのは、「もはや死んでいる」「もうサラリーマン時代には戻りたくない」と思ってしまいました。ですので、自分がやりたいこと、もしくは苦痛ではないことでしか仕事をする気がありませんでした。

　いま考えれば、当時はサラリーマン時代と同じくらいに苦しんでいたので、自分で選択した苦痛か、与えられた苦痛かくらいの違いでしかありませんでしたが。




　とにかく、自分の食い扶ぶ持ちを稼ぐだけでなく、父の期待にも応えようとしていたので、増えない再生回数と収入、やる気はあるけれど何をしたらいいのかわからない自分にひたすら落ち込み続けていたのです。

　当時はわらにもすがる思いで、ＹｏｕＴｕｂｅやＴｗｉｔｔｅｒのフォロワーからどうすればいいのかをアドバイスしてもらったり、動画について書かれているコメントからヒントをもらおうとしました。

　その中でよく書かれていたのが「今後どうしていきたいのか宣言するといいのでは？」というものだったので、早速実践することにしました。




　当時の私が目指していたことは、父が死ぬ直前ということもあり、年収１０００万円を超えること。父が「年収１０００万こそエラい」「稼げる男になれ」と言っていたので、最大の親孝行は、父の自慢である年収で父を超えることでした。

　早速携帯電話のカメラを録画モードにして、今後の目標を語りはじめることにしました。当時、私がＹｏｕＴｕｂｅをやっていることを父も知っていて、見ていることもわかっていたので、ある意味父へのメッセージビデオでもありました。

　私と父は基本的に話さず、話したとしても父が一方的に人生訓のような話をし続けるとか、父の質問にひとことふたことの返事をする程度。私から父へ向けて何か本音を話すようなことは初めてでした（しかも本音を話すといっても対面だと毎回話を遮られるので、カメラ越しでのコミュニケーションになりましたが）。




　カメラに向かって話したことは、「今年中に年収１０００万円を達成すること」「それを目指す理由は、父が死ぬ前に親父の土俵で勝つことが親孝行だと思っていること」という２つでした。

　文章であれば、２行で伝えられる、ごく簡単な内容です。また、文章であれば、感情を抑えながら表現することができます。ただ、話し言葉で伝えるとなると、父の死をまだ受け入れられていない自分の感情が、言葉と同時に涙として溢れ出てきました。

　なぜか止めどなく涙が溢れ、嗚お咽えつのようなものも出てきました、おもしろいほどに。

　小学生ぶりだったでしょうか。動画を撮っているときは、なぜここまで涙が流れるのか理解できませんでしたが、よくよく考えると父のことが好きだったんだと思います。

　小学生のころに見た出社前の父は、一人の経営者としてスーツをビシッと着こなしており、その姿は私にとってカッコいい、憧れで自慢の存在。私のアイデンティティのうちのひとつでした。

　しかし、会社が倒産したあと、私が高校生、大学生、社会人となってから見た父は、昔のような覇気がなく、別人のようになっていきました。

　耳を塞ぎたくなるほどの過大な期待と説教を、ひたすら浴びせてくる父だったのですが、なんだかんだで好きだったようです。

　基本的に、泣くとか感情を表すのは嫌いで「漢おとこなら、そういう女々しいのは避けるべきだよね」と思っているタイプだったので、醜態を晒さらしてしまった感は否めません。しかし、涙が溢れてしまうくらいの本音を父が死ぬ前、なおかつ明確に意識があるうちに伝えられたことはよかったかなと思っています。








収入の柱を増やすとメンタルが安定する









　動画で自分の目標を掲げてから変化が起こりました。

　ＹｏｕＴｕｂｅの収益が上がらなくなってから、別の収入源をつくるためにＴシャツを販売していたのですが、目標を宣言した動画を出してから、そのＴシャツが一気に売れていったのです。

　Ｔシャツを買ってもらうために発信したつもりはなく、「Ｔシャツを買ってください」とも言っていないのですが、応援しようと思ったフォロワーがＴシャツを買ってくれたようでした。

　Ｔシャツがたくさん売れた期間は、２カ月ほどと短期的なものではありましたが、月20万円ほどの収入になったので、別の収入源もつくれるんだという自信になりました。

　これをきっかけに、ＹｏｕＴｕｂｅに新しいチャンネルを立ち上げたり、ｎｏｔｅで有料記事を発売し出したり、オンラインでのパーソナルトレーニングのサービスを出してみたり、アフィリエイトをはじめてみたりと、ほかの収入の柱をつくりはじめました。

　実る種も実らなかった種もありますが、いつの間にかＹｏｕＴｕｂｅに頼らずとも生計を立てることができるようになっていました。

　月15万～20万円ほどの収入で生きていけるのか不安なところはありましたが、ネットの生活だけで生きると決めてから、それだけで１年間生活を送ることができていました。




　また、収入の柱が多ければ多いほど、メンタルが安定することがわかりました。

　１つの収入源で稼げていなくても、ほかの柱で稼げていれば、あまり気にならなくなります。収入の柱を増やしたら、ＹｏｕＴｕｂｅに動画を上げて再生回数が増えなかったときのつらさも、ＹｏｕＴｕｂｅだけに頼っていたときと比べて、20分の１くらいになりました。

　別にＹｏｕＴｕｂｅｒとして生活したいわけでなく、場所に縛られず自由に生きられていれば、ＹｏｕＴｕｂｅの再生回数が増えなくとも、登録者が減ろうとも、私はどうでもいいのです。ＹｏｕＴｕｂｅでの再生回数を増やす、フォロワーを増やして有名になることは手段でしかありません。そう思えるようになったのは、大きな気づきでした。

　この出来事から、メンタルの起伏がなく、楽しく生きていくには「何かに大きく依存している状態」は危険であることがわかりました。




　収入だけでなく、友人関係や、コミュニティ、住居も同じです。

　資産運用で「卵を１つのカゴに盛るな」という格言がありますが、同じことだと思います。１つのカゴにすべての卵を入れてしまうと、そのカゴがひっくり返ったときには卵がすべてダメになってしまう。卵は複数の場所へ分散しておく必要があることを実感しました。








ミニマリストに教えを乞う









　幸いにも、私が実現したいような場所や時間に縛られない仕事で、父以上に稼いでいる、まさにお手本にしたい人間が友人の中にいました。

　それがすでに述べた、高校からの友人である澁谷（ミニマリストしぶ）です（＊参照）。（［「筋トレ村」をつくるために移住］に戻る　＊）（「来村者からのネタ提供」に戻る　＊）




「１０００万円稼ぐ宣言」をした年の９月ごろには、ブレはあるものの、月15万～20万円の収入をＹｏｕＴｕｂｅに頼らない形で稼ぐことができていましたが、宣言した年収１０００万円、つまり月収83万円にはほど遠いものでした。

　そこで澁谷に頭を下げ、「ネットでの稼ぎ方を教えてくれ」とお願いしたのです。




　実際のところ、まさか澁谷に教えを乞うことになるとは思っていませんでした。

　２度の大学受験に失敗し、その後フリーターとして生きていた澁谷と、大卒の自分……。ここから先の人生が覆ることはないと思っていたからです。いま思うと、とても傲慢な考えです。

　しかし、フリーターをしつつ、ミニマリストに関する発信を続けていた澁谷と、大卒の肩書きにあぐらをかいて、なんとなく生きていた自分とでは、このとき、すでに大きな差がついていました。

　人間、努力し続けていれば、いつからでも這い上がれるし、常に努力していなければ地に落ちることを、人生25年目にして初めて気づかされました。




　彼に「稼ぎ方を教えてくれ」と申し込んだときに提示された条件は「20万円を払うなら」というものでした。

　当時の私にとって、20万円はほぼ全財産と言っても過言ではないくらい大きな額でした。しかしながら、我流でやり続けても成長する気配がなかったし、20万円でその可能性が開くならいいと思い、「払うから振込先を教えてくれ」と澁谷に申し出ました。

　すると、本気であることが伝わったのか、もしくは気が引けたのか「教えてやるから、そのときは毎回食事代を出すように」という条件に変えてくれました。

　それからは、主にブログのデザインや書き方、アフィリエイト（自身のブログやサイトに企業から提供される広告を掲載し、その広告経由で売上が発生すると、売上の一部を報酬として受け取れるシステムのこと）の設置の仕方を教えてもらいつつ、ブログ記事を書き続けたのです。




　約２カ月間かけてブログで１５０本ほどの記事を作成したのですが、直接的な収益面での成果は期待したほど上がらなかったため、２０２０年11月にはさらなる奥の手として、封印していたパーソナルトレーナー業を福岡で再びはじめることにしました。








つらかったら、逃げろ！









　パーソナルトレーナーを再びはじめるにあたって、東京や千葉で仕事をしたエニタイムフィットネスで働くことにしようと、福岡市内にあるエニタイムフィットネスにひと通り連絡をしてみたのですが、すべて断られました。

　そこで、新しいチャレンジとして、自分で集客用のチラシを作成＆配布し、レンタルジムでパーソナルトレーニングをすることにしたのです。

「また同じ仕事をするのか」とトレーナーをすることに対するモチベーションは低かったのですが、「トレーナーであれば、どこでも食べていけるのかどうか」「エニタイムフィットネスに頼らずとも、レンタルジムがあれば、どこでも食べていけるのかどうか」を知ることができます。自分を試すいい機会でした。

　というのも、パーソナルトレーナーとしての新しい働き方でいくらか稼げることが実証できれば、別の仕事で失敗したとしても、パーソナルトレーナーに戻って、また一から稼げばいいと思えます。そうすれば、新しいチャレンジをするときでも、マインドを安定させることができます。

　結果としては１万枚のチラシを作製したものの、チラシ折りとチラシ配りがキツすぎて結局３０００～４０００部だけ配りました。その中から６件の初回体験の申し込みがあり、継続客にできたのは３件でした。

　３件というと少ないと思われるかもしれませんが、一人のお客さんが60分１万円のセッションを週２回で受けてくれたため、パーソナルトレーナーだけで生きることがギリギリ可能になりました。そして、それまでのネットだけの収入と合わせると、ある程度の余裕ができました。




　レンタルジムを利用するパーソナルトレーナーでも生きていけるとわかったことで、「俺ってジムがある場所なら、どこでも生きていけるんだな」と、ぼやけた自信が持てました。

　関東で、エニタイムフィットネスを利用してトレーナーとして働く方法しか知らないままであれば、「トレーナーとしてまた生計を立てていくことはできないのではないか？」という不安は消えなかったでしょう。

　こうして、１年間でさまざまな学びはありましたが、月収83万円の達成と父の年収超えは無理でした。




「１年じゃ無理。さすが親父」

　父のすごさを実感しつつ、「やりたいことをやりつつ、無理をしない範囲で収入が増えていけばいいか」と心の中で折り合いをつけることができました。

　お金も大切ですが、やりたいことをやるのも大切。どちらかに偏りすぎると無理が出ます。

「何事もバランスよく（中庸）」とは言葉で言うと簡単ですが、自分に合ったワークライフバランスは、試行錯誤しながら手探りで探していくしかないのだとも気づかされた１年でした。




　ちなみに私は「サラリーマンはダメ」と、サラリーマンとしての生き方を否定しているわけではありません。

　そもそも「サラリーマン」という言葉がざっくりとしてあいまいですし、現状が幸せならそれでいいと思います。さらには私自身、自分の幸福度をもっと上げられるような会社があれば、いまからでもそこに入りたいと思っています。

　私が伝えたいのは、働き方、価値観、生き方、幸せの形は１つだけでなく複数あり、１つに縛られるのではなく、自分に合わせて選択していけばいいのではないかということです。

　ですから、いま働いている会社や人間関係に縛られて、心を病んでしまったのなら逃げましょう。日本では我慢強さが美徳とされますが、我慢して追い詰められて死ぬことは、美徳でもなんでもありません。

「もう無理」と思うほどになったら、逃げていいと思います。逃げても別の這い上がり方や、幸せの形があるので、そこに移っていい。

　私自身、小学生から高校生のころまで少林寺拳法をやっていたのですが、その先生がときどき言っていた言葉に救われました。

「ゆうちゃん、つらくなったら逃げろ！」








「筋トレ村」をつくるために移住









　２０１９年の８月にインドの筋トレ村に行ってから、やりたいなと思っていたのが日本でも筋トレ村をつくる計画です。

　インドでの経験も大きいのですが、以前からテレビ番組の「ザ！鉄腕！ ＤＡＳＨ!!」のような村づくりをやってみたいと思っていたこともあり、村づくりと筋トレの両方を兼ねそなえた筋トレ村をつくれば、おもしろいのではないかと思ったのです。

　純粋におもしろいからやりたいと思う部分もありましたし、これなら唯一無二の場所になり、目立つのではないかという目もく論ろ見みもありました。




　そうして島根県にある古民家を見つけ、そこに住みながら筋トレ村をつくっていくことにしたのです。

　古民家は空き家サイトで探しました。

　希望条件は、10人くらいの団体生活が送れるような大きめの家、かつ「山村」といった感じの場所で、住宅が密集していないところ。さらに畑があれば、なおいいなと思っていました。




　島根の古民家は物件を探しはじめて２カ月ほどで見つかり、そこに住むことになりました。内覧のときに家賃は１万７５００円であると告げられたのですが、市の役員の方から補助金が月に１万５０００円出ることを教えてもらったので、実質月２５００円でその物件を借りることができました。

　当時の収入は10万～15万円ほどあったので、ギリギリ死なない生活はできるだろうと思い、２０２１年の４月に筋トレ村生活をはじめました。




　実際のところ、筋トレ村をつくる踏ん切りはすぐにはつかず、「２０２１年の夏ごろにできたらいいな～」とその年の２月ごろにぼんやりと思っていたのですが、澁谷（ミニマリストしぶ。「二人の同級生の生き方　＊」、「ミニマリストに教えを乞う　＊」参照）が「いまネットで生きられてるんだから、すぐやっちゃえよ」と背中を押してくれました。その日から物件を探しはじめ、２カ月後の２０２１年４月には島根へ移住していました。




　村づくり当初は「月額９８０円を支払えば村に遊びに来たり、宿泊できたりする」という条件を設けて村人を受け入れていましたが、その条件で村へ来る人が２カ月たってもほとんどいなかったので、「村へ訪れる人も１、２泊していく人も無料」という条件に変更しました。

　そうすると、私のＹｏｕＴｕｂｅ動画やＴｗｉｔｔｅｒを見ていた人が、少しずつ村へ訪れてくれるようになりました。

　村へ来る人は、「何か変わったことをやっている人に会ってみたい人」「何か新しくはじめようと思っているけれど踏ん切りがつかない人」「すでに退職や休職をしていてこれからどうしようか迷っている人」でした。単純に田舎生活をやってみたい人というより、何か理由を持った人たちがやってきます。








移住費用と生活費









　福岡から島根県へ引っ越したのが、２０２１年４月10日のこと。それまで一人暮らしで使っていた家財などを段ボール５つに詰めて、現地へ宅配便で送り、私はバックパックとキャリーケースを持って島根の古民家へと移動しました。

　元から荷物が少なく、引っ越し業者を使わずとも身軽に移動することができたため、引っ越し費用は私の移動交通費も含めて10万円ですみました。段ボールに入り切らない折り畳み椅子（スツール）などは宅配便で送りました。

　また、福岡のアパートでは備え付けの洗濯機と冷蔵庫があって、自前のものを持っていなかったため、新たにフリーマーケットサイトのメルカリで、中古品を送料込み２万５０００円弱で買いました。

　さらに追加で買ったのは、電子レンジとＩＨコンロ。コンロはガスでなく、電気で動くＩＨにしたのは、プロパンガスを使うとなると基本料金が１８００円ほどかかってしまうためです。お風呂のお湯もガスではなく、備え付けの灯油で動く給湯器があったので、そのまま使っています。




　田舎暮らしでは必須と言われる自動車も不要な状態にしました。自動車の維持費だけで月に４万円ほどかかってしまいますが、それを０円にできたのは大きいです。

　古民家の近くには日に４本のバスが通っているので、２週間に一度のペースで町に買い出しに行けばいいし、どうしてもすぐに欲しいとか、買い出しに行くのが面倒くさい場合は、Ａｍａｚｏｎで注文すると、田舎でも早ければ翌日に届けてくれます。

　Ａｍａｚｏｎの商品は多少割高なものもありますが、割高な商品を買い続けない限り、車を持つよりも安くすみます。

　さらに、村を訪れる人は基本的に車で来ることが多いので、その場合は車に乗せてもらって買い出しに行くことも多々あります。

　人があまりやって来なかった当初は、バスとＡｍａｚｏｎのみで生活していて、そこそこ不便ではあったのですが、来村者が多くなってから、不便さはかなり軽減されるようになりました。

　また、古民家に住むとなると、基本的にはリフォームや修繕が必要でお金がかかるのですが、幸運にも私が借りることになった家は、雨漏りや水回りのトラブルがなく、少し掃除をするだけで、そのまま生活することができました。




　ここまでは完璧な計算だったのですが、ひとつ問題がありました。

　古民家が隙間だらけでめちゃくちゃ寒いこと。もはや外気温＝室内気温で、閉め切っても隙間だらけのため室温も上がりません。暖房器具も買っていなかったので、島根に移り住んでからの４月と５月は、日が暮れてからの寒さで凍えていました。

　この対策として、古民家では冬を越さないことにしようと思っています。私は寒いのが苦手ですし、月数万円の暖房費がかかるのであれば、そのお金でもっとおもしろい体験をしたり、海外で使ったりしたほうが有益だと思うからです。

　ちなみに、筋トレ村での１カ月のおおよその生活費は以下の通りです。





家賃　１万７５００円（１万５０００円の移住者向け補助が出るため実質２５００円）

社会保険料　２万円

食費　３０００円～１万５０００円

水道光熱費　７０００円

通信費　７０００円（携帯電話３０００円、Ｗｉ−Ｆｉ４０００円）

雑費　３０００円

交際費　３０００円

交通費　８００円

合計　７万３３００円






　ヤフオク！で購入し、有精卵の状態から飼いはじめた18羽の鶏の餌代が意外と高く、月に６０００円かかったのですが、その費用を入れても月８万円以内で暮らしていくことができるようになりました。








筋トレ村での暮らしと気づき









　私の筋トレ村での生活は、だいたい以下のようなスケジュールになります。





10:00　起床

10:10　散歩

11:00　仕事

16:00　散歩

16:30　筋トレ

18:00　食事

19:00　入浴

19:30　読書

2:00　就寝






　家から徒歩10分くらいの場所に滝があるのですが、起床したら毎日その場所まで歩き、自然の景色と音を楽しみます。気がすむまでボーッとしたら、その次は休憩をはさみながら、午後４時まで仕事としてブログや有料記事を執筆し、また散歩をします。

　休憩中は、家の中から見える自然の景色や、放し飼いにしている鶏を眺めてボーッとします。仕事が終わったあとはもう一度散歩して筋トレ。器具は10万円ほどかけて簡易的なものを揃えました。

　筋トレのあとは夕食です。１日３食の準備は面倒なので、晩ごはんの１回でドカッと１日分のカロリーをとるようにしています。食事の回数にこだわりはないので、日中にどうしてもお腹が空いて仕事に集中できなければ、プロテインや、冷凍保存しておいたおにぎりのような簡易的な食事をとります。おいしければいいので、飽きるまで同じ食事を数週間から数カ月とり続けることも多いです。

　夕食のあとは入浴し、そのあとに読書をします。ビジネス書や自己啓発書を主に読みますが、飽きれば無料で読める漫画アプリで漫画も読んでいます。

　また、Ａｍａｚｏｎプライムに入っているので映画を観ることもありますし、ＹｏｕＴｕｂｅで音楽を流しながら一人カラオケをすることもあります。隣家とは離れているため、騒音を気にすることなく過ごせています。




　こう並べていくと、自分の娯楽のためにかけているお金は、書籍代と飼っている鶏の餌代くらいのものでした。

　鶏の飼育方法は大おお雑ざっ把ぱなもので、夜間は鶏小屋に入れて日中は放し飼い。放し飼いにすると帰ってこなくなるのではと思うかもしれませんが、夜になると自然と自分たちの寝床に、１羽もいなくなることなく帰ってきました。

「お利口！」と感心する人もいるかもしれませんが、実際のところそうでもありません。その場所しか帰る場所を知らないだけのようでした。




　私は以前、鶏をペットとしてではなく、卵と肉を収穫するために飼っていたのですが、ある日、１羽の鶏を肉にするために捕まえようとしたところいなくなってしまいました。筋トレ村に来ていた人と３人がかりで探したのですが、一向に見つからず「生命の危機にあったのだから、さすがに帰ってこないかもな」と思い、鶏が帰ってくるのを諦め、夕食をとっていました。

　食べ終わったときには家の周りはすっかり暗くなり、いつもなら鶏が勝手に自分たちの小屋へと戻っている時間です。もしかしたらと思い、鶏たちが集まる鶏小屋を見ると、追いかけ回した鶏が戻ってきていました。

　このときはさすがに怖くなりました。

　生命の危機に直面しているにもかかわらず、帰る場所を１つしか知らないため、その場所に戻ってしまう。その場所に戻る以外の選択肢を知らない。苦しむのに、その生活を続けているサラリーマン時代の私を思い出しました。

　もしかしたら私もこの鶏のように追い詰められ、最後の選択肢として自殺したり、パワハラ上司をどうにかしていたのかもしれないと思うとゾッとしました。

　このことによって、自分の帰る場所を増やす、収入源を増やす、仲間を増やす、スキルを増やす……といった選択肢を増やすことの重要性を、身にしみて実感させられました。








筋トレ村を訪れる人たち









　筋トレ村に無料で人を受け入れるようになってからは、週に１回は誰かが来るようになりました。

　筋トレをする人もいれば、読書をしながら散歩をするだけの人もいますし、リモートワークで仕事をしている人もいます。

　私が住んでいる古民家には部屋が７つあるので、基本的には一人１部屋です。大勢来れば、二人１部屋に滞在してもらいますが。

　２０２２年からは長期短期の宿泊費用をすべて無料にしましたが、村づくりをはじめた２０２１年は、月単位で泊まる場合は１カ月１万５０００円の家賃をもらっていました。その年、１カ月単位で宿泊したのは３人です。




　長期だけでなく、１、２泊の短期滞在だけの人へも「私からも何か用意はするが、バーベキューなどで食べたいもの、焼きたいものがある場合は自分で持ってきて」という持ち寄り制度を取ることにしました。

　すると、肉や野菜、乾麵、お酒など、それぞれ持ってくるのでお互いにさまざまなものを食べることができます。

　さらに、皆さんも経験があると思うのですが、だいたいバーベキュー用に買い込んだ肉やお酒は余ります。その場合、荷物になるので、ほとんどの人が村への寄付として食材を置いていってくれるのです。

　宿泊費が無料な分、ちょっと多めに持っていこうと思ってくれる部分もあると思います。来村者が帰ったあとは、その食材を食べるので、月１万５０００円だった食費が月３０００円ほどにまで減っていきました。

　週１で村へ滞在者を受け入れるにしても、その１日に３、４人も来れば、私はおかずを用意せず、ご飯だけあればよい状態です。そのご飯（玄米）ももらったものだったりするのですが（笑）。




　来村者が持ち寄った食材によって、段々と冷蔵庫がパンパンになっていったので、その食材をまた次の週の来村者の人たちとシェアして食べて、新しい来村者が残していった食材をまた次の来村者の人たちとシェアして食べて……と、よい贈与の循環ができていったと思います。

　循環は食料だけでなく、私からは宿泊スペースや非日常的な体験を提供し、車でやってくる訪問者であれば、車を持っていない私に対して、車での移動を提供してくれるなど、物々交換のようになっています。

　お金を介在させない分、交換の循環がスムーズな気がします。




　ちなみに、交換は義務ではなく、自然とそうなっているだけの話なので、お金のない大学生などが手ぶらで来ても気にしません。

　私はどこからか巡ってきた食材や酒を振る舞い、そのまま帰ってもらいます。私の痛手はゼロですし、またすぐにどこからかものが巡ってくるので大丈夫です。








来村者からのネタ提供









　来村者がくれるのはものだけでなく、ネタのときもあります。

　特殊な経歴であったり、独特な雰囲気を持っていたり、おもしろいキャラクターであれば私のＹｏｕＴｕｂｅ動画のコンテンツのひとつになってもらえます。

　もちろん、事前に出演ＯＫかどうか、その個人情報を秘密にするかどうかを確認し、その人の意向に沿うようにしています。




　筋トレ村に来る人に共通しているのは、変わろうとしている人であること。

　実際に生活を変えた人を確認したいと思っていること。

　これはどちらも推測ではありますが、そう感じました。

　例えば、仕事に不満はなくバリバリ働いているけれど、次のチャレンジとしてＹｏｕＴｕｂｅをはじめようとしているリフォーム会社の30代男性、３Ｄプリンターの会社でエンジニアとして働いていたけれど退職させられ、新たな道を歩き出そうとしている40代男性、ひとつの生き方ではなく、こんな変わった人生もあるんだということを知っておきたい就活前の大学３年生、さらには漁師をやめて動画編集者になろうとしている20代男性……と、いろいろな人が来ました。




　この人たちは、私の生活をそのまま実践したい、真似したいと思っているのではなく、「なーんかおもしろいことやりたいな」とか「一般的なレールを外れる人生を送っても大丈夫かな」という、自分を変えるためのきっかけとして、すでに変えている実際の人間（私）を見たいのだと思います。

　画面越しに、ＹｏｕＴｕｂｅをやっている人や変わった生活を送る人を見るだけでは身近に感じられず、踏ん切りがつきにくいけれど、実際に会ってみると「こんな人が実際にいて、なんか普通に生活しているな」と実感することができ、「あー、なんか俺もやれそうだな」とか「これをきっかけにやってみるか」という気になれるのかもしれません。

　私自身、不動産会社を退職するときに、友人の澁谷（ミニマリストしぶ。＊、＊参照）がいたことで、「こんな生き方もあるんだ、俺もいけるかも」と思えるようになったので、村に来る人も、同じように確認作業と、いままでとは違った道を歩んでいく上での安心感を求めているのだと思います。




　ちなみに「他人と共同生活をするとか、長い期間、一緒に過ごすのはキツくない？」と思うかもしれませんが、意外と平気です。というのも基本的には自室にこもって仕事をしていますし、人とは顔を合わせたときに軽く話すだけ。酒盛りをして騒ぐのは週に１、２回だけだし、一人の時間を大切にしたい私にとって、ちょうどいい生活ができています。

　また、筋トレ村に来る人は私のＹｏｕＴｕｂｅを見たり、ブログを見たりして私の考え方や価値観に共感している、または私に好感や興味がある人なので、すぐに打ち解けられることがほとんどです。

　逆に「普段は一人で寂しくないんですか？」と聞かれることも多いですが、内向型の性格の私は、ＬＩＮＥやほかのＳＮＳでゆるいコミュニケーションを取れれば満足できるので、筋トレ村に２カ月間完全に一人でいたときでも平気でした。








田舎のデメリットとメリット









　田舎暮らし、古民家生活のデメリットとして挙げられるのは「虫がたくさん出ること」です。私は慣れてしまいましたが。

　また、私が住んでいる古民家はボットン便所（汲み取り式のトイレ）であるため、それがイヤな人はデメリットに感じると思います。

　とはいえ、何人か来た女性も滞在するうちに「なんか慣れた」と言っていたので、意外と簡単に人間は慣れてしまうのだと思います。

　田舎暮らしのデメリットとしてよく挙げられる地元の人との濃い付き合いや、自治会への参加も、運がよかったのか、家主が代わりに参加すると言ってくれたので、私が疲弊することは一切ありません。




　そもそも私は、リモートワークかつ、民家が密集していない場所に住んでいるので、絶対に付き合いをしなければならないということがありません。

　もちろん、別に仲よくなりたくないわけでもないので、近隣の人と顔を合わせれば普通に挨拶します。




　一方、田舎生活最大のメリットは圧倒的にお金を使わないことでしょう。

　誰でも月８万円もあれば田舎で生活できると思います。

　というのも、いまは全国的に空き家がどんどん増えていて、１、２万円といった格安の賃料で住める物件があったり、無料で引き取ってほしいという人もいたりするからです。

　これには理由があり、日本の気候だと、人が住まなくなると、すぐに建物が悪くなり、修繕費用がかかるから。また借り手がずっといなくても、土地建物の固定資産税は払わなければならないから。さらには廃屋になって取り壊すことになれば、解体費用として数百万円単位のお金が飛んでいくからです。

　私が住んでいる古民家の家主も、早く手放したいと考えていたようで、３年間１万７５００円の賃料を払い続けた場合、希望すれば無償で土地建物の所有権を私に譲渡する契約になりました。




　人生初の島根に住みはじめてからすぐに、「あのエリアは栄えているよ」と地元の人が教えてくれた場所に行ってみたのですが、驚きました。

　私がいままで住んだことがある都や県は福岡、千葉、東京、埼玉といった大都市圏だったため、「栄えている」の基準が違っていたのです。

「栄えている」の基準が同じ場所というか、都会に行きたければ車で４時間ほどかけて、広島市か岡山市まで出る必要があります。

　ただ、そこで考えてみたいのは「都会の魅力はなんなのか」です。人によっては飲み屋街のネオン、演劇や映画を見るための劇場、スポーツ観戦のためのスタジアムかもしれません。

　私にとっての都会の魅力は、「特定の、そこにしかいない、おもしろい人」に出会えること、そして食べることが好きなので、海外も含めたさまざまな種類の本格的な料理屋があることです。毎日おもしろい人に会ったり、飲食店に行きたかったりするわけでもないので、３、４カ月に１回、東京などの都市を訪れるだけで、刺激としては十分です。

　さすがに島根の山奥にある古民家はやりすぎかもしれませんが、心落ち着かせる自然が少なく、収入の大部分を持っていかれるような家賃の高い関東の大都会で暮らすのであれば、ちょっと歩いたり、バスや電車に乗ったりすれば、そこそこ栄えているところに辿り着ける、家賃の安い地方に住むことを気軽に選択してもいいのではないか、と思います。

　そもそも田舎で暮らしたくない人は福岡市とかどうでしょう。天神駅という中心地から徒歩10分の場所であっても、鉄骨造で家賃が２万～３万円台の小綺麗なワンルームのアパートが結構あります。海が近くにあったり、大おお濠ほり公園という巨大な池のある美しい景観の公園も、繁華街から徒歩圏内のところにあったりするので、都会の喧騒に疲れたときは、そこでほっとすることができます。

　しかも東京より安い値段でおいしいごはんも食べられます。家賃が安い分だけ、収入がアップしたと捉えることもできますし、東京にいたときより給料が減っても、家賃の範囲内であれば、使えるお金は一緒かもしれません。




「鶏が飼えて、家庭菜園も楽しめるようなド田舎が好き。でも、孤独がイヤで、誰かと馬鹿騒ぎしたい人」であれば、私のように週に１回、誰かしらを招いて酒盛りをしてもいいでしょう。

　さらには田舎では買い物が不便で娯楽がないと思われていますが、Ａｍａｚｏｎや楽天市場を利用すれば、注文したものが早ければ翌日には届きますし、映画や音楽やＹｏｕＴｕｂｅ動画も家の中で見ることができます。

　ド田舎だと仕事の不安があると思いますが、「月８万円だけ稼げばいい」と考えると、副業ぐらいの仕事量のリモートワークでもコンビニのアルバイトでも案外十分に稼げそうと思えませんか？

　こう考えると、ずっと関東の大都会にいなければならない理由はなくなってきていると思うのです。








海外生活でレア度を上げる









　筋トレ村に住みはじめてから３カ月経ったころから、冬の期間は海外で生活することを考えていました。

　理由は３つあり、１つは寒いから。

　４月に引っ越したときの寒さを考えると恐怖でしたし、冬は暖房費だけで月に３、４万円飛んでいくことが予想できました。

　部屋を暖めるために月３万～４万円使うよりも、そのお金を航空機代にあてて海外で暮らしたほうが、よりおもしろい体験ができると思いました。




　２つ目の理由は、人のすすめがあったこと。

　筋トレ村へやってきた人が南米に行った経験を話してくれ、その中でも「ペルーはいいっすよ」と推してくれたので、どんなところか見たくなったからです。

　３つ目の理由は、自分のレア度を上げるため。筋トレ村に移住してから４カ月目からＹｏｕＴｕｂｅに上げた動画の再生回数が増え、筋トレ村に多くの訪問者が来てくれるようになったのですが、３カ月目までは長期はもちろん短期の滞在者も月に２、３人ほどしか来ていませんでした。

　当時「あまり人が来ない理由は、自分に会いに行く動機が弱いから」という仮説を立てていました。そして、パクチー大原という人間の希少性を高めるには、海外での経験も積んで、人に「パクチーに会いたい」「パクチーの話を聞きたい」と思わせる必要がある。それによって、筋トレ村に来る動機を強化できると考えたのです。

　そうして２０２１年７月の時点で、10月のトルコ行きの航空券を取りました。




　海外に行くにしても、希少性を高めることが重要だと考えたので、普通の人が行かない国に絞りました。

　当初はアフリカ縛りでいろいろな国を回ろうと思ったのですが、新型コロナウイルスの関係で入国できない国が多かったため、入国制限のゆるい国を調べ、そのルートをつなげていった結果、ざっくりとトルコから、エジプトとモロッコのあるアフリカ大陸北部を経由しつつ、中米と南米の国々に行く計画を立てました。

　訪れる国は事前に決め、航空券を取っておこうと思っていたのですが、トルコからエジプトに渡ったあたりから、行きたいときに行きたい国に行けるのがベストだと考え、移動の１週間前くらいに航空券を取るスタイルに変えました。

　結局、行った国はトルコ、エジプト、ギリシャ、アルバニア、スペイン、メキシコ、コロンビア、ペルー、ブラジルの順でした。




　行く国を選ぶ基準には「あまり日本の人が行かない」だけでなく「物価が安い」ことも入っていました。

　というのも、単純に自分の資金が潤沢ではないことと、「大した金がなくても楽しく生活できる国」の軸で動画を撮れば、ＹｏｕＴｕｂｅの再生回数が増えそうと思ったからです。

　タイやマレーシアにしなかったのは、日本人があまり行かない国、行きにくい国、そこでの情報が出回っていない国にしたほうが、「椅子取りゲーム」にならないと考えたからです。

　タイやマレーシア、ベトナムといった国は人気が高いですが、そこで情報発信をする人も多いため、明らかに他者より優れたオリジナリティを出していないと目立つことができません。

　そこで「一人勝ちできる、参入する障壁が高い、物価が安く快適に暮らせそう、という点で需要がある国はどこか？」と考えた結果、先ほど紹介した国々に行くことになったのです。




「ＹｏｕＴｕｂｅのためだけにしては、リスキーすぎじゃない？」と思うかもしれませんが、実際のところ海外旅行が好きで、自分のやりたいことも兼ねることができます。再生回数が増えず、ＹｏｕＴｕｂｅからの収益が入ってこなくても、「人がなかなか行かない国に行った」という希少性や経験は、今後資産として残るので、すぐに芽が出なくてもいいと割り切ることができました。








外国生活で知った自由と不自由









　２０２１年10月から２０２２年２月中旬のおよそ４カ月にわたって、学生が部活で使うようなバックパック１つで海外旅行に出かけました。いわゆる世界を旅するバックパッカーより、ひと回り小さいサイズのリュックです。

　リュックの中身は、スマホ、ノートパソコン、モバイルバッテリー、イヤホン、耳かき、耳栓に、衣類などです。

　衣類は、Ｔシャツ３枚、ジョガーパンツ３枚、パーカー１枚、ユニクロの防寒下着が３枚、下着のパンツが３枚。色は汚れが目立たない黒で統一。ここまで衣類が少ないのは、なるべく暖かい地域を選んで行ったので厚手の防寒着が必要なかったことと、寒ければＴシャツやズボンを重ね着すればいいと思ったから。

　実際２月に日本に帰国するときは、飛行機の機内が寒かったので、衣類を重ね着していました。そうするとリュックの中身は結構スカスカで、税関で荷物検査をされたときには「これだけ？」とあやしまれるほどでした。




　旅先で何をしていたかというと、私はあまり観光地に興味はなく、食に強い興味があるので、ほかの人が必ず行くような観光地には行かず、地元の人が行くような食堂や露店でごはんを食べて過ごしました。

　さまざまな国に渡り、住環境を比較できるようになったことで、自分の中で住みやすい、住みにくい基準というものをいくつか見つけることができました。

　例えば、エジプトの首都・カイロ。エジプトでは物価が安く、人もフレンドリーなのですが、一方でボッタクリをしようとしてくる人もかなり多く、神経をすり減らしがちでした。大気汚染の影響で喉に不調が出てくる、外に出るのが億おっ劫くうになる、騒がしいのでなかなか外で落ち着けない、という点が私にとってデメリットでした。




　アルバニアとスペインでは、落ち着ける環境、自然の重要性を知りました。

　都会であっても道の両端にたくさんの街路樹が植えられていたり、気軽に腰かけられるベンチが設置されていたり、静かな公園があったりすることで、気疲れすることが減ると再認識しました。




　人に関してはトルコがベストだった気がします。人の温かさを最も感じたのはブラジルだったのですが、その代わり治安が超悪いので、治安が悪くなく、人の優しさも感じられて、トータルとしてよかったのはトルコでした。

　また、トルコで中国人夫婦が経営する宿に泊まったときには、彼らとは気が合い、なんとも言えない居心地のよさを感じることができたので、「誰と暮らすのか」も幸福に暮らす上では考えておかなくてはならないポイントだと思いました。




　物価についても考えさせられました。ヨーロッパでは、やはりある程度出費を抑えようとしないと結構お金がかかるのですが、メキシコやペルーのローカルな場所では、お金のことを気にせずにひたすらごはんを食べまくっていました。それでもあとから生活費を月額に換算してみると、８万円くらいですんでいました。

　同じ金額のお金を使うにしても、どれだけ豊かに暮らせるか、無理をせずにいられるかも重要だと感じました。その点ではメキシコとペルーは幸福度が高かったです。




　最後に貧困と仕事について。

　メキシコでは車椅子に乗った80代くらいの眼帯をつけたおばあちゃんと、その車椅子を押す20代くらいの孫らしき青年を見かけたことがありました。彼らの風貌自体は普通なのですが、赤信号で停車している車に近づき、おばあちゃんが、車一台一台に手を差し出し、物乞いをしていたのです。80代のおばあちゃんでも、こんなふうに食い扶持を得る必要があるのか、と驚かずにはいられませんでした。




　また、ブラジルで大きな市場の近くの人通りの多い場所を歩いていたときのこと。一人のアジア系男性が、両手に持っていた中身の入ったビニール袋を現地の若者らしき集団にひったくられる一部始終を目の前で目撃しました。人が大勢いる日中だったこともあり、もはや「テレビ番組かなんかのドッキリ？」とすら思ってしまうくらい、衝撃を受けました。




　ここだけを見ると、日本は健康保険や生活保護、年金といった社会保障制度がしっかりと確立されており、安全かつ豊かな国だと思えるのですが、一方で安全や最低限の生活保障の代わりに失っているものもあると思いました。

　それが「商売のはじめやすさ」です。日本だと貧しくて物乞いをする必要はほとんどありませんが、その代わり、個人事業主としての商売ははじめにくい。

　どちらがいいのかはわかりませんが、海外では最低限の生活保障がない国もあるため、自分の食い扶持を稼ぐ手段として、雇ってもらう以外に、路上で食べ物を売ったり、自作したアクセサリーを売ったりと露店などを開いて商売をすることもよく行なわれています。

　日本だと、自分で商売をはじめようとすると、気軽に屋台からと思っても許可が要りますし、飲食店をはじめるにしても、食品衛生法に基づいた営業許可を得るために、それ相応の設備費と初期費用をかける必要があります。

　さらに日本では働くとなると、アルバイトやサラリーマンとして企業や店に雇ってもらうことが大半です。アルバイトと個人事業主のどちらがいいのかは人によるかと思いますが、個人事業主として商売をはじめやすいのは、発展途上国だと感じました。




　ともかく、この海外旅行によって「この国で暮らすと、こんな生活ができるよ」という内容のＹｏｕＴｕｂｅ動画を十数本制作できました。再生回数も増え、１つの動画につき、８万～12万回再生されたことによって、毎月20万円くらい預金残高が増えていく状態をつくることができました。

　海外旅行というと、月40万～50万くらいのお金がかかると思われますが、私の場合、宿泊費が１泊１５００～２０００円だったり、観光地に興味がないのでツアー料金が必要でなかったり、歩いてひたすら現地の食べ物を食べているだけだったりしたので、航空券代を入れても月15万～20万円以内に収まりました。

















もっと早くセミリタイアできないか？









　すでにお気づきの方がいると思うのですが、私のセミリタイアの定義は一般的なものとズレています。一般的に使われているセミリタイアの定義は「数千万円単位のお金を株式や不動産投資に回し、自動的に収入を得られる状態にすることで、自分がやりたいことをやる生活を手にする」です。

　この一般的に使われているセミリタイアの定義を見ると、「自由な生活を手にしたいけど、俺にはセミリタイアは無理そう……」と思われるかもしれません。まず、数千万円の資金をためることのハードルが高すぎますよね。「何年我慢して金をため続けなアカンねん。死んでまうわ！」と思わずにはいられません。

　ですから、私はセミリタイアの定義を変えてみました。

　実際のところ、自分がやりたい生活ができれば手段はなんでもいいのです。


・40代や50代になってからではなく、もっと早くできないか？

・そもそもやりたいことをやるために、メインの仕事をやめる必要があるのか？

・そもそもメインとサブの仕事を分ける必要があるのか？

・数千万円もためる必要があるのか？　資金をためる以外の方法はないか？

・会社員として雇われつつ、自由な生活も手にすることができないか？






「数千万円するランボルギーニを買わないと彼女をつくれない」などと、１つの手段しかない場合は挫折してしまうかもしれませんが、実際のところ、彼女をつくるにはランボルギーニを買わなくてもちょっとオシャレをする、筋トレする、話す練習をする、ＳＮＳでちょっと目立つ、といった手段もあるわけです。

　人それぞれ自分に合った手段さえ見つけることができれば、目的の達成は意外と簡単にできたりするので、これから、若いうちからのセミリタイアをする上で、ほかの手段がないかを一緒に考えていきましょう。








20代でできるセミリタイア２・０









　一般的なセミリタイアの定義は「数千万単位のお金を株式や不動産投資に回し、自動収入を得られる状態にすることで仕事をやめ、自分がやりたいことをやる生活を手にする」です。しかし、このセミリタイアの定義は、自動的に収入を得る方法が株式投資や不動産しかなかったときにつくられたものです。




　現在は状況が違います。働き方が多様化しているため、自分の時間を確保しつつ、収入を得るための方法が株式投資や不動産投資以外にも出てきました。

　身近な例でいえば、限られた人しかやっていなかったリモートワークがコロナ禍によって普及したことです。

　例えば会社員としてリモートワークにより、通勤時間がなくなるだけでも以下のような生活が実現できます。


・砂浜から徒歩５分の物件に住み、早朝にサーフィンをしたあと、仕事をする

・リモートワークによって家族とより長い時間を過ごせるようになる

・通勤のために失っていた時間や労力を、自分のやりたい仕事のために使える






「まずはリモートワークに移行してみる」→「その次は自分のしたい仕事で収入を得られるようにする」といったように、小さく段階を踏んでみると、セミリタイアは意外と簡単に実現できそうな気がしませんか？

　でも、こういうと、「リモートワークのアルバイトをしながら、やりたいことをやっている人もセミリタイアになる。一生アルバイトじゃあ、お先真っ暗じゃん！」と思う人がいるかもしれません。

　それはそうかもしれないのですが、まずは最低限やりたいことを実現した上で、将来を安定させるためのキャリア形成や、収入を増加させるために必要なポイントを押さえておけば、時間が経つとともに将来への不安は消えていくと思います。




　これから紹介する「セミリタイア２・０」は、これまでのセミリタイアの定義とは大きくかけ離れていますから、「それはセミリタイアとは言わない」と思う人もいるかもしれません。

　私もわかりやすい言葉として使っているだけであって、「やりたいことを実現する生き方＝セミリタイア」と言っているだけです。会社員でもいまがいちばん幸せであれば、私が言うところのセミリタイア２・０です。もはや何がなんだかわかりませんよね……。

　ただブレないのは、そもそもの前提を疑ったり、目的と手段をはき違えたりせず、目的が達成できてさえいればいいという点です。手段と目的を区別し、自分に合った手段を選択し、自分の目的（幸福の最大化）を達成する生き方が「セミリタイア２・０」です。








失敗する中で学んだ教訓（戻る＊）









　私は第１章、第２章で書いた、たくさんの失敗をしながら、幸せに暮らすために必要な以下の教訓を得ました。


❶自分の幸福をつねに定義する

❷生き方から逆算して働き方を決める

❸必要な生活費を把握する






「なんだかハードルが高そう……」と思うかもしれませんが実は簡単です。次ページからすぐに取り組めるように❶～❸を解説します。この３つの教訓に取り組んだあとに、副業をはじめたり、お金以外の価値があるものをためていくと、一気にセミリタイアに近づけると思います。








教訓❶




自分の幸福をつねに定義する






　高校生や会社員のころの私は、将来のために、いい企業に入るために、お金持ちになるために働いて生活していると考えていました。

　しかし、より深掘りしてなぜ将来のためにがんばるのか、なんのためにいい企業に入るのか、なんのためにお金持ちになるのかと質問されると、当時の私は答えられませんでした。

　なんのために働くか。元をたどれば「幸福になるため」というのが、最も根本的な答えになるはずです。

　結局、私たちが受験勉強をがんばったり、大企業に入ろうとしたり、お金持ちになろうとしているのは、これらが幸福へとつながると考えているからです。

　しかし、これらは誰でも幸福を感じるためのルートのひとつではなく、あくまでも手段のひとつです。この方法で幸福を感じられない、または、ほかの方法で幸福を感じられるものがあるのなら、手段にこだわる必要はありません。




　そもそも、私がいまの生活に至るまでに苦しんだのは、幸福度を最大化する上での公式を理解していなかったことが原因です。公式とはつまりこれです。




　真の幸福の数＝増やした幸福の数＋減らした不幸の数




　ついつい、幸福を増やすことばかりに集中し、不幸を減らすことをおろそかにしてしまいます。

　私がお金持ちになるという幸福を増やそうとして、不幸の数のほうが多い労働環境で働いたことで精神を病んでしまったのも、パワハラや自由な時間がないといった不幸を減らすことに着目していなかったせいです。私が会社をやめた瞬間に幸福度がアップしたのはそういうことだったのです。

　つまり、獲得できた幸福の数と不幸の数が同じであれば、幸福度はプラスマイナスゼロですし、不幸の数が多くなってしまえば、むしろ不幸になってしまいます。

　逆に言えば、プラスの要素を増やさなくても、いま感じている不幸の数を減らすだけでも、いまより幸福感を得られます。




　幸福を最大化する上では不幸の数を減らし、幸福の数を増やすことが重要であると説明しました。しかし、自分が何に幸福を感じて、何に苦痛を感じているのかを明確にできていなければ意味がありません。

　例えば、「周りの人がこぞって欲しがっているものだから、それを買ったら自分も幸福を感じるだろう」と勘違いして、ブランドものの服やバッグを買ってしまったり、人間は結婚するものだからと親や周りに流されて結婚したりすると、自分が幸福を感じないことに時間と労力を費やすことになってしまいます。




　私で言えばサラリーマン時代、「お金を手に入れ、それを何と交換することで幸福を感じようと思っていたのか」を明確にしていなかったことで、単体では価値のないお金を、不幸と引き換えに手に入れていました。

　ですから、自分が何に幸福を感じて、何に苦痛を感じるのかを、以下の質問に答えて明確にしてみるといいと思います。


・過去に自分が最も幸福を感じたことは何か？

・自分が最も苦痛を感じることは何か？

・幸福を感じるため、苦痛を減らすために捨ててもいいものは何か？






　私はこのことについて一度、じっくり考えてみたことがあります。

　その結果、最も幸福を感じたのは、インド、ドイツ、タイへ旅行した刺激的な日々でした。

　逆に私が苦痛を感じるのは、自由を感じられないとき。例えば「お前は俺の言う通りにやっていればいいんだ」と、自分のやりたくないことを他人にやらされている場合などです。

　そして、私が幸福を感じ、苦痛を減らすために捨てたものは「他者からの評価」や「他者との比較によって得る優越感」です。平均よりも所得が高いから満足だとか、人から賞賛されたいとか、そういったことのために時間や労力を費やす行為を、完全にはできていないかもしれませんが、捨てようと思いました。

　こうした他者との比較によって幸福を感じるのは「諸刃の剣」であり、自分より優れた相手が出てくると、逆に不幸を感じてしまいます。

　ですから、眠りたいだけ眠れて気持ちいいとか、日光に当たって心地いいとか、おいしいごはんを食べられてうれしいとか、そういった他者と比較しなくても感じられる絶対的幸福を追い求めたほうがいいと思ったのです。








教訓❷




生き方から逆算して働き方を決める






「いまを犠牲にして、未来のために生きる人生設計は間違っているんじゃないのか」「いまをよりよく生きるためにはどうすればいいのか」

　そんなことを私が考えていたときにネットで出合ったのが、以下のメキシコの漁師の話です。







　とても魚釣りが好きな漁師がいました。

　漁師は好きな時間に起きて、釣りをして、子どもや友達と遊んで楽しく過ごしていました。ある日、金持ちの男がその漁師のそばにやってきて言いました。





男　「やあ、すばらしい魚だね。どれくらいの時間、漁をしていたの？」

漁師「そんなに長い時間じゃないよ」

男　「へぇ、君は魚釣りが得意なようだね。せっかくならもっと働いてみたらどうだい？」

漁師「自分と自分の家族が食べるにはこれで十分だよ」

男　「それじゃあ、余った時間でいったい何をするの？」

漁師「日が高くなるまでゆっくり寝て、それから漁に出る。戻ってきたら子どもと遊んで、女房とシエスタして。夜になったら友達と一杯やって、ギターを弾いて、歌を歌って……ああ、これでもう一日終わりだね」

男　「ハーバード・ビジネス・スクールでＭＢＡ（経営学修士号）を取得した人間として、君にアドバイスしよう。いいかい、君は毎日、もっと長い時間、漁をするべきだ。部下を雇ってもっと売り上げが出たらボートも買おう。そうしたら仲介人に魚を売るのはやめて自前の水産品加工工場を建てて、ビジネスを大きくする。そのころには村を出てロサンゼルス、ニューヨークへと進出していくだろう。君はマンハッタンのオフィスビルから企業の指揮をとるんだ。そうすれば老後もお金ができるよ」

漁師「なるほど、そうなるまでにどれくらいかかるのかね？」

男　「20年、いやおそらく25年でそこまでいくね」

漁師「へぇ、それからどうなるの？」

男　「そしたら引退して、海岸近くの小さな村に住んで、日が高くなるまでゆっくり寝て、日中は釣りをしたり、子どもと遊んだり、奥さんとシエスタして過ごして、夜になったら友達と一杯やって、ギターを弾いて、歌を歌って過ごすんだ。どうだい？　すばらしいだろう」









　この話をまとめると、漁師に話しかけた男が数十年かけて達成させようとしていた生き方（目的）は、すでに漁師が数十年もかけずに到達している生き方だったのです。

　この話の教訓は、なんのために自分は生きるのか、仕事をするのか、がんばるのかを明確にしていないと、無駄な遠回りをしてしまうということです。

　私はこのメキシコの漁師の話から気づきを得て「これなら60歳まで貯蓄や資産をつくらなくてもやりたいことをはじめられるじゃん！」と思い、１００万円以下の貯蓄で現在の「いま」を生きる生活をしています。

　このメキシコの漁師の話のように、漁師がすでに実践している生活をしたいのであれば、わざわざ時間とお金をかけてＭＢＡの学位を取得したり、起業したりするのはベストの選択ではありません。

　私たちは高校に行き、大学受験をし、よい企業に入社し、60歳までまっとうに働くことが、幸福を得る上では最もよい手段だとなんとなく教わってきました。しかし、どんどん価値観が変わっていく昨今、その方法が自分の幸福を最大化するために最適な手段かどうか、疑ってみる必要があると思ったのです。

　目的が「田舎に住んで、農作業をしてストレスなく暮らす」や「南国に住んで釣りをして、文化交流を楽しむ」であれば、60代まで仕事をしてお金をためてからでなくても、実現する手段はたくさんあるはず。

　もちろん「いまの職場や会社員のままでいることが、自分の幸福を最大化する上でも最適な手段である」という人もいるはずですが、それをストレスと思っている人は、働き方から生き方を決めるのではなく、生き方を決めた上でそれに合った働き方を決めるという逆算的な考え方をしてみるといいと思います。




　では、生き方から逆算して働き方を決める事例を、私の場合で考えてみます。

　私の歩みたい人生は「自由と好奇心を満たす価値観を大事にし、自分が行きたいときに外国に行くなど、誰にも縛られない生活をする」ことです。

　一方、それを達成するまでの小さい目標を決める上では、以下の３ステップを踏んでいます。


❶ 現状「まず実現したい幸福」を１つ決める

❷ 現状「まず避けたい苦痛」を１つ決める

❸ ❶❷を実現するために、捨てていいものや、捨てたほうがいいものを決める






　仮に上司のパワハラや過酷な労働環境へのストレスが悩みの８割を占めているのならば、まずは苦痛を退けることに焦点を当て、労働環境のよい部署へ異動する、または転職するといったスモールステップだけでも、現在よりも幸福を感じることができます。

「毎日サーフィンができれば自分が幸福になれる」とか「朝起きることが苦痛なので、朝ぐっすりと眠ることができると幸福度が増す」と思うならば、フレックスタイムの仕事がいいなとか、朝遅くてもいい仕事をすればいいと考えます。

　幸福度を最大化する上で、ざっくりとこんな働き方ができるといいなと決めていけばいいのです。




　私が会社員として働いていたときの❶～❸の回答は、


❶は「自分が好きな筋トレに関する仕事をすること」

❷は「上司のパワハラとつらい仕事」

❸は「結果を出せずに退職し、落ちこぼれと認識されることへの羞恥心」



でした。

　私はこの❶～❸のポイントを明確にした上で会社をやめ、ジムスタッフのアルバイトをしながら、フリーランスのトレーナーとしても働きはじめたのです。




　このように❶～❸を押さえた自分の生き方を決め、それに最も適した働き方を決めて実行していきます。

　するとおもしろいことに、実行前に「この生活ができれば最高だ！」と思っていた生活を実際にするようになると、新たに最低限実現したい幸福や、避けたい苦痛、捨ててもいいものや捨てたほうがいいものが出てくるのです。




　私がトレーナーを続ける中で新たに実現したいと思った幸福は「場所や時間に縛られずに生活＆仕事ができること」、避けたい苦痛は「職場に行くために長時間移動すること」、捨ててもいいと思ったことは「月30万～40万円あったパーソナルトレーナーとしての収入」でした。

　私はこの生き方を実現するため、１年間ネット収入だけで生きるための助走期間を過ごし、その後、筋トレ村づくり＆田舎生活に取り組むことにしました。




　つまり、まず実現したい幸福、まず避けたい苦痛、捨ててもいいものをひとつずつクリアしていくと、自分が実現したい大きな目的に一歩ずつ近づくことができます。そして、新しい自分にも出会えます。

　自分が幸福を感じられればいいのですから、自分がどのように変化してもいいはずです。ですから、まずは自分の考えを明確にしてみることだと思います。








教訓❸




必要な生活費を把握する






　次は、大きな目的を達成するために必要なお金について考えていきます。

　まずは無駄な生活費を省くための考え方です。




「毎月20万円の給与をひと月で使い切るから、セミリタイア生活を送るときも月に20万円は必要だ！」と思っている人がいるかもしれませんが、本当にそうでしょうか？

　仮に毎月10万円で生活費を賄えるようになるとしたら、セミリタイアまでの期間がグッと縮まる気がしませんか？

　また、最低限いくらあればいいのかを把握すると、必要以上のお金をためるために働き続ける時間を削減できます。

　さらに、「最低これくらいあればいいか」の最低の基準を引き下げておくと、新しいチャレンジをするときや、仮に収入が減ってしまったときでも、心の平穏を保つことができます。ですので最低限必要なお金を計算し、つねに確認しておくことをおすすめします。




　私が会社員だったころは、手取りで毎月23万円ほどの給料が入ってきていましたが、月末には必ず使い切っていました。

　お金をたくさん使ったつもりがないのに、クレジットカードの請求金額が毎月10万～15万円になっていることに驚き、悪用されたに違いないと内訳明細書を確認してみると、すべて自分が使った記憶がある、といったことがよくありました。

　会社をやめたいけれど、毎月家賃やクレジットカードの請求額を支払わなければならないから会社をやめられない……。このようにお金に余裕がない状態だと、いまの生活スタイルや仕事から抜け出しにくくなります。

　過去の私は生活を維持するために、毎月23万円必要だと考えていましたが、現在では税金も合わせて８万円以下、多くても10万円あれば生きていけることがわかりました。

「８万円稼げれば生きていける！」とわかれば、「いまの仕事をやめたいのに来月の生活費を稼がなければいけない」という状況から抜け出しやすくなりますし、８万円でいいので、リモートワークのアルバイトや、ちょっとした時間を使って副業で稼ぐなど、選択肢も増えます。

　ですので、「自分の生活を維持するために必要なお金を最小限にすること」と「それがいくらあればいいのかを明確に把握すること」は、自分の行動の幅を広げる上で重要です。

「なんとなく毎月20万円必要だろうな」ではなく、セミリタイア生活を送る上でいくら必要なのかを、これから紹介する無駄な支出を省く３つのコツを押さえながら計算してみてください。








無駄な支出を省くコツ❶




先入観で決めない






　無駄な支出を省く１つ目のコツは、先入観で決めないことです。価格や思い込みによって無駄に高いものを買っていることがよくあります。




　例えば、「松竹梅理論」というマーケティングの手法があります。

　皆さんは鰻うなぎを食べに行ったら、梅１５００円、竹２０００円、松３０００円のどのうな重を選びますか？

　ほとんどの人は、２０００円の竹を選ぶようです。異なる３つの値段を提示すると、人間は真ん中の値段を選んでしまいます。

　このように人の行動には一定の法則があり、商品を販売する企業は、この人間のクセ（行動経済学）を理解した上で、高い商品を買うように誘導していきます。

　いまは鰻の例でしたが、日常生活でもそこまでこだわらなくていいものに、私たちが追加でお金を使ってしまっている部分が多々あります。

　以下でその事例を紹介していきます。





[image: ]家賃



　家賃は生活費の中でも大きな部分を占めるため、仮に６万円から３万円の家賃の部屋に移ると、生活を維持するのがグッとラクになります。

　しかし、過去の私も含めて大抵の人は「家賃は最低５万～６万円だよな～。家賃３万円のアパートとかボロくて住めたもんじゃなさそう！」と先入観で決めてしまいます。もちろん場所にもよりますが。

　実際に不動産屋さんに直接提示してもらうのではなく、ネットに掲載されている鉄骨造、かつ築30～40年の３万～４万円台の賃貸物件を自分自身で探してみると、小ぎれいな物件が見つかりやすくなります。

　固定費である家賃の支払いが５万～６万円から３万～４万円になるだけで、生活費をたくさん稼ぐことへのプレッシャーがかなり減るので、現在なんとなく家賃５万～６万円の物件に住んでいる人は、築30～40年鉄骨造の格安物件を探してみてください。





[image: ]通信費



　大手キャリアと言われるｄｏｃｏｍｏ、ＳｏｆｔＢａｎｋ、ａｕと契約すると通信費は月に１万円ほどかかってしまうことがありますが、格安スマホと呼ばれるａｈａｍｏや楽天モバイル、ＬＩＮＥモバイルなどの通信会社と契約して月々の通信費が３０００円ほどになれば、毎月７０００円を節約することができます。

　しかし、過去の私もそうでしたが「大手キャリアじゃないと通信速度が遅そう！　なんか不便そう！」といった漠然とした先入観があります。

　実際に使ってみると、通信速度が大手キャリアよりも遅いと感じることはありません。

　例えば「このサービスがあるから、意識的にＳｏｆｔＢａｎｋを選んでいる！」というのでない限り、格安スマホと呼ばれる通信会社に乗り換えればいいと思います。





[image: ]衣類



「着飾ることによってめちゃくちゃ幸福度が上がるから、着飾ることを最優先に考えたい！」という人でなければ、家賃と同じく衣類の費用も最小限にして、自分が最もやりたいことをやるためにお金を回すようにしてみましょう。

　ユニクロやＧＵ、ＺＡＲＡ、Ｈ＆Ｍにも、安くておしゃれな衣類はあります。

　ちなみに、私の場合はユニクロで同じ服を４着買い揃え、それらを着まわして毎日同じ格好をしています。








無駄な支出を省くコツ❷




シェアする






　家族なら衣類や車、家をシェアして使いますよね。それと同様にすることで、例えば３人でシェアするようにすれば、一人当たりの支払金額を３分の１にできます。

　つまり、シェアして一人当たりの負担額を減らすことを、家族以外にも行なうのです。具体的な例を３つ挙げていきます。





１　賃貸住宅→ホテル暮らし



　仕事が忙しく家に帰って寝るだけの人や、部屋を自分のこだわりの内装にしたいわけでもない人は、賃貸から大きな空間をシェアして使うホテル暮らしにしたほうが無駄な支出だけでなく時間まで節約することができます。

　というと「ホテル暮らしと言うと、めちゃくちゃ高いんじゃない!?」と思う方もいるはずですが、例えばカプセルホテルは安いところであれば素泊まり２０００円台からありますので、月６万円ほどでホテル暮らしをすることができます。しかもホテルの共有スペースやロビーは広いことが多く、快適です。

　東京にある民泊の宿をＡｉｒｂｎｂというサイトから探すと１泊１５００円のお手頃な値段のものがありました。その宿に実際に泊まってみましたが、きれいな内装で、共同のキッチンやシャワールーム、個別の快適なベッドがあり、不自由なく過ごすことができていました。

「俺んち家賃４万円だから賃貸のほうが安いよ！」と思った人もいると思いますが、ホテル暮らしだと、水道光熱費、Ｗｉ－Ｆｉ、清掃費、入居費、退去費、家具・家電購入費も込みで月６万円ですから、かなり安いと思いませんか？




　住民票や郵便物について気になった人もいると思いますが、住民票は実家の住所に置いておけばいいですし、郵便物は住所をホテルの住所に、宛名を自分の名前にしておけば受け取ることができます。

　また、月単位で泊まれるシェアハウスなどは、東京都内であっても月６万５０００円くらいからあります。入居費、退去費なしで、オシャレな物件に住むことができます。





２　自家用車→バス・電車・タクシー・レンタカー



　車を所有することによって、生活コストは跳ね上がります。というのも車の購入費用を除いても、駐車場代、保険代、ガソリン代など車の維持費だけで月に３万～４万円もかかるからです。

「田舎暮らしだから、通勤するにも、買い物をするにも、車は必要！　ずっと使うから車は買っとかないと！」という方は、田舎での生活やアウトドアが好きではない限り、車を必要としない場所に引っ越してみる手もあります。

　つまり、スーパーや娯楽施設が徒歩か自転車で行けるほど近く、職場へもバスや電車などの公共交通機関で行ける繁華街近くに住んでしまえば、車が要らなくなります。その点、沖縄、福岡、大阪、名古屋のような徒歩圏内にすべてが集まっているコンパクトシティはおすすめです。家賃は高くなるかもしれませんが、車の維持費だけで月に３万～４万円かかることを考えれば、お釣りがくるはずです。

　本当に車が必要な場合だけ、タクシーやレンタカーを利用すればいいと思います。毎月４万円の固定費を確定させてしまうより、必要なときだけ利用したほうが安上がりです。





３　家具、家電を新品で購入→フリーマーケットで買う＆売る



　新品で買うよりも、「メルカリ」「ジモティー」「ラクマ」などのフリーマーケットサイトから、シェアする感覚で中古のものを安く手に入れることができます。

　私の友人は引っ越しをする際に、家具や家電を新たに買い替えることで30万円ほどかかったと言っていましたが、私は冷蔵庫と洗濯機をメルカリで購入したことで、合わせて２万５０００円ほどで揃えることができました。

　中古で購入するというと「ちゃんとしたものが来るかわからない」と不安に思う方がいるかもしれませんが、最近のフリーマーケットサイトは、購入者が出品者に対して評価を付けることができるようになっていたり、購入者をだましたりする出品者はフリーマーケットサイトを利用できないようにするシステムもあるので、粗悪品を摑つかまされる確率は低くなっているように思います。

　逆に現在所有しているものが要らなくなった場合も、メルカリを使って売れば、商品を封筒に入れ、コンビニに持ち込むだけで簡単に発送できます。

　リサイクルショップやメルカリで商品を売った経験がある人はわかるはずですが、中古価格と新品価格がかけ離れている商品と、そんなに差がない商品があります。例えばアップル製品のスマホやパソコンは中古でも高く売ることができますが、それ以外のパソコンを中古で売るとなると、二束三文を覚悟しておかなければなりません。

　ですから、そこそこ価格が高いものだけれども、いつか手放す日が来るかも知れないものは、中古で売るときの価格（リセールバリュー）がなるべく高いものを選んで買っておくといいと思います。

　もちろん、そこまでこだわりがなく、価格が安いほうがいい場合はリセールバリューを意識するよりも、新品で購入するときの価格の安さと最低限の機能を果たすかどうかで選べばいいと思います。








無駄な支出を省くコツ❸




そもそも必要かどうかを考える






　過去の私ほどでなくとも、クレジットカードの請求額やお金の減り方に驚いたことがある人はいるのではないでしょうか。

　クレジットカード請求額を見て、どこで使ったのか思い出せないお金は、「なんとなく」買った不要なものであることが多く、その「なんとなく」が私たちの生活を毎月圧迫している場合があります。無駄なものにお金を使わないようにするためには、以下の２つのことに気をつけるといいと思います。





１「安いから買う」「高いから買わない」をやめる



「高いものを買ったはずがないんだけど、クレジットカードの請求額が高い……」という人は１００～１０００円のような「それほど抵抗感なく出すことのできるお金」を何度も使っていることが原因のひとつ。

　例えば、１００円のジュースを１日３回購入することを毎日続ければ、月に９０００円使うことになります。90本のジュースを９０００円でまとめ買いするのは抵抗があるのに、１回が１００円だとそれが途端になくなります。

　毎日３回の１００円の買い物が30日だと９０００円ですみますが、例えば１日の中でジュースやお菓子代として１００円が３回、コーヒー代として３００円が２回、昼食代として７００円が１回であれば、それだけで１日１６００円、月４万８０００円。

　疲れ果てて夜ごはんをつくるのが面倒くさくて、スーパーで買った５００円の弁当、そしてそこに２００円のビールを追加すると、月２万１０００円。

　朝食にコンビニで１５０円のおにぎり２個を買えば、月９０００円。

　さらにストレス発散のための飲み代として週に１回３０００円を使っていたら、それだけで月１万２０００円。合計すると、月９万円です。

　そこに確かに使った記憶のある月３０００円の散髪代、月１万円のスマホ代、月６万円の家賃、月１万円くらいの水道光熱費を入れると、月17万３０００円になります。ここに車の維持費や交通費、飲み代以外の娯楽費用、クリーニング代などを加えると20万円を超えます。

　支出を月17万３０００円に抑えられたとしても、その半分以上の９万円が細々とした食費なので、ここを減らすだけでもかなり生活がラクになると思います。




　クセになっている安いものの衝動買いを防ぐためには「安いから」「セールだから」「限定商品だから」「お店に入って何も買わずに出るのは、なんとなく悪いから」といった理由で買うのをやめること。自分が心から欲していないもの、そもそも必要でないものを買わないことです。

　お金を使うときには、「このお金は自分が最も優先したい幸福を得ることにつながるか？」「最も苦痛を感じることを取り除くことにつながるお金か？」ということを自問してみるといいでしょう。

　節約が目的になっては本末転倒ですから、無駄なものを買うことはやめて、高いものであっても、自分の幸福を最大化する上で必要なものである場合は、思い切って買ったほうがいいと思います。





２　あるものでなんとかする



　必要だと思っていたものが、工夫次第でそもそも購入する必要がなくなることも多々あります。

　身近な例でいえば、私たちの母親（とは限りませんが）は、料理をつくるために毎日スーパーに行ったりしません。冷蔵庫にあるもので何ができるのかを考えて食事を用意することのほうが多いはずです。この「いまあるものでなんとかする」をほかの部分でも応用していくのです。

　例えば、会社でためたストレスを発散するために、毎週金曜日は居酒屋でお酒を飲むのに４０００円かけていたとします。このお金を使わずにすませるには「温スーパー銭湯やサウナに行く」「森林浴をする」「お店に行かずに宅飲みにする」など、４０００円よりお金のかからない別のストレス発散方法を考えてみるのです。

　もちろん、ベストな方法はたまったストレスを発散するのではなく、そもそもの原因であるストレスのもとをなくすのが効率的ではありますが。




　こうして私は、山奥の古民家での生活費を月８万円以下まで圧縮しました。

　勉強のための書籍代や食費を奮発しても、月10万円ほどで収まります。現状の生活を維持する上で必要なお金はこれだけです。

　自身の暮らしにかかる生活費、固定費の無駄をしっかりと削ぎ落としておけば、自由に生活できる度合いが増すので、最低限のもの、最低限の生活費にしておくことをおすすめします。
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選択肢を増やすための副業









　これまで述べてきたように、私は自分の経験から「不幸を減らすには、選択肢を増やしておくとよい」と実感しました。選択肢を増やすというのは、以下のようなことです。


・自分の力を発揮できない分野で働くのはやめて、自分の力をより発揮できる別の分野で働く

・人間関係がうまくいかず、どうしようもなくなれば、別のコミュニティへ行く

・１つの収入源がなくなっても、別の収入源でなんとかなるようにしておく

・１つのスキルだけでなく、いくつかのスキルを身につけておく

・寒い場所が嫌いなら、寒い期間は別の場所へ移る






　このように仕事、収入、人間関係、住居など、多くの選択肢を持っていれば、心理的な余裕も出てきますし、目標達成のための最適な手段も選ぶことができるようになります。

　私の場合、まず勤めていた会社をやめ、パーソナルトレーナーとしての生活がうまくいった体験を経てからは、居場所、コミュニティ、収入源、人間関係の選択肢を増やす活動に拍車がかかっていきました。

　ただやみくもに選択肢を増やしても仕方がないので、「失敗する中で学んだ教訓」（＊）で書いた教訓をもとに


❶自分の幸福をつねに定義し、何が苦痛かも確認する

❷最低限必要な生活費を把握する

❸最低限実現したい生活のイメージを具体的に持つ



という３つの軸で考えるようにしました。




　では、次に取り組むステップとして、最低限実現したい生活を送るために必要な生活費をどのようにして稼いでいけばいいかを考えていきます。

　もちろん、「いきなり会社をやめて、セミリタイア生活をしながら新たな収入源を身につけていこう！」などと無茶なことは言いませんし、人によっては別に部署異動や転職するだけでよかったりします。

　会社員をやめるにしても、経験上、脱サラしていい最低ラインは、副業収入がセミリタイア生活をする上での生活費を超えてからだと思っています。

　例えば、現在はアルバイト生活で、今後も必要最低限のアルバイトをしながらセミリタイア生活をしたいという人であれば、そのまま自由な生活をしていけばいいと思います。

　しかし、将来にわたって自由な生活を送ったり、海外旅行に行ったりと、自由の幅を広げたいという人は、これから紹介する副業を見つけるための「６つのポイント」を参考にしてみてください。

　ちなみに本書では、セミリタイアにおける、収入を得る手段はすべて副業と捉えています。それは、私自身が１つの仕事にとらわれず「複業」にするのが理想と考えているからです。

　複業にすることで調子がいい仕事があれば、そちらにシフトしたり、うまくいった副業をメインの仕事と取り替えることができるようになります。








副業のポイント❶




自分の強みを見つける






　新卒の私が最初に犯した失敗は、自分の強みを活かせる仕事を選んでいなかったことです。

　大学時代の私はボディビルディングをやっており、筋トレに関する知識は一般人よりも多く、その知識を学ぶことに対しても苦痛を感じないという強みを持っていたのですが、「トレーナーはあんまり稼げそうにないし、こっちのほうがお金は入ってきそう！」という安易な考えで、自分の強みをまったく活かせない不動産の営業を選んでしまいました。

　これはサッカー選手が、やったことがないチェスの大会に出場するようなもので、まったく自分の強みを活かせませんでした。

　自分の強みを活かせない仕事を選んでしまうと、いくら努力しても、それをもともと得意としている人、楽しんでできる人には勝てません。

　ですから、自分の強みを活かせる、つまり結果の出しやすい仕事を選ぶ必要があります。




「自分に強みなんて……」と思う人もいるかもしれませんが、人それぞれ何かしらの強みがあります。自分の強みを発見するために、次の質問に答えてみてください。


質問１　自分が楽しくやれることは何か？

質問２　自分が苦痛に思わず、ひたすら続けられることは何か？






　この質問に答えたことを、誰かにとって価値のある形に変えることで収入が入ってくるようになると思います。

「好きなことを仕事にしよう」とよく言いますが、これは「好きなこと」はどれだけ続けても苦痛に感じないからです。ゲームが好きな人は何時間もずっとゲームをしていられますよね。どれだけ続けても苦痛に感じない人は、それを数多くこなすことができます。楽器でもスポーツでも、それがたとえ勉強であっても数多くこなすことができれば、慣れて質が上がっていきます。すると、量も質も高まるので、それが強みとなって稼ぎにつなげられるはずです。

　もし好きだと思って続けた結果、苦痛を感じるようになったら、それは自分の強みではなかったのだということ。落胆する必要はなく、また別のものを見つけるようにチャンレジしていけばいいのだと思います。

「こんな強み、収入にならないよ……」とガッカリした人も安心してください。なかには「なんもしないこと」を収入に変えている猛者もいるからです。




　副業をはじめる上で大切なことは、周りから価値があると認められているものを身につける能力よりも、誰も見向きもしていなかったものを価値のあるものとして見出し、プロデュースできる能力ではないかと思うのです。

　つまり、副業をするための技術を新たに身につける必要はありません。いま自分が持っている強みを仕事に変えていけばいいと思います。








副業のポイント❷




タダを売る






　以前、私が副業として行なっていたのが、Ｔシャツの販売です。

　この副業での失敗は、タダのものを売っていなかったことです。

　仮に商品が売れなければ、仕入れたＴシャツが在庫として残り、売れ残った分だけ赤字になってしまいます。

　またＴシャツを仕入れようとするたびに「もし売れずに在庫が増えてしまったらどうしよう。お金が飛んでいく……」という不安も残ります。

　こうした失敗をしないためには、タダ（仕入れ価格が無料）のものを売ることです。

「タダのものを売るなんて、お前は詐欺師か？」と思うかもしれません。でも、私たちの身の回りには売り手にとってはタダだけど、買い手にとってはお金を出してでも買いたい価値のあるものがたくさんあります。




　例えば、自分にとってはタダだけど、相手にとってはお金を出してでも買いたい価値のあるものは、ノウハウやスキルなどの情報です。

　以下はタダのスキルと情報を提供している例です。


・パーソナルトレーナーとして、お客さんに筋トレを教えてあげること

・転職を考えている人に対して、転職エージェントとしておすすめの転職先を教えてあげること

・料理の先生として、料理を教えてあげること






　その他、直接お金をもらう形でなくても、


・ＹｏｕＴｕｂｅやブログに筋トレの専門知識を紹介すること

・おすすめの商品を紹介して、アフィリエイト収入を得ること



なども、元手をかけていないタダを売る行為です。




　もちろん、ノウハウやスキルを得るときにはコストがかかっているのですが、新たな費用をかける必要はなく、趣味として好きで取り組んでいるものであれば作業することに苦痛も感じないはずです。そして提供するときには費用はかかりません。その意味で、タダということになります。

　プロの料理研究家だけでなく、他に職業を持ちながら料理教室を開いている人はたくさんいます。これはギターやピアノなどの音楽教室もそうですし、私的にやっていた投資がうまくいったので投資セミナーを主宰する人もいます。習い事の場合、土日に学びたい人も多いですから、他に本業を持っている人が教室を開くのは都合がいいはずです。

　また、資格試験に挑戦しようとしている人は、合格した人の勉強法など話を聞きたいはずなので、合格経験者も教室を開きやすいと思います。

「教えるほどの腕はない」と思うかもしれませんが、まったくの初心者を相手にする「初心者コース」にすれば、自分より詳しい人は受けないので、教えられるはずです。「素人である自分に近い人からまずは教えてもらいたい」という人はけっこう多いと思います。




　タダのものを売るメリットは、当然ながら、


・初期費用がかからない（はじめやすい）

・在庫リスクを負わない（失敗のダメージがない）

・利益率が高い



といったことです。

　ですから、私はＴシャツを販売するにしても、注文を一定数受けてから商品を仕入れて発送する（受注販売）、または多少利益率が低くなっても、在庫リスクを肩代わりしてくれて注文が来ると同時にＴシャツを生産発送してくれるＢＡＳＥのようなサイトを利用しておけばよかったのです。

　それなら、在庫を抱えるリスクはありませんし、梱包・発送までしてくれるところに頼めば、手間がかからず、空いた時間にまた別の副業をはじめることも可能になったはずです。








副業のポイント❸




お金をかけずにはじめる






　２０１８年、私は「よしっ！　筋トレ情報を発信するためにＹｏｕＴｕｂｅをはじめよう！　脱サラして失うものはないしＹｏｕＴｕｂｅで一発逆転を狙うんだ！」と意気込み、ＹｏｕＴｕｂｅをはじめることにしました。

　この時点ではタダのものを売るポイントを押さえていて、ＹｏｕＴｕｂｅをはじめることに問題はありませんでした。

　しかし、「ＹｏｕＴｕｂｅをはじめるには高性能なカメラとパソコンが必要だ！　商売道具は多少高くても金をかけたれ！」と９万円のカメラと15万円ほどのパソコンを買ってしまったのです。




　初期費用をかけることのダメな部分は２つあります。

　１つ目は、収益が上がらなければ、機材購入費がそのまま赤字になること。２つ目が、「せっかくお金をかけたんだから」と、自分には向いていないことをダラダラと続けてしまうことです。

　そもそも機材にお金をかけたことで、再生回数が増えるわけではありません。「あの有名ＹｏｕＴｕｂｅｒが機材にお金をかけているから、自分も同じようにしなきゃ！」となんとなく思考停止のまま無理をしたのは失敗でした。




　このような例はたくさんあります。

　すでにスキルを持っているパーソナルトレーナーや声優といった仕事であっても、「トレーナーや声優になるには専門の学校に通わなきゃ！」と思い、その職業で食べていけるかもわからない状態のまま、入学から卒業までの費用として40万～60万円も使ってしまう、などです。




　お金を使わない方法はないかなと考えてみれば、意外と出てきます。


・トレーナーになりたいのであれば、パーソナルトレーニングジムでアルバイト、または正社員としてお金をもらいながら働き、研修期間中にトレーナーの資格を取り、スキルを身につける

・声優になりたいのであれば、会社員として本業がある間にオーディションをたくさん受ける。さらに、独学で声優のテクニックをもっと学び、ＴｗｉｔｔｅｒやＩｎｓｔａｇｒａｍといったＳＮＳで、人気や知名度が出るまで発信活動を続ける。その後、知名度を利用して仕事を得る

・ＹｏｕＴｕｂｅ動画をつくるなら、いま持っているスマホと無料の編集アプリだけで動画を作成し、投稿する

・英語を学びたいのであれば、語学学校でバイトをして、そこにいる外国人の先生と会話することで会話を上達させる



このような方法なら、お金をかけずにスタートできます。




　１回きりのチャレンジや、初めての副業でうまくいくことは、よほど幸運でない限りありません。10回チャレンジした中の１回がうまくいけばいいほうです。

　つまり、１回の成功を手に入れようと思うのであれば、最低でも９回は失敗できるようにしておかなければなりません。

　ですが、大きな初期費用をかけてしまうと、それが失敗した場合、次のチャレンジをするまでに時間がかかってしまうのです。例えば飲食店を開店するなど、数百万円の初期費用がかかり、それを返済するのにも長い時間がかかる挑戦であれば、死ぬまでに数回しかチャレンジできません。




　ただし、今日すぐにでもはじめられる初期費用のかからない挑戦であれば、短いスパンで挑戦と失敗を繰り返せるため、当たりが出るまでの期間を短縮することができます。

　また、失敗と修正を繰り返す中で、成功するためのポイントも押さえられるようになるため、成功の確率も徐々に上がってきます。

　初期費用をかけてもいいのは、費用をかけた分だけのリターンが確実なときだけと考えて、それ以外はお金をかけずに、小さなチャレンジを繰り返していきましょう。








副業のポイント❹




手間をかけずにはじめる






　私がＹｏｕＴｕｂｅをはじめた当初にしたもう１つの失敗は、１本の動画をつくるのに手間をかけすぎたことです。

「有名なＹｏｕＴｕｂｅｒはみんなテロップや効果音を入れているから、自分も同じようにしないと！」と思い、そもそもそうすることで再生回数が増えるかどうかもわからないまま、「周りがやっているから」と動画編集に４～５時間もかけていました。




　そんなふうに手間をかけすぎると、継続するハードルが高くなってしまいます。

　動画編集が好きであれば話は別ですが、休日に４時間かけて、好きでもない動画編集をするのは大きな負担でした。

　そうならないためにも、はじめるまでのハードルを下げ、手間をかけずに続けられる状態にしておくことが大切だと実感しました。




　私のようにＹｏｕＴｕｂｅを副業にしたいなら、動画をアップロードするときに、編集した動画と編集していない動画をそれぞれ上げてみて、どれくらい再生回数に違いが出るのかを確認する。その違いが手間に見合っていないのであれば、凝った編集をやめてみる。または、編集していなくても再生回数が増えている動画の共通点は何かを分析し、ほとんど編集しなくてもいい動画で再生回数の増加を狙う、というのもアリだと思います。

　動画をつくるにしても、わざわざ専用のカメラとパソコンを使うのではなく、撮影から編集までできるスマホで完結させてしまうのもいいでしょう。

　このように、手間を減らしておくと、気軽にはじめやすく、継続しやすくなります。








副業のポイント❺




自分で集客・販売する






　これは私がフリーランスのパーソナルトレーナーとして活動をはじめたときの話です。

　当時の私は「いい商品であればお客さんは勝手に来る！　俺は大学で専門的な勉強をしたし、趣味で筋トレの勉強もしているし、ほかのトレーナーよりも圧倒的に知識がある！　イケる！」という考えのもと、８カ月を過ごしました。

　その結果として、トレーナーの収入だけでは食べていけず、時給９００円の居酒屋バイトをすることになったり、さらには足りない生活費を賄うために消費者金融から40万円以上の借金をし、どうやって返済すればいいのかに頭を抱える日々を過ごしていました。




　この生活から抜け出す転機となったのは、居酒屋のアルバイトがキツすぎて「一刻も早くここをやめたい」と公園のベンチで悩んでいたときに、「そもそも時給６４００円のパーソナルトレーニングをポンポン売れるようにすれば解決やん！」と気づいたことでした。

　そこから営業手法や、トークのビジネス書を読んで、ノウハウを身につけたことで、徐々に契約が取れるようになっていったことは、すでに「独学で営業の勉強を開始」（＊）で書いたとおりです。




　営業やマーケティングというと、商品を売りつけるイメージを持っている人もいるかもしれませんが、実際のところは「もともと10の価値があるものを実際に10の価値があるんですよ、とわかってもらうため」に使う手段です。

　10の価値のものでも「いいものをつくれば売れる！」というプライドに寄りかかって、営業をまったくしなければ、消費者にそのよさは届かないし、その商品は５の価値にしか見えず、買ってもらえないかもしれません。

　そうならないためにも、自分が売りたい情報やスキルをしっかり身につけたあとは、商品を販売できる能力＝営業力やマーケティング力も身につけたほうがいいでしょう。




　では、肝心の集客・販売できるようにするための方法ですが、私の場合、以下の２つを行ないました。


❶営業やマーケティングに関する書籍を読む

❷ＳＮＳやＹｏｕＴｕｂｅ、ブログといった自分のメディアを育てる






　❶の書籍を読むことに関しては、過去の偉人たちが何十年にもわたって仮説検証することによって「営業やマーケティングはこうやったほうがいいよね」という、おおよその正解を出してくれているので、まずはそのテクニックをそのまま使いました。

　書籍を読むことは、解答を見ながら問題を解くようなものだと思っています。自分の問題を解決してくれる書籍を買わない手はありません。

　さらに、ポイントとして「営業」という１つのジャンルに関する書籍を買うにしても、当たりはずれや、自分に合う手法と合わない手法があるので、同ジャンルの書籍を最低でも５冊、余裕があれば10～15冊ほどまとめて読むほうが知識に偏りがなくなると思いました。




　❷の自分のメディアを育てることに関しては、「ブログやＴｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍを使って、特定分野で役立つ情報を発信する」→「その分野の情報をより知りたい人が私のことをフォローする」ことを目指して実践していきました。

　すると、フォロワー（見込み顧客）が増えることで、広告料金をかけずに宣伝でき、発信した情報の分野の専門家としてのポジションを徐々に築くことができました。

　また、信用が積み上げられた状態で、その分野に関する商品を紹介すると、フォローしていた人の一部がその商品を買うようになります。

　もちろん、ダイエットに関する情報に絞って発信してきたのに、売ろうとしている商品が海外旅行のツアーでは商品は売れないので、発信する分野と売ろうとしている商品の分野が同じであることが重要ではありますが。




　また、避けては通れない重要なポイントがあります。

　それは「○○の情報について発信したいけど、同じような内容を発信している人はわんさかいるし、自分よりも知識がスゴイ人もたくさんいるから、いまさらＳＮＳで発信活動をしてもダメだろう、もしくはダメだった」状態をどう解決するかです。

　確かにＳＮＳでは、人と同じ情報を発信しても埋もれてしまうし、自分より優れた情報を発信する人に負けてしまうでしょう。

　しかし、この「競合が多い場所で戦うことで負けてしまう状況」の打開策はあります。次章の「レアな自分の見つけ方」から紹介していますので、そちらを参考にしていただければと思います。








副業のポイント❻




副業は〝複業〟にする






　脱サラ後にトレーナーをはじめた私は、一時期は借金生活に追い込まれるまで困窮していましたが、集客・販売スキルを身につけたことによって、トレーナーとして食べていけるようになりました。

　また、同時にはじめたのがＹｏｕＴｕｂｅで、この収益も８カ月ほどで月７万～10万円が入ってくるようになりました。

　そこで「トレーナーとして働く要領もわかったし、次はネットだけの収入で生きていけるようになりたいな。旅行しながら働けるって素敵やん？」と考え、20カ月目でトレーナー業をバッサリやめてしまい、ＹｏｕＴｕｂｅだけを仕事にする生活をはじめたのです。

　しかし、この目論見は通用せず、精神的に不安定になってしまいました。

　というのも、私の生活ができるかどうかの命運をＹｏｕＴｕｂｅだけに懸けている状態なので、再生回数が通常よりも増えたかどうか、登録者数が増えているかどうかによって、自分のメンタルがつねに大きく左右されてしまったからです。

　登録者数や再生回数が減り続ければ、精神的にも落ち込んだ状態が続いてしまいます。仮にＹｏｕＴｕｂｅｒを副業や趣味でやっていれば話は別ですが、やはり「１つの仕事に自分のすべてがかかっている」と考えると心穏やかではいられないものだなと実感しました。

　結局、ＹｏｕＴｕｂｅだけでの収入の不安定さ、再生回数が増えないことに挫折して「本業ＹｏｕＴｕｂｅｒ」はやめることにしました。




　また、本業ＹｏｕＴｕｂｅｒをやめることにしたもう１つの理由は、「ＹｏｕＴｕｂｅの登録者数や再生回数を増やすこと」は手段でしかなく、本当の目的は「働く場所に縛られずに収入を得たい」だったことに気づいたからです。

「収入源を１つに絞るとメンタルがやられる」

「収入を得る方法はほかにもたくさんある」

　この２つの気づきを得て、私は収入源を複数に分散させることに取り組みはじめました。副業をするなら、１つだけにするのではなく複数にする。つまり〝複業〟にする方法です。




　収入源を複数に分散することでわかったメリットは「収入が安定する」「メンタルが安定する」以外に、「成果が出るまで待てる」「自分に合った働き方を見つけ、選択できる」といった点もありました。

　収入源を複数に分散し、１つの仕事だけで生活しなくてすむようになると、収益化するまでの期間が長くても待っていられます。

　例えば、ＹｏｕＴｕｂｅやブログのような副業は、収益化するまでに数カ月かかります。ブログやＹｏｕＴｕｂｅを本業にすると、最初の数カ月は貯金を取り崩す生活になりますし、そもそも「これでは生活できん」と挫折し、別の仕事を探してしまうかもしれません。しかし、仕事がほかにあるのであれば、ブログやＹｏｕＴｕｂｅが収益化するまで待ち続けられるでしょう。

　ですから、収益化するまで待てる体力、つまり生活費を賄えるだけの別の収入源を持っておいたほうが、副業はうまくいきやすくなると思います。








本当の安定とは何か









「サラリーマンは安定、フリーランスは不安定」という固定観念がありますが、本当の安定とはなんでしょうか？

　正社員として勤めて安定的な収入がもらえたとしても、会社が倒産してしまえば先行きが怪しくなります。さらに転職に役に立たない市場価値の低いスキル、または、なんのスキルもいらない仕事をやっていたのであれば、先行きはさらに不透明になります。




　一方フリーランスであっても収入源、スキル、職場、人間関係を複数に分散することができていれば、１つのことがうまくいかなかったとしても長期的な安定を保ちやすくなります。

　わかりやすくするために正社員とフリーランスを対比させましたが、正社員をしながら副業をしたり、副業の数を増やしたり、転職後も使えるスキルを身につけていくことによっても長期的な安定につながります。

　ですから「まずは副業をはじめてみる」→「それがうまくいけば（うまくいかなければ）別の副業をはじめてみる」→「副業の幅を広げたり、収入の柱を増やしたいのであれば、新たなスキルを身につけてみる」といった順に取り組んでみることをおすすめします。




　参考までに、私の仕事の変遷を紹介しています。

　またここでは、収入のほかにＳＮＳでのフォロワー数の変遷も記しています。ＳＮＳでフォロワーを増やすことは、商品を宣伝する以外にもさまざまなメリットがあるからです。












































「好き」や「得意」をお金に換える









　前章の「人生の選択肢の増やし方」では、自分の強みを武器にして副業や情報発信をはじめるといいということを書きましたが、不安に思った人もいるのではないでしょうか？

「自分がやろうとしていることをすでにやっている人は山ほどいる。その中で自分が勝てるのか」

「実際に情報発信をやってみたけど、その他大勢として埋もれてしまってまったく効果がなかった」

などということです。




　それでは質問ですが、皆さんは以下のことをどうやってお金にしますか？
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　それでは私が考える答えの一例を紹介していきます。





[image: ]筋トレが好き



　これは私の実体験でもありますが、筋トレが趣味であり、人よりも筋トレの知識がある場合は、これから筋トレをはじめる人にとって価値があると思えるものを提供することで収入になります。

　例えば、筋トレの知識を活かしてパーソナルトレーナーとして働く、筋トレのポイントをＹｏｕＴｕｂｅやブログで発信して広告収益を得るなどです。筋トレに関するニッチな情報を持っていればｎｏｔｅやＢｒａｉｎのような有料記事を売るサイトで有料記事を販売する。おすすめの筋トレグッズがあればそれを紹介して商品紹介手数料（アフィリエイト収入）を得るといった方法もあります。





[image: ]人と話したり、相談にのるのが好き（戻る＊）



　人と話すのが好きで、深刻な話でもしっかり受け止めてアドバイスができるということであれば、スキルを売るサイトの話し相手募集、悩み相談、恋愛相談のジャンルなどでそのスキルを売り出し、その日からでも仕事できます。

　最近ではココナラという自分のスキルを売るウェブサイトやアプリが出てきており、スキルを売りたい人と、買いたい人のマッチングが簡単にできるようになっているので気軽に副業をはじめられます。

　さらにＹｏｕＴｕｂｅでのライブ配信や、Ｐｏｃｏｃｈａ（ポコチャ）といったライブ配信アプリでそのスキルを紹介し、広告収益や投げ銭（自分にお金が入ってくるように課金をする制度）を稼ぐこともできます。まずはライブ配信アプリで気軽に話せることを知ってもらい、個別で話したい場合はココナラで別料金をもらって話すというのも手だと思います。





[image: ]海外での経験や、特殊な経験をしている



　人があまり訪れたことのないような国に行っている場合も、その国に初めて行く人が事前に情報収集しておきたい、エンタメとしてそのおもしろそうな経験について知りたいという場合には、価値のあるものとして販売することができます。

　ＹｏｕＴｕｂｅやブログでの広告収益、その国のおすすめのスポットを紹介した有料記事、外国に住んでいるのであれば、日本から来た人に向けて個人的にツアーを組んで収入を得るといった方法が挙げられます。

　ツアーを組むことに関しても現在ではＡｉｒｂｎｂのような民泊サイトを使えば簡単に自分だけのツアーを知ってもらい、販売することができます。




　さらに特殊な例で言えば、海外の雪山で遭難した経験や、海外でホームレスをした経験を話す代わりに食事を奢おごってもらう。さらに食事を奢られる中で仕入れた「飯を奢りに来た人のおもしろエピソード」を月額制の有料記事として販売している人もいます。

　私自身、東京で「先着１名で私に奢ることができます」という発信をＳＮＳでしたところ、奢りたいという人がコンスタントに現れたので、明日食べるごはんに困ることはないなということを実感しました。

　なおかつ、人に奢られるメリットは自分が普段触れられないような情報に触れることができ、横断的な知識を手に入れられる点でもいいなと感じたのです。私に会いに来るのはネットの有名人に会ってみたいとか、海外での詳しい話を聞きたいとか、ＳＮＳでの収益の伸ばし方を知りたいという人でした。

　そして、手に入る知識もニッチかつ有益なものが多かったので、この情報を販売するのも確かにできそうで、奢られ屋の可能性を感じました。





[image: ]絵を描くのが好き



　絵を描くことが好きであれば、「人と話したり、相談にのるのが好き」（＊）と同様に、ココナラでそのスキルを売り、収入を得ることができます。

　結婚式用の似顔絵の入ったウェルカムボード作製はつねに需要がありますし、ＳＮＳ用の漫画作成やアイコン作成は、ココナラでも売れ筋商品のひとつです。

　また、そういったスキル販売のかたわらで、自分がキャラクターやイラストを描く過程を「上手な絵の描き方を教える動画」としてＹｏｕＴｕｂｅなどで配信すれば宣伝や広告の代わりにもなり、人気が出れば広告収益も同時に手に入れることができるかもしれません。絵が主役であれば自分の顔を出す必要がなく、人知られず副業ができるのもメリットと言えます。

　また、リアルな世界では、個展やイベントで絵を売る、似顔絵を描いて売る、なども考えられると思います。





[image: ]人と会うことが苦ではない、ただ何もしたくない



　これはＴｗｉｔｔｅｒ上で「レンタルなんもしない人」が実践している方法ですが、少し変わった段階を経て収益化しています。

　ただ、この収益化の方法は私たちも真似できないものではなく、むしろ、これから安定した収入を得たり、自分の強みを収益化したりする上で知っておいて損はないので、これから紹介する内容を頭の片隅にでも置いておいてください。




「レンタルなんもしない人」は、「ごく簡単な受け答えと飲み食い以外なんもしない自分」を貸し出すものです。

　彼をレンタルする人は、ただ悩みを聞いてほしいとか、おもしろそうなことをしている人に会ってみたいとか、友達のキャンセルによってチケットが余ったから一緒にコンサートに行ってほしいといったさまざまな目的があります。

　当初彼は、これを無料でやっていたのですが、「あるもの」を一定量ためた後に、１回のレンタル料金を１万円に変え、それでも人が自分をレンタルする状況をつくることができています。

　この一定量ためた「あるもの」と「レンタルなんもしない人」の収益化方法の詳細は「新しい名前の土俵をつくる」（＊）と、「ほかの人の取り組み例」（＊）で詳しく紹介しています。
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みんなと同じことをやると負ける









　自分の強みを活かしても、みんなと同じことをやっていれば負けてしまいます。

　例えば筋トレが趣味で「筋トレＹｏｕＴｕｂｅｒとして筋トレの方法を解説しよう！」と思っても、筋トレ情報を発信している人がたくさんいれば、その人たちと戦う必要が出てきます。

　さらに、戦う人が多くなればなるほど、自分より実績があったり知識が豊富だったりする人が出てくるため、よっぽどのスキルがない限り「筋トレを教える」という土俵で勝ち残れる可能性は低くなります。




　この課題を解決するポイントは「戦う相手のいない、あるいは少ない場所で戦う」「常に誰と戦うのかを考えて自分の主戦場を決める」ことにあります。

　競合が多い場所であれば、その他大勢を蹴落として上位になる必要がありますが、競合がいない場所であれば、その場所を見つける、またはつくり出すだけで簡単に一人勝ちすることができます。すると、同じ努力をしたとしても、後者のほうがより多くのリターンを得ることができます。




　勝つことだけを目標とするのならば、出場者が１００人いる大会に出場するよりも、出場者が自分しかいない大会に出たほうが簡単に優勝できます。その考え方を、副業や情報発信、キャリア形成に応用していくのです。

　また、競合がいない場所で戦う戦略は、副業や情報発信に使えるだけでなく、会社員の方がキャリア形成について考える上でも参考になると思います。




　これから紹介する、人と戦わずに自分が一人勝ちするためのポイントは以下の５つです。





❶１位になれる土俵を見つける

❷土俵を細かく分ける

❸新しい名前の土俵をつくる

❹掛け算で新たな土俵をつくる

❺参入障壁を上げる



　それぞれ順に詳しく説明していきます。








戦わずに一人勝ちする戦略❶




１位になれる土俵を見つける






　戦わずに勝つための最も簡単なステップとして「自分が１位になれる場所を見つける」が挙げられます。

　例えば、私のようにパーソナルトレーナーをしている場合、トレーナーが５人いるジムで働くよりも、トレーナーが自分しかいないジムで働いたほうが、より多くの顧客を獲得することができます。そのジムに通うお客さんにとって自分が唯一のパーソナルトレーナーになることができるからです。

　最初のポイントでは、全人類の中で１位になる必要はなく、あるコミュニティにおいて、ある場所において、ある人にとって、自分が１位になれるものは何かと分析します。細かく分けていけば、何か必ずあるはずです。








戦わずに一人勝ちする戦略❷




土俵を細かく分ける






　では、仮に自分一人だけがトレーナーとして働いていたジムに別のトレーナーが入ってきた場合はどう対応するべきか考えます。

　自分は筋肉増量を専門に教えていて、新しく入ってきたトレーナーも同じく筋肉増量を専門に教えている。なおかつ自分よりもマッチョ。さらにコミュニケーション能力や、営業力も自分と大差がなかった場合はどうしたらいいでしょう。




　こういう場合の対処法のひとつは、土俵を細かく分けることです。

「筋肉増量」という土俵で一人勝ちできなくなったのであれば、トレーナーはトレーナーでも「ダイエット専門トレーナー」「美脚専門トレーナー」「高齢者専門のトレーナー」といったように、トレーナーの中のジャンルを細かく分ければ、自分が１位になれる土俵を新たにつくり出すことができます。




　私自身、筋トレ全般について解説する筋トレＹｏｕＴｕｂｅｒでは勝てないと判断したので、筋トレというジャンルの中でも「ボディビルダーのリアルな減量生活」に関する動画を出すようにしました。すると、当時は自分一人しかそうした情報を発信していなかったので、一気に再生回数や登録者数を増やすことができました。

　このような要領で「料理ジャンルならどう細かく分けることができるか」「旅ジャンルならどう細かく分けることができるか」「自分の強みだと思っているジャンルはどう細かく分けることができるか」について、自分なりに考えてみるといいと思います。

　ただし、ジャンルを細かくしすぎて、あまり需要のない土俵を選んでしまうと、そこから得られるメリットが少なくなってしまいます。ですから、きちんと需要のあるジャンル内で細かく分けることが重要です。








戦わずに一人勝ちする戦略❸




新しい名前の土俵をつくる（戻る＊）






　次の戦略は「呼び名を変えて、まったく新しいジャンルをつくる」です。

　例えば、心理学の分野でトップを狙おうとすれば、すでに心理学の土俵にいる人と戦う必要がありますが、心理学という土俵ではなく「メンタリスト」という新たな名前の土俵をつくり出すと、その土俵にいるのは自分一人になり、一人勝ちすることができます。




　ほかにも例を挙げると「必要最低限のものしか持たない部屋がきれいな人」ではなく「ミニマリスト」という土俵をつくってしまうのです。

「奢られて生計を立てるホームレス」ではなく「プロ奢ラレヤー」（取り組みは＊参照）。

「何もできないニート」ではなく「レンタルなんもしない人」。

「単に古民家を借りて筋トレをする人がいる場所」ではなく「筋トレ村」となります。




　呼び名を変えて、まったく新しいジャンルの土俵をつくるメリットは２つあり、１つは「○○と言えばこの人だよね」「あの〇〇の人か！」と簡単に自分が１位になれること。

「日本の歌手と言えばこの人」というと、パッと思いつく人がいないかもしれませんが、「奢られて生計を立てている人といえば、プロ奢ラレヤー」というように、すぐに「このジャンルといえばこの人」という地位をつくり出すことができます。




　もう１つのメリットは、いままで役に立たなかった自分の能力を活かせるようになることです。

　例えば、ごく簡単な受け答えと飲み食い以外できない人は、一般的に考えると無価値な人間かもしれませんが、「レンタルなんもしない人」と打ち出す。

　本人は変わらず何もしていないし、能力も上がっていないのでしょうが「変わった人に会ってみたい」「ただ悩みを聞いてほしい」「遊び相手になってほしい」という人が「レンタルなんもしない人」に価値を見出してくれます。

　このように従来にはない新たな名前の土俵をつくり出すと、無価値だったものでも強みに変換することができる場合があります。








戦わずに一人勝ちする戦略❹




掛け算で新たな土俵をつくる






「掛け算で新たな土俵をつくる」とは、経歴や所有スキルを積み重ねていくことで自らの希少性を高めることを言います。これは会社員のキャリア形成にも言えることです。

　例えば、あなたが会社経営者だとして、次の二人が営業職の採用試験に申し込んできた場合、どちらの人を選ぶでしょうか？

「大企業に勤める間に営業スキルを身につけ、その後はアメリカでの海外勤務で英会話スキルとビジネス経験を積み、帰国後は管理職を任され、部下を動かしながら仕事をすすめていくマネジメントスキルを身につけた人」

「一人目と同じレベルの営業スキルがある人」

　肩書だけを見ると、一人目のほうが圧倒的に優れた人間で、同じ給料で雇えるならば間違いなく一人目を選びたくなりませんか？

　このとき、あなたが一人目の人間を採用することにしたのは「営業スキル×英会話スキル×アメリカでのビジネス経験×経営者視点で考え、部下を動かすマネジメントスキル」[image: ]「営業スキル」という比較をして、圧倒的に前者のほうがさまざまに掛け合わせるものが多い、つまり希少価値が高いと判断したからではないでしょうか。

　この「掛け合わせるものをどれだけ持っているか」という視点が戦わずに勝つ、あるいはキャリア形成において自分の希少価値を高めるためのポイントになると思います。




「営業スキル」という人数の多い土俵で、１００万人に一人の存在になるのは至難の業ですが、１００人に一人が持つスキルや経験を３つ掛け合わせると、１００×１００×１００になり、１００万人に一人の存在に比較的簡単になることができます。

　１つの競争の激しい分野で頂点に立つには１万時間が必要と言われていますが、１００人に一人が持つスキルを手に入れるのにはそんな時間はかかりません。

　例えば、農業のスキルだけで食べていこうとすると、農作物はつくれても自分で売ることができません。一定の価格で買い取ってくれる農協などにしか出荷できず、いくら質のいい農作物をつくったとしても、収入が大きく増えることはないでしょう。

　しかし、農業のスキルに営業＆マーケティングスキルを掛け合わせると、料亭や自分のブログを見ている人など、別の売り先を自分で探し出すことができます。

　すると、自分の農作物をより高単価で売れるようになるため、農業のスキルしかなかったころよりも収入が増えます。質のいい農作物をつくれる農業のスキルが１００人に一人、営業＆マーケティングのスキルが１００人に一人のレベルだとしたら、この時点で１万人に一人の存在です。

　ここでさらにウェブデザインのスキルがあると、インターネットで顧客がより購入しやすいサイトを構築することができるようになり、顧客の数を増やしてインターネットからの購入率を大幅に高めることができるかもしれません。

　ウェブデザインのスキルが１００人に一人のものだとすると、農業×営業＆マーケティング×ウェブデザインの３つで１００万人に一人の存在ということになり、それに見合った収入を得られる可能性が高くなります。

　掛け合わせるものはスキルだけではありません。スキルのほかに「ポジション」「業種」「経験」「強み」があげられます。





[image: ]ポジション



　主任、課長、マネージャーなど働いていた場所での役職や、一部上場の大手企業など。


[image: ]業種



　トレーナー業界、エンジニア業界、不動産業界など、自分が働いていた業界のジャンル。複数の業界を知っていればいるほど希少価値は高くなります。


[image: ]経験



　世界一周旅行、豪華客船でトレーナーとして勤務、商社の社員としてアメリカに駐在など。


[image: ]強み



　読書量が人よりも多い、苦痛を感じずに文章を書くことができる、人とコミュニケーションをとることが得意、ポジティブ思考、コツコツ継続できる能力など。




　これらのスキル、ポジション、業種、経験、強みの要素を新たに取得したり、掛け合わせたりしていくことで、オリジナルの掛け算になり、さらに希少性を高めていくことができます。

　自分のキャリアを形成したり、希少価値を上げていきたいとき、いまやっていることで掛け合わせる要素が増えているのかどうかを確認しながら行なうといいでしょう。

　掛け合わせるものは、単純に仕事で役に立つだけでなく、できれば自分のやりたいこと、楽しめることから選ぶと、よりモチベーションを高く維持したまま「自分希少化ゲーム」に取り組むことができると思います。




　私を例に挙げるなら、日本だけでなく海外を転々としながら生活したいと思っているため、英会話スキルを身につけたほうが海外での生活を楽しむことができますし、いざとなったら日本語の講師として海外で仕事をすることもできるかもしれません。

　ほかにも、自分が悩みやすい性格であれば、カウンセラーの資格をとったり、認知行動療法や心理カウンセリングの知識を身につけておくと、自分の悩みを解決できるだけでなく、そのスキルを本業にしたり、仕事のときに補助的なスキルとして役立てることができるかもしれません。




　このように、掛け合わせるものを増やす場合は、❶スキル❷ポジション❸業種❹経験❺強みの中から、自分の興味のあること、自分がやりたいと思っている生活をする上で役に立つものを選んでいくといいでしょう。

　さらに掛け合わせる要素の中には、需要や人気のあるジャンルを最低１つ入れておいたほうが、「希少価値はあるけれど需要がない」という状態を防ぐことができます。




　また、より希少価値が高くなる掛け合わせを考える上では「人が組み合わせないものを掛け合わせること」が重要です。




　例えば、逆に組み合わせられがちな掛け合わせを挙げると、パーソナルトレーナー×理学療法士、整体師×理学療法士、営業×プレゼン、アフィリエイター×ブロガー、ブロガー×ＹｏｕＴｕｂｅｒといった、ジャンルが近い要素同士の組み合わせがあります。

　この誰でも思いつきやすい組み合わせは必然的に「その掛け合わせで戦っていこう」という競合の数が増えるため、成果の出にくい茨いばらの道を歩むことになってしまいます。

　そのジャンルについて誰にも負けない自信と情熱と実績があれば別ですが、なるべく人と戦わずに希少価値を高めるには、他人が通常組み合わせないもの同士を掛け合わせるほうがいいと私は思います。




　私の場合は、ＹｏｕＴｕｂｅで「26歳金なしセミリタイア」というタイトルの動画を挙げていますが、このタイトルに違和感はないでしょうか？

「26歳で金がないのはわかる。けど26歳でセミリタイア？　金がないのにセミリタイア？　どゆこと？」と思うはずです。まさにその意外性を狙っています。

　金融資産が数億円あるおじさんのセミリタイア生活もレアと言えばレアかもしれませんが、それよりも26歳かつ金融資産のほとんどない人間がセミリタイア生活をしているほうが目新しく（希少性が高く）興味を惹きませんか？

　この掛け合わせもあってか、「26歳金なしセミリタイア」のタイトルがついた動画は、私の以前の動画と比べ、３倍以上もの再生回数になりました。








戦わずに一人勝ちする戦略❺




参入障壁を上げる






　次の戦略は、真似されにくいように、それ自体が手に入りにくい希少なものを掛け合わせるようにすることです。

　これにまつわる私の失敗談があります。ＹｏｕＴｕｂｅの動画配信において「ボディビルダーの減量ルーティン」「ボディビルダーの一週間［増量期］」というタイトルで、ボディビルダーのための減量生活や増量生活を疑似体験できる動画を出したところ、再生回数や登録者を増やすことができました。

　しかし、ボディビルダー×ルーティンやボディビルダー×減量生活という掛け算の動画は、ほかのボディビルダーＹｏｕＴｕｂｅｒが真似しようと思えば簡単に真似できてしまう掛け算だったこともあり、数カ月もしないうちに自分よりおもしろい動画を出すボディビルダーが同じタイトルのコンテンツを出し、私の動画の優位性は一気に崩れて再生回数が頭打ちになってしまいました。

　この体験をもとに新たに出したコンテンツの掛け算が「26歳×金なし×セミリタイア」「セミリタイア×山奥の古民家」「筋トレ×村づくり」でした。

「村づくり」「古民家生活」「セミリタイア」は、掛け合わせ要素の中でも、ＹｏｕＴｕｂｅのためだけにやる、というのはなかなか難しいため、いまのところ真似されずに「古民家で金なしセミリタイア生活をしているのはパクチーだよね」「筋トレ村をつくっているのはパクチーだよね」という優位性を保つことができています。




　ここで注意が必要なのは、古民家生活や村づくりは私が前々からしたいと思っていたことのひとつであり、仕事やＹｏｕＴｕｂｅのためだけに行なったことではないということです。

　私は古民家に引っ越す前からリモートワークだったため、仕事を変える必要がありませんでしたし、経済的にはＹｏｕＴｕｂｅがなくても生計を立てられる状態でした。

　つまり、やりたいことの中から副業につながることを実践していけば、仮にそれが収入につながらなかったとしても、自分のやりたいことは達成することができているので不満がたまりません。




　真似されにくくするということに話を戻すと「古民家×セミリタイア生活」「筋トレ×村づくり」というのは、がんばれば真似できる掛け合わせです。

　ですから私が次に打つべき施策は、私がやりたいと思っていたことの中のひとつである「海外移住」を掛け合わせ、「金なし×セミリタイア生活×海外移住生活」です。より具体的にするなら、「金なし×セミリタイア×トルコ、エジプト、ギリシャ、アルバニア、メキシコ、コロンビア、ペルー、ブラジル」などの土俵を押さえることだと考えています。

　この掛け合わせで「月15万円ほどの収入があれば、この国でこんな暮らしをすることができるよ、実際の生活はこんな感じだよ」とそれぞれの国で紹介していけば、これを実践している人はおそらくまだいないので、より参入障壁は高くなり、真似されにくくなります。また、なるべく大金をかけずに海外移住や海外でセミリタイア生活をしたい人にとっても需要があるでしょう。




　では、自分の希少価値を上げていく上で、私がどのようなステップを踏んで、どのような強みやスキルを身につけたのかを考えてみます。

　私自身、脱サラをして、いきなり人里離れた古民家に住んでいれば、生活を維持できずに、すぐにアルバイト生活か会社員として働き直すことになっていたはずです。

　しかし、私がそうならなかったのは「脱サラをしてからトレーナーのスキルを身につける」→「営業スキルを身につけながらフリーランスのトレーナーとして働く」→「トレーナーとして働いている間にＴｗｉｔｔｅｒやＹｏｕＴｕｂｅでフォロワーを増やし、発信力をつける」→「トレーナーをやめたあとにトレーナーのスキル＆発信力を活かしてネット収入を得る」→「どこでも収入を得られるようになったので古民家で暮らす」というステップを２～３年かけて歩んできたからです。

　ですから、自分がいま持っているものは何かを把握し、次のステップを踏むために必要なアイテムを手に入れてから次に進んできました。

　アイテムを少しずつ手に入れ、着実にレベルアップすることで、当初は手に入らないと思っていた理想的な生活に近づくことができます。

　何も強みがないという人でも、時間は持っているはずですので、「その時間を使って自分の興味のある分野のスキルを習得する」→「そのスキルで生活できるようになったら、そのスキルをネットからマネタイズ（収益化）できないか考える」→「ネットで生活できるようになったら住みたい場所で暮らす」→「新たな経験をマネタイズできないか考える」というように、少しずつステップを踏むといいでしょう。

　面倒くさい自己投資やスキルアップも、次のステージに行くために必要なアイテムであり、これは自由の幅を増やすゲームだと考えると楽しく行なえます。




　どんな掛け合わせがいいのかを考えてみる前に、まずは自分がどんな掛け合わせの素材を持っているのかを紙に書き出してみるのも効果的です。そのほうが自分オリジナルの掛け合わせを思い浮かべやすくなります。

　スキル、ポジション、業種、経験、強みをひと通り書き出してみるといいでしょう。私の場合は以下の通りです。








　古民家生活、山奥生活、フリーランス、パーソナルトレーナー、苦痛を感じずに読書ができる、文章を書くのが嫌いではない、孤独に強い、脱サラ、アメリカ・韓国・タイ・インド・ドイツ・台湾・トルコ・エジプト・ギリシャ・アルバニア・スペイン・メキシコ・コロンビア・ペルー・ブラジルへの旅行経験、ＹｏｕＴｕｂｅｒ、ブロガー、不動産、セミリタイア生活、韓国籍、カウンセリング＆コーチングスキル、新しいスキルを学ぶための時間が十分にある、汚い所でも生活できる、環境の変化に強い、ボディビルダー、村づくり、インフルエンサー、シェアハウス運営、営業、マーケティング、食べ歩き、ミスター早稲田、早稲田大学卒、福岡県、北九州市、リモートワーカー、地方移住、海外移住、ＦＩＲＥ（早期リタイア）、英語が読める













お金以外の価値を稼ぐ









　自分のレア度を上げることで報酬（＝収入）が得られやすくなりますが、ここでいう報酬はお金に限りません。

　お金とは、生きていく上で必要なものであることは当然ですが、お金と同様に価値のあるものも存在します。

　そして自分が一般的な仕事やビジネスでお金を得るより、お金以外の価値のあるものを集めることが得意だとしたら、それで生きていけるかもしれません。

　つまり、お金と同様に価値のあるものを知っているかそうでないかで、自分の人生が豊かになるかどうかも決まっていきます。




　お金以外の価値を稼ぐ方法を知っておいたほうがいい理由は、旧来の働き方ではお金を集めることが不得意だった人でも、お金以外の価値を先に稼ぐことによって、お金を集められるようになるからです。

　例えば、いままでは営業ができない、デスクワークをうまくこなすことができない、朝起きられない人が一般企業に勤めると「使えないやつ」として最低賃金になるか、もしくは給料が上がらないまま、仕事を続けるしかありませんでした。

　しかし、現在ではお金以外の価値を稼ぐ能力があれば、ＹｏｕＴｕｂｅやＳＮＳ、クラウドファンディングなどで自分が持っている価値をお金に変換することが可能になり、普通の会社員と同等、またはそれ以上のお金を稼ぐことが可能になっています。

　もちろん、普通に会社員として働いている人であっても、お金以外の価値を稼ぐ能力があり、その方法を知っていれば、同様に自分の生活を豊かにすることができます。




　お金以外の価値あるものを考える前に、なぜお金は価値があるのか、改めて考えてみます。

　お金には、


・価値の測定が可能

・価値の保存が可能

・さまざまなものとの交換が可能



という３つの特徴があります。経済活動を行なう上で便利だったため、人はお金を使うようになったのですが、これら３つの特徴を併せ持つことで、お金は誰もが欲しがるような価値のあるものになりました。




　インターネットの発達した社会では、お金以外にもこの３つの特徴を持つものが現れたのです。


❶スキルや経験

❷共感や好感

❸信頼や人脈



　などといったものです。








❶スキルや経験



　スキルや経験は企業が募集する人材の採用条件の「給与」という数字で価値の測定が可能です。

　また、価値の保存に関しても、スキルや経験は一瞬で価値のないものになることはありません。さらにスキルや経験はお金を媒介せずに収益化することも可能で、そのスキルや経験に価値を感じている人から自分が欲しい物品をもらうことができます。





❷共感や好感



　誰かに共感されている、誰かに好感をもたれているということは、お金と同様の価値を持つようになってきています。

　インターネットの普及によりブログやＳＮＳを誰もが使うようになった現在では、誰かに共感されている、好感をもたれていることはブログのアクセス数やＳＮＳのフォロワー数、「いいね！」数で測定することが可能になりました。

　また、価値の保存性についても、一度自分をフォローしてくれた人全員が１カ月後にフォローを外す可能性、フォロワーの何割もが消えている可能性は低いため、フォロワー数を見れば、その価値を確認することができます。

　さらに、さまざまなものと交換可能という点については、以下のような手段があります。


・自分がある商品をおすすめすれば、自分のことを応援したいと思っている人は、その商品を買い、自分には商品紹介手数料（アフィリエイト収入）が入る

・ＹｏｕＴｕｂｅやＴｉｋＴｏｋなどでライブ配信をすると、自分に好感を寄せている人が投げ銭で応援してくれる

・Ａｍａｚｏｎで購入することができるものの中から、誕生日に欲しいと思うものを「ほしい物リスト」に入れて共有しておくと、自分に対して共感し、好感を抱いている人が誕生日プレゼントとしてその商品を代わりに買ってくれる

・普段なかなか関わることがないような経営者、フリーランサー、有名人であっても、その人たちがＳＮＳやブログを通して自分に対して共感や好感を持ってくれれば、その人たちとインターネット上でつながりを持つことができる

・友達や応援している人に対して差し入れをする







❸信頼や人脈



　信頼や人脈のようなつながりとしての社会的な価値は、共感や好感といった内面的な価値と同様にフォロワー数で価値を測定したり、価値を保存したりすることが可能になっています。

　例えば、忖そん度たくなく本当にいい商品だけを紹介し、感想をＳＮＳで発信することで、フォロワーがその人を「本当にいいものだけを紹介する人」だと信頼し、自分経由で商品を買ってくれるようになり、アフィリエイト収入を得るようになる、などです。

　また、ある計画を行なう上で必要なお金を主催者が募るクラウドファンディングも信用をお金に変える手段と言えます。

　結婚式や葬式ではご祝儀やお香典をもらいますが、それも一種のクラウドファンディングのようなものかもしれません。

　私自身、「インド旅行に行きたい」という理由でクラウドファンディングをしたことがあります。そのとき、必要資金の９割以上を出してくれた支援者がいました。その人は「パクチー（大原）は意外と世渡り上手っぽいし、いまここでお金を出してつながっておくと、後々コスパがいいだろうと思ったから」と言ってくれました。

　もちろん、ネットを介さなくても「こいつはめちゃくちゃ勉強できるやつで、将来は大物になるに違いない」と周りの人々が思ってくれれば、お金がない自分の代わりに周りの人たちが学費を出してくれることもあります。ちなみにこれを実際にやってのけたのが野口英世だそうです。




　このように信頼はお金に変換することができます。

　ただし、この信頼は当然ながら有言実行しなかったり、期待を裏切ったりすると失ってしまうので注意が必要です。




　人脈についても紹介しておくと、最近ではフォロワー数が増えれば増えるほど、インフルエンサーとしてインフルエンス力（影響力）のある人と見なされるようになってきています。

　共感や好感、信頼を抱いているフォロワーが数万～数十万人もいるインフルエンサーがある商品を紹介すれば、その商品は売れ、販売している企業に与える経済的な影響は大きくなります。

　ですから、最近ではインフルエンス力の重要性を理解した企業が、フォロワー数の多いインフルエンサーに「企業案件」を依頼するようになっているようです。

　また、まだ数は少ないですが「ＳＮＳでお店の宣伝をしてくれれば、フォロワー数に応じて飲食料や散髪料を割引しますよ」という、その人の持つ人脈に応じた「フォロワー割」制度も出てきており、お金と同様とまではいきませんが、人脈も何かと交換しやすい環境になってきているようです。








スキル・経験の稼ぎ方









　実用性としての価値、内面的な価値、社会的な価値の重要性を理解したら、次にそれぞれの価値をどのようにためていけばいいのかを考えていきます。




　実用性としてのスキルや経験をためる場合、仮にエンジニアになりたいのであれば、独学で学ぶ、あるいは技術系の会社に就職し、そのなかでエンジニアのスキルや実務経験を積むことができます。

　ほかには、副業または本業として自分が興味のあることについて詳しくなり、それを他者に提供できるレベルまで引き上げると、ひとつのスキルとして自分の価値になります。

　例えば、筋トレについて詳しいなら、筋トレを人に教え、自分が教えた人の大半が目標を達成できるようになれば、トレーナーとしてのスキルが身についたと言えます。




　加えて、人が経験したことのないような希少な経験であれば実用性としての価値は高いと言えます。

　例えば、アフリカの奥地で生活した話、海外でホームレスをした話、海外の女性と交際するまでの話といった普通の日本人があまり経験することのないような話には「それを聞きたい」という需要があるため、それをＹｏｕＴｕｂｅやｎｏｔｅなどの有料記事で提供すれば収入源になり得ます。








共感・好感の稼ぎ方









　共感や好感についてのため方には２つあります。




　１つ目が対話をすることです。

　普段、私たちが共感や好感を抱く身近な相手は家族や友人で、テレビに映る有名人に憧れることはあっても、なかなか共感や好感を抱くことはありません。それは家族や友人のような関わり方、つまり対話をしていないからだと思うのです。

　もしこの有名人たちに実際に会うことができて、なおかつ会話することができたとしたら、その有名人に対する思い入れがより強くなるはずです。

　そこを理解していたのがアイドルグループのＡＫＢ48で、「会いに行けるアイドル」としてファンとの握手会を積極的に設けることで、ファンとのつながりをより強固なものとしていました。

　またＡＫＢ48のような大物アイドルでなくとも、ＴｉｋＴｏｋ、17ＬＩＶＥ、Ｐｏｃｏｃｈａのようなライブ配信アプリの発達によって、ファンと対話して共感や好感を集め、その中で自分がおすすめする商品を紹介し、そこからアフィリエイト収入を得る、または投げ銭をもらう、といった収益化の方法もあります。




　２つ目は成長するストーリーを見せることです。

「ＮＡＲＵＴＯ」のナルトや「ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ」のルフィといった漫画の主人公がいますが、仮に彼らが「俺は火影になる！」とか「海賊王に俺はなる！」と宣言し、難なく目標を達成した場合はその主人公に共感や好感を抱けるでしょうか？

　おそらく「つまんなっ！」と言って漫画をゴミ箱に投げ捨てるはずです。

　私たちが漫画の主人公に共感や好感を抱き、その漫画に夢中になってしまうのは、主人公が目標を達成する過程で、「その目標が達成できないのではないか」と読者と同じように不安になったり、途中で挫折してしまったりする弱さを見せているからだと思います。




　この「人を夢中にさせる物語のつくり方」には法則があり、これを「ヒーローズジャーニー」というそうです。

　ヒーローズジャーニーは「日常生活で突とっ飛ぴな出来事によりある使命を負う」→「その使命を受け入れられずに戸惑う」→「メンター（よき指導者）に出会い、励まされる中で冒険への一歩を踏み出す」→「ヒーローが試練や仲間に出会う」→「一瞬死んだように思えてしまうほどの最大の試練に耐える」→「報酬を手にする」→「帰路につく」という流れで物語をつくっていきます。

　この物語の法則に従って、主人公が目標を達成していく姿を見せると、共感や好感を抱かれるようになるそうです。

　これを利用したわかりやすい例でいえば、これまたＡＫＢ48です。

　ＡＫＢ48のメンバーは48人ではなく80人以上いるため、テレビに出演する場合や、歌のＰＶで踊る場合などは、その出演者を基本的に「運営」と呼ばれる上層部の人たちが決めるそうですが、ファンたちの力によって応援しているメンバーにチャンスをつかむきっかけを与えることができるイベントがあるのです。

　そのイベントが、有名な「ＡＫＢ48選抜総選挙」です。

　ＡＫＢ48に所属するメンバーが選抜総選挙で上位になるために、がんばったり、上手くいかなかったりする成長過程をファンに見せることで、結果としてファンからの共感や好感を稼いでいます。

　ファンとしても、もはや他人事ではなく、推しのアイドルを勝たせるために総選挙の投票権つきのＣＤを一人一枚以上、人によっては１０００枚も購入したりします。

　これは単純にＡＫＢ48のメンバーが魅力的だったからだけではなく、メンバー一人一人の成長するストーリーを見せたこと、ファンとの直接的な交流をしたことによって、熱狂的なファンをつくることができたと言えると思います。




　私たちのような一般人が成長するストーリーを見せる場合も、何者かになってから情報発信をするのではなく、何者でもない状態からある目標を掲げ、その目標を達成していくまでのストーリーも含めて情報発信すると、単にその情報が欲しい人が集まるだけではなく、その中から自分を応援してくれる人が生まれやすいと思います。

　そこに、クラウドファンディングやライブ配信での投げ銭機能、アフィリエイトを利用することで、共感や好感をお金に変換することができるかもしれません。








信頼・人脈の稼ぎ方









　信頼の稼ぎ方ですが、これは料理の試食をイメージするとわかりやすいと思います。

　日本人には馴な染じみのない、パスタや豆などを混ぜてつくる「コシャリ」というエジプト料理があります。仮にこのコシャリを日本で流行らせようとした場合を考えてみます。

　大半の日本人にとってはコシャリがそもそもおいしいのかどうかわからない。つまりコシャリに対する信頼がない状態です。すると、大半の人はお金を出してまずいものを買ってしまうかもしれないリスクを嫌って、コシャリを買おうとはしないと思います。

　しかし、無料で試食をしてもらって、「めっちゃうまいやん、コシャリ。エジプトを感じる」と実感してもらい、信頼を得てから商品を買うかどうかを判断してもらうと、おいしいのかどうかわからない状態で販売するよりも、売れる確率が高くなります。




　つまり、信頼をためるには、まずは信頼してもらうための情報を与えることが重要です。例えば、私のキャリアであれば、以下のようなことが考えられます。


・パーソナルトレーナーとして活動する場合、初回のパーソナルトレーニングは無料もしくは無料に等しい値段にして、まずはよさを実感してもらう

・ダイエットに関する有料の記事を売りたい場合、まずはＳＮＳでダイエットに役立つ情報を無料で何回か発信して「ダイエットに詳しい人」「ほかの発信者よりも優れている指導者」という信頼を勝ち得てから、よりニッチな情報を有料記事で販売する

・商品紹介をすることによってアフィリエイト収入を手に入れたい場合、まずは忖度のない正直な商品のレビューを発信して「この人は正直なことを言う」という信頼を得て、それから商品紹介をする






　逆に信頼を得る上でやってはいけないのが、ウソをつくことです。インフルエンサーと呼ばれる人の中には、そもそも自分が使っていないもの、おすすめしたいと思わないものを企業からお金をもらって宣伝している人がいます。

　はじめは紹介した商品を買ってもらえるかもしれませんが、一度「この人がすすめる商品はいいものではない」と判断されて信頼をなくすと、その後は紹介した商品を買ってもらえなくなってしまいます。ですので、信頼を得るだけでなく、せっかく得た信頼を失わないことにも注意する必要があります。




　次に、人脈のため方についてですが、クチコミや人からの紹介、人に直接会って宣伝すること以外にも、ＳＮＳで発信することで人とつながりやすくなります。

　自分がどんなスキルを持っていて、どんな実績があり、どんなことを考えて、どんなことをしているのかを具体的にＳＮＳで発信することで、自分の存在をアピールし、自分に興味を持ってくれる人を増やしていくのです。

　また、スゴイ人とつながれば、自分も手っ取り早くスゴくなれると思ってしまいがちですが、スゴイ人は基本的にこれからスゴくなるであろう人や、すでにスゴくなっている人としか関わってくれません。

　相手の立場になって考えてみるとわかりますが「お金をクレ、知識をクレ、時間をクレ」と言ってくるクレクレ人間とは付き合わずに、お互いにメリットをもたらすような人とだけ付き合うはず。

　ですので、自分がまず「何かしらの成果」を出す必要があります。

　ある程度の成果を出したあとであれば、自分から声をかけてもいいでしょうし、逆にスゴイ人のほうから声をかけてくれるかもしれません。




　ここで言う「何かしらの成果」とは、先ほど説明した希少な体験や実用性の高いスキルを身につける、好意や共感をためる、何かしらの実績を見せて信頼をためるというような、人脈と交換する何かをつくることです。そうすることでそれに見合った人脈をつくることができます。




　人から注目されている、目立っているというのも、お金に換えられるひとつの価値ではあるのですが、単に注目だけを集めようとするのはやめておいたほうがいいです。

　ＹｏｕＴｕｂｅで目立てばお金が稼げるからと「炎上系ＹｏｕＴｕｂｅｒ」になった場合、一時的に再生数が増え、稼げるかもしれませんが、その人に共感や好感を抱く人は少なく、目立つことをやめてしまえば注目という価値は一瞬で消えてしまいます。つまり注目の価値は、保存性が低いのです。

　また、目立つことをし続けようとすると、どんどん過激なことをやらざるをえない状況になってしまいます。スーパーで会計前の食品を食べたり、会計前のコンビニのおでんを指でツンツンすれば単なる迷惑者、犯罪者になってしまいます。これはリアルな世界でも同様で、奇声やバイクなどで騒音を発して目立っている人は一瞬注目されるだけで終わってしまい、あとには何も残りません。

　ですので、お金以外に稼ぐべきは単なる注目でなく、実用性としての価値、内面的な価値、社会的な価値にするべきだと思います。








お金以外の価値のデメリットとメリット









　次に、スキルや経験、共感や好意、信頼や人脈など、お金以外の価値をためるデメリットを確認していきます。

　それは、すぐにはお金に換えられない、しかも一定量まで価値を高めてからでないとお金やほかのものと交換できないことです。

　筋トレスキルを例に挙げるとわかりやすいですが、３日前にトレーナーになるための勉強をはじめたばかりでスキルが十分に身についていない人が、スキルが十分に身についたトレーナーと同じ給料をもらうことはできません。

　また、ほとんどの企業では、大卒と高卒で初任給が異なりますが、大学２年で中退しても大卒としての給料をもらうことはできません。

　価値をためている期間を意味のない時間と捉えて発信活動や副業を諦めてしまう人がいますが、次に紹介するお金以外の価値をためるメリットを理解しておくと、価値をためている期間は力を蓄えている必要な期間なんだと認識でき、その期間も待っていられるようになります。




　お金以外の価値をためるメリットは以下の２つです。


❶交換できる価値の量が多くなる

❷資産として残り、何度でもお金に換えられる






　まず❶の「交換できる価値の量が多くなる」についてですが、例えば時給１０００円のアルバイトをし続けた場合、時給が上がったとしてもせいぜい１５００円くらいまでです。

　しかし、トレーナーのスキルを身につければ、時給は１５００～２０００円、さらに営業のスキルを身につけて自分でお客さんを得られるようになれば、時給は６０００～８０００円にまで跳ね上がります。

　確かにいますぐにお金が必要であれば、いまある時間を使ってアルバイトをしたほうがよいのですが、そうでなければ今後の時給を上げるため、自分の価値を上げるための時間に使ったほうが、結果として大きなメリットを得ることができます。




　次に❷の「資産として残り、何度でもお金に換えられる」については言葉の通りで、仮に一度トレーナーとしてのスキルを身につけてしまえば、そのスキルは自分にずっと残り続けるため、トレーナーになる前の時給１０００円に下がることはなく、それ以上になっていきます。

　こう考えると、先に時給１０００円でお金をもらった人より、半年間お金をもらえない期間をつくってでも自分の価値を高め、時給８０００円にしてから働きはじめたほうが、生涯年収は圧倒的に高くなります。




　このようなお金以外の価値を稼ぐ２つのメリットを理解すると「価値をためている期間は、単に給料後払いの仕事をしているだけ。後払いの仕事をしたほうがより多くの給料をもらえるから、コスパのいいことをしているんだ」と考えられるようになります。

　このように説明すると、セミリタイアをして目先のラクを選んでいる人よりも、「会社員として苦労して働いている人間のほうが結果としてラクができるはずだ！」と考えてしまうかもしれません。

　確かに会社員として働く間に、市場価値の高いスキルや、転職しても使えるような実務経験を身につけ、さらには会社から帰ったあとも副業をして過ごしている人であれば、そうだと言えます。

　しかし、誰にでもできる仕事をしてスキルや経験がたまらないのであれば、先ほど例に挙げた時給１０００円のアルバイトと同じことになってしまいます。

　逆にセミリタイアをしている中でも、自分の趣味や興味のあることに取り組み、スキルや希少な体験を得ることができれば、自分の価値は高まり続けると思います。








やりたいことをやる中でお金以外の価値を稼ぐ









「先に苦労する」とか「スキルや経験といった価値をためる」と言うと、なんだか大変なことに感じるかもしれませんが、自分の趣味や興味のあることに取り組めば、苦痛がないままその価値を手にすることもできます。

　言ってしまえば、仕事と遊びを同じにしてしまうのです。




　例えば、海外に興味のある人が脱サラ＆セミリタイアをして、世界一周の旅をはじめたら、その時点で希少な体験を獲得できています。

　また、旅のついでに自分のブログやＳＮＳで、会社員をやめるに至った経緯や海外に行く理由を紹介すると、自分の考えに対して共感や好感を獲得できるかもしれません。

　さらに、海外旅行をする中で新たに知ったことや、自分と同様に海外に行きたい人に役立つような海外生活情報を発信すれば「海外（○○の国）に詳しい人」という信頼を手にすることができますし、同じく海外経験のある人や自分の行ったことのある国に行ってみたい、そのことについて知りたいと思っている人との人脈も手にすることができます。




　さらに別の例を挙げるなら、釣りに興味がある人ならば、自分の人生の中での釣りの存在についてブログやＳＮＳで発信して、共感や好感をためることができます。

　釣りに打ち込む中で新たに知ったことや、釣り初心者に向けた釣り情報を発信することで「○○ジャンルの釣りに詳しい人」という信頼を得ることもできます。さらに、自分と同じように釣りに興味のある人や、これから釣りについて学びたい、釣り情報を教えてほしいという人とつながることもできます。




　ここでＳＮＳでの発信をコンスタントに続ける上でのコツをひとつ紹介します。ブログや発信活動は面倒くさいと思うかもしれませんが、ゲーム感覚でやってみるのがおすすめです。

「この作業は、釣り生活というロールプレイングゲームをより長く楽しむために必要なクエスト（探検、探求）なんだ。クエストがうまくいけば、さらに海外や国内を旅行しながらの釣り生活という次のステージに行けるかもしれない！」と、面倒くさいと思ってしまいがちなことをゲームでのレベル上げや、クエストに見立てて取り組むと、比較的楽しく発信できます。

　私自身も「パクチー大原のセミリタイア生活」をひとつのゲームのように捉えています。




　このように自分がやりたいことをやりつつ、実用的な価値、内面的な価値、社会的な価値をためていくために、「自分がやりたいことは何か」「自分の強みは何か」「自分だけがつくれるジャンルは何か」「どうやって実用的、内面的、社会的な価値をためるか」「そのあとにどうやってマネタイズするか」を意識しながら取り組むと挫折しにくく、結果を出しやすくなると思います。

　私のクエストをまとめてみましたので、参考にしてみてください。

　また、これまで登場した人たちも含め、共感や好感、信頼や人脈を稼ぐ方法で成功した人たちを私なりに分析しました。そちらも紹介して、この章を終えたいと思います。
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ほかの人の取り組み例



（戻る＊）




[image: ]レンタルなんもしない人


取り組み



「無料で自分を貸し出す」という、誰もやっていなかった新しいサービスをまず開始。無料なのでリスクがなく、おもしろい人に会ってみたい、試しにレンタルしてみたい人が彼をレンタルしはじめる。次に「レンタルなんもしない人」は自分が貸し出されたときのおもしろい話、または変わったエピソードをＴｗｉｔｔｅｒで紹介することで、おもしろいことをやっている人に興味がある、変わった話を聞きたい人が、そのＴｗｉｔｔｅｒアカウントをフォローするようになった。


取り組みの結果



　発信を続けた結果、フォロワーは10万人になる。「10万人が注目しているおもしろいことをやっている人」という信頼がたまり、ドラマ化や書籍化が決定（原作料や印税が入る）。それがまたひとつの信頼となり、「レンタルなんもしない人」をレンタルしてみたいという人が一層増える。

　その後、彼は自分をレンタルする価格を無料から１万円にしたが、フォロワー10万人やドラマ化、書籍化によってそれだけの価値がある人であろうという信頼がたまっているので、１万円でもレンタルする人が出てきた。
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取り組み



「プロ奢ラレヤー」の中島太一さんは、海外でのホームレス経験や雪山で遭難した経験を話す代わりに食事を奢ってもらったり、宿を貸してもらったりする活動をはじめた。さらに自分の話だけでなく、奢ってくれた人から聞いたおもしろい話を紹介し、自分のコンテンツとしてたまっていった。

　奢られる活動と並行して、プロの奢られ屋「プロ奢ラレヤー」としてＴｗｉｔｔｅｒでの発信をはじめ、自分のようにラクして生きる方法、過去に奢ってくれた人たちが話した希少な話を発信するようになる。すると、プロ奢ラレヤーをおもしろいと思った人が彼に食事を奢りたいと依頼をしたり、彼のＴｗｉｔｔｅｒをフォローしたりするようになった。


取り組みの結果



　フォロワー数が数万人にまで増え、おもしろいことをやっているという信頼がたまり、テレビなどへの出演や書籍化が決定。それがまたひとつの信頼となり、自分にも食事を奢らせてほしいという人、彼の希少な「奢られ話」を聞きたい人が彼のＴｗｉｔｔｅｒをフォローする、という循環ができるようになっていった。

　自分のコンテンツになる希少な体験をしている人は無料、それ以外の人は一回奢るのにさらに追加料金が必要なシステムにしたり、自分が聞いてきた「奢られ話」を有料の月額マガジンとして販売することで、奢られる食事だけでなく、現金も手に入れるようになっていった。本人のＳＮＳでの発信によれば、月額マガジンだけでも年収１０００万円の売り上げになっているそう。
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取り組み



　日本で珍しかったミニマリストというポジションを取り、その考え方や実践方法、ミニマリズムを取り入れたことによる生活の変化をブログやＴｗｉｔｔｅｒで発信。


取り組みの結果



　ミニマリズムの考えに共感する人が増えた結果、ブログのＰＶ数が１００万以上を達成。１００万人以上の人が注目しているコンテンツであるという信頼がたまったことで書籍化やテレビ出演が決定。そこからさらにミニマリズムに興味を持つ人が増え、さらに自分のブログやＴｗｉｔｔｅｒの閲覧数が増える好循環が完成する。

　ブログでのアフィリエイト収入がさらに上がったり、ミニマリストのためのよりシンプルな着こなしができる洋服やエコバッグを販売するようになったりすることで、大きく収益化できるようになっていった。
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取り組み



　電通でコピーライターとして成果を残したあと、ハーバード大学で建築を学び、起業。コピーライター×建築家というほかにはない希少なポジションを取り、書籍を出す。


取り組みの結果



　書籍を出すという発信活動をすることで、信頼と認知を得る。それにより、有名なビジネスメディアへの出演が決定。さらに認知度と信頼が高まり、１回50万円ほどの企業での講演会の依頼が入ってくるようになる。建築家としても多くの依頼が入るようになったそう。
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取り組み



　ＳＮＳで筋トレ村をつくると発言し、実際に島根県の古民家に移住。村での生活と並行して、大した金がなくてもやりたい生活を送っている様子をＹｏｕＴｕｂｅで発信し、ブログでもその生活をするに至った経緯を発信。さらに、書籍化が決まっていない段階で書籍の原稿を完成させ、出版したい意思をブログやＴｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍで示しておくことで出版社の人に声をかけてもらいやすい状況をつくった。村での生活を半年間続けたあとの海外での生活も、「ここの国だと月８万円くらいで、これくらい快適に過ごせるよ」という様子をＹｏｕＴｕｂｅ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍで発信。


取り組みの結果



　村での様子を撮ったＹｏｕＴｕｂｅの動画ではコンスタントに10万～15万再生されるようになり、ＹｏｕＴｕｂｅの登録者も半年間で１・６万人から５万人に。海外での動画もコンスタントに８万～12万回再生されるようになり、４カ月の海外旅行を終えたころにはＹｏｕＴｕｂｅの登録者数は８・２万人、Ｔｗｉｔｔｅｒのフォロワーは２・２万人に。出版が決まり、別の媒体からも多数の取材依頼が来るようになった。
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将来のこと、結婚とか子どもとか









　ここまで本書を読んでくださった方は、私にこう聞いてみたくなるかもしれません。

「結婚とかどう考えているの？」

「子どもは持たないことにしているの？」

　現時点では結婚したいとか、子どもが欲しいという気はないのですが、しないと決めているわけでもありません。これから心変わりするかもしれないので、そうなったときに対応できるだけの経済的な能力は高めていく予定です。

　私が幸せに暮らしていくために必要最低限のお金は月に８万円なので、８万円を超える収入があれば、それを貯蓄やスキル、経験、知識を得るための自己投資に回すことができます。

　つまり、歳をとればとるほど、貯蓄やお金に換金可能な人脈や広告手段としてのフォロワー、経験やスキルもたまっていく予定です。また、経験をそのままストック型の収益源にできるＹｏｕＴｕｂｅ動画や有料ブログ、といったものも続けていきます。

　最悪、老後に残る資産がなくとも、月８万円あればいいので、適当にアルバイトでもしながら生きていくつもりです。病気になり、お金がないせいで高度な医療を受けることができなくても、潔く受け入れようとも思っています。ただし、日本には高額療養費制度（一定額以上の医療費を支払った場合に、その分が支給される制度）もあるので、年収が少なくても一般的な治療は受けることができます。




「歳とったときに、いまの生活が続けられるのか？」という質問もよくもらいます。答えとしては「もちろんできない」です。

　歳をとると体力的に海外に行けなくなったり、田舎の古民家に住めなくなったり、そもそも住みたくなくなるかもしれません。

　また、ＹｏｕＴｕｂｅだけでなく、ほかの収入源になっている仕事も、私が60歳になったころにはなくなっているかもしれません。

　ですから何かしら変わっていくことを前提に、自分の生活スタイルや、仕事の内容を１つのものに固執せず、柔軟に変化させられるような体制を取っておくことが必要だと思っています。これは私だけでなく皆さんも同じはずではないでしょうか。

　学歴を得るのも一流企業に入るのも、楽しく生活するための手段だと思うのですが、この学校でないと、この会社で働かないと楽しく生きていけないと思っていると、その手段が自分に合わなかったときに苦しい思いをしてしまいます。

　手段が一択しかないと思っているのは思い込みであって、違う部署に移ったり、転職したり、フリーランスになったりと、他にも幸福に生きるためのさまざまな手段があるはずです。

　ですから自分には１つの選択肢しかなく、そこからドロップアウトしてはならないと思うよりも、ドロップアウトしても別の選択肢を見つければいい、と思えるくらいの余裕と行動力を持っておいたほうが楽しく生きられると思います。








孤独との付き合い方









　古民家に一人で２カ月ほど暮らしたり、海外を一人で数カ月動き回るというと、「孤独に強い」ということになるらしいのですが、これが平気なのは、もともと私が内向的な人間だからだと思います。

　身近な例で言うと、大学でぼっち飯をしても平気な人、むしろぼっち飯を好む人間がいますよね。それが私です。




　デイヴィッド・Ｊ・リンデン著『快感回路　なぜ気持ちいいのか　なぜやめられないのか』（河出書房新社）の中に内向型の人間と、外向型の人間の違いが解説されています。

　内向型の人間は、外部からの刺激に敏感で、人とのコミュニケーションはちょっとした会話やＳＮＳでのつながりで十分である一方、外向型の人間は外部からの刺激は強いほうがよく、コミュニケーションを取るには実際の会話を好むそうです。

　私自身、人と話すこと自体に苦痛を感じることはないのですが、長時間話し続けたり、いわゆる「陽キャ」のノリでずっといると疲れてしまいます。

　この性格は少年期の趣味にも表れており、小中学校時代は家庭菜園と釣りにハマっていましたし、高校時代は一人でできる筋トレばかりしていました。




　この孤独人間の性格は、人と一緒に居すぎると苦痛に感じてしまうデメリットがあるものの、人と足並みを揃えずに単独で行動できるメリットもあります。

　私の筋トレ村や海外での生活もそうで、自分がやりたいことと人がやりたいことは意外と違うため、自分と同じような行動をしてくれる人を見つけるのは難しいです。

　ですが、孤独でも大丈夫な人間であれば、周りに合わせることなく自分のやりたいことをサッとできるので、幸せを早く摑み取りやすい面もあるはずです。




　私は、「孤独力」はスキルであると考えていて、外向型の人でも後天的に獲得できるものと思っています。

　元からの能力として孤独力が身についている人は積極的にその能力を活かし、ほかの人がやらないようなことに積極的に取り組んだほうが、希少性の高い人間になりやすいでしょう。








不安との向き合い方









「こういう生活をしていると不安になるでしょ？」ともよく問われるのですが、確かに不安がないわけではありません。

　ただ、不安は人生を楽しむためには重要な要素だと思います。

　ジャンケンでも何でも、勝てるとわかっている勝負をしてもつまらないですよね。「失敗するかも」という不安があるからチャレンジが楽しくなります。




　もちろん私も収入に対する不安はあります。

　ただ、不安は常にあるけれど、それは毎回同じものでなく、チャレンジの数に応じて、少しずつ贅ぜい沢たくな不安にしていきたいと思っています。

　例えば「今月は月10万円も稼げないのではないか」から「月１００万円に到達しないのではないか」にしていく。

　その次は、もはやお金の心配はしていなくて、「次の事業は成功するのか」「子どもはうまく育つのか」にする、などです。

　生きていく上でどっちにしろ不安を抱える運命にあるのであれば、不安の内容を少しずつ贅沢なものにしていきたいのです。




　まずは通過目標として年収１０００万円というのはありますが、だからといってやりたくないことをしてまで稼ごうとは思いません。

　豊かさの指標には、「収入」のほかに「時間」「健康」「人間関係、友好関係」「やりがい」「精神的安定」「経験、知識、スキル」があります。

　収入を過大に評価してほかをないがしろにしてしまうと、幸福感は得られないので、お金を稼ぐにしても、なるべくお金以外の幸福感が得られるような働き方をする必要があると思います。








不幸を減らすということ









　本書のタイトルにはセミリタイアとありますが、前にも述べたように、セミリタイアを目的にするのではなく、幸せに生きることを根本的に目指したいものです。




　不動産の営業職が自分には合わないと思い、私は会社をやめました。その最大の理由は成果が出せなかったから。

　入社当初は目をギラギラと光らせ、「やったるでー!!」と思い、仕事に打ち込んでいたのですが、成果を出せず、成果を出せないことで怒られ、それを数カ月間繰り返したことで「あれ、俺何やってもダメなのかも」と自信喪失の状態になりました。

　紐ひもにつながない状態で電気ショックを与え続けられた犬が、どうやっても自分では電気ショックを止められないことを学習してしまうと、紐につながれていないのにもかかわらず逃げようとせず、ただ電気ショックを受け続ける無気力な状態になってしまう「セリグマンの犬の実験」の犬同様に、自分にはなんの成果も出せないと思うようになっていきました。

　ただ、会社では成果を出せず無気力状態な私でしたが、筋トレだけはずっと続けており、なおかつ人よりも筋肉量と知識で優れて（結果を出せて）いることにふと気がつきました。

　会社をやめるきっかけは、友人の存在や親の存在もあるのですが、もう１つには筋トレもあったのです。




　つまり、「この場所（営業）にいたらつらくてどうしようもないけど、よく考えたらあっち（筋トレ、パーソナルトレーナー）にも行けるよな。筋肉と知識は人よりあるし、もっとラクになれるかも」ということに気づいたのです。

　つまり、「不動産営業の分野ではもうダメだ」と開き直り、「パーソナルトレーナーとしてならイケるだろう」と思うようになりました。

　窮地に陥り打ちのめされたときに、それでも動いてみようと思うためには「これなら俺にもできるはずだ」という特技を持っていることが重要です。

　昔、結果を残したことがあるスポーツでもいいですし、人よりも知識がある分野、自分がとにかくハマっている趣味でもいい。自分が結果を出せる強みが「この分野はダメだったけど、あの分野ならイケるだろう」とポジティブに思考の書き換えをしてくれます。




　その前に、自分の不幸の原因がわかっているなら、まずは自分が最も不幸を感じることをひとつずつ減らしていくのがいいと思います。

　営業で成果を出せなければ、別の部署へ異動する申請を出してダメ社員という重圧からまず逃れる。上司のパワハラがきつければ、まずはその上司がいない部署へ行く。

　営業が苦手でほかに得意なものが何もない場合は、営業の中でも難易度を落とし、不動産のような高額商品ではなく、比較的売りやすいものを売っている会社へ転職し、自分はものが売れないわけではないんだと自信を取り戻していく、という方法も考えられます。




　現状を変えるというと、大きな一歩を踏み出したり、急激に変化しなければと思ってしまいがちですが、いきなり急激に変化することはできないと開き直って、ほんのちょっとの変化でもよいので、自分が不幸に感じること、つらいと思うことを着実に減らしていくことを積み重ねるほうが結果として大きく変化することができます。

　つまり、「こんなことで大きく変化しないよ！」ということでも、現状を変えるための一歩を着実に行動に移していき、行動を積み重ねていくことが重要だと思います。








縛られない・とらわれない









　私が大事にしているのは、住む場所も稼ぐ方法も、自分の未来も縛られない生き方です。

　例えば、成果が出なくなってきたので、私は６年間続けていた筋トレをいったんやめてみたことがありました。趣味でやっていることなので、おもしろくなくなったらやめるのは当然のことなのですが、やめるのにはなかなか苦労しました。

　というのも、筋トレにかけてきた、いままでの時間が無駄になることをもったいない、自分が育ててきた筋肉がなくなることを怖いと思っていたからです。




　継続することで大きな利益が得られるとか、幸せになることが確実なのであればいいのですが、単純にこの呪縛にとらわれ「継続しなきゃ、やり切らなきゃ」と続けることが目的になってしまっては本末転倒です。

　私たちの人生の目的は幸福を感じることだと思います。

　人から直接感謝されることで幸福を感じられる人にとっては、看護師やパーソナルトレーナー、整体師といった職業は天職のはずです。

　しかし、「なんかこの手段だと自分の生活を圧迫されるし、キツい」と思えば、別の方法で人に感謝される職業に変えてもよいと思います。１つのことに固執する必要はありません。




　私が筋トレをやめてみたのは「やり続けなければならない」という呪いを解きたかったから。呪いを解いた上でまたやりたいと思えば、再開すればいいと思ったからです。

　筋肉を失う恐怖から嫌々続けていた筋トレですが、実際にやめてみると「考えられない！」といった予想された言葉がＳＮＳのコメントで来ました。

　というのも筋肉は自分にとってのアイデンティティでもありましたし、おそらくほかの人から見ても、自分を形成する大きなアイデンティティであるようなので、それを捨ててしまう姿がかなり衝撃的だったのでしょう。

　ただ、「筋トレをいったんやめてみるか」と思ったころの私には「筋トレ村をつくっている人」という別のアイデンティティが形成されていたため、徐々にではありますが、筋トレといったん離れることができました。

　逆に人から「考えられない！」という反応をもらって気づいたのは、私を含め多くの人は何かを手にしてしまうと簡単には手放せない状態になる、ということ。一度摑んだものがあれば、さらによいものを摑みに行こうとするのではなく、すでに苦労して手にしたものを手放さないために、多くのコストを払うようになる、ということでした。




　１９９５年に連載が開始された漫画家・弘兼憲史さんの『黄昏流星群』（小学館『ビッグコミックオリジナル』）は、私の親の世代より少し上にあたる団塊の世代の人々が、親や周りの希望に沿って結婚し、住居を所有したり、一流企業に就職するなど、一見成功した人生を歩んでいく漫画です。しかし、ステータスを手にした彼らは、幸せではなく、なぜだか悩みを抱えています。

　世間から見える自分の好イメージを保つために、学歴や育ちだけで判断して好きでもない相手と結婚し、ストレスを感じる生活を送る。一種のステータスとしてマイホームを買ったものの、実際のところはローン返済に追われる日々で苦労することに気づくも、手放そうにも手放せない。自分のエリートコースを守るために離婚したい相手とずっと暮らし続けなければならない。新たに出会って長く付き合っていきたいと思った人と一緒にいられない、といった具合です。

　この漫画の登場人物たちは、最初こそ不幸に描かれていますが、そういったしがらみや世間体、「もったいない」呪縛を振り切り、幸せになるために必要な人生の選択をすることで幸福になっていくというのが、この漫画の定番のストーリーです。

　ただ、この漫画が人気になり、テレビドラマ化、映画化までされたのは、この漫画のような生き方に共感したり、憧れを抱いたりする人が団塊の世代の中にも大勢いたからだと思うのです。

　この漫画を読んで思ったのは、団塊の世代とその子どもや、さらに孫の世代は価値観が違うとは言われるものの、求めるものは同じであるということです。それは、つまり「他人が決めた理想的な生き方」ではなく、「自分で見つけた理想とする生活（自己実現）」です。

　結局、他人からどう見られるかを気にするのではなく、自分の価値観や幸せ感、人生観に沿ってやりたいことをやるのが幸せだと思うのです。

　会社が倒産してからの私の父も「ブランドものを買ったり、高級旅館に行ったりして贅沢な暮らしがしたい」「社長として人から尊敬されたい」ではなく、「キャンピングカーを買って旅がしたい」と言っていたのが印象的でした。お金を失ったことで「本当にやりたかったこと」に気がついたのかもしれません。

　ですから１つのものに縛られず、自分がそのときやりたいと思ったことをやるのがいちばんだと思います。

　筋トレが楽しくなくなったら、きっぱりやめて別のやりたいことをやる。この仕事が楽しくないなと思ったら、キッパリとやめて楽しいと思う仕事をする。一緒にいたい人が見つかれば、その人たちと付き合う……。

　ずっと続けていた筋トレをいったんやめてみたことは、会社員をやめたことと同様に、幸せになるスキルを磨くためのよい練習になったと思っています。








セーブポイントをたくさんつくる









　ここまで読んでくださった皆さんには、私がとにかく人生の選択肢をたくさん持つことで、リスクヘッジ（リスクを回避するための対策）を講じようとしているのだなと理解していただけたのではないかと思います。

　リスクヘッジのためには、さまざまな稼げる能力をためることのほかに、失敗しても戻れる場所を持っておくことが有効です。

　昔のロールプレイングゲームのように、セーブポイントでセーブしておけば、敵にやられて死んでしまったときでもセーブしたところから戻ってやり直せます。




　現実世界にもセーブポイントがあります。１つは実家です。

　セーブポイントがまったくなく、失敗すればそのまま野垂れ死ぬ状況であれば、新たな一歩も踏み出しにくいですが、「最悪、実家に帰ればいいか」という安心感があると、退職するとか、転職するといったチャレンジがしやすいですよね。

　それ以外でも、仕事やスキル、自分の肉体や社会福祉に対しても同じことが言えます。

　起業に失敗したとしても、このスキルがあれば最悪、元の会社に戻れる。「スキルがない、何もない」という人でも、健康な体と基本的な作業ができる能力があれば仕事は必ずある。その能力がなかったとしても「最悪、日本で食いっぱぐれることはない」という安心感がある。

　この「最悪の場合にこうすれば」という心の拠より所があるかないかで、気持ちのありようは大きく違うと思います。




　ただ、ここで注意したいのが、自分が持っている心の拠り所は、なくなる可能性があるということ。

　親が死ぬ、励ましてくれていた恋人と別れる、自分の持っていたスキルが必要とされなくなる、体が衰えていくということが、人生では起こります。

　セーブポイントでゆっくり傷を癒すこと、束の間の休息をとることはできるのですが、その場所はいつか必ず消えてしまうので、そうなる前に次のセーブポイントをつくっておかなければなりません。

　私で言えば、仮にＹｏｕＴｕｂｅのアカウントが消されてしまって収入を得ることができなくても、別のＳＮＳから収入を得ることができますし、さらにはＹｏｕＴｕｂｅでの登録者数の増やし方をわかっているので、比較的早く復活させることができますし、トレーナーに戻ることもできます。

　場所としてのセーブポイントは、島根県にある筋トレ村や、世界や日本を旅行する中で見つけた居心地の良い場所が、失敗したときに戻る場所になっています。




　私が海外に行く理由のひとつも「最悪、ここに行けばいいか」という場所を増やすためです。

「日本でほかの場所を探せば？」と思うかもしれませんが、「仮に日本で戦争が起きたら」「日本経済が崩壊したら」と考えると、その場所がセーブポイントではなくなってしまうので、世界中に居場所を見つけたいと思うようになりました。




　実は、これには過去の体験が絡んでいます。

　私がパーソナルトレーナーをやめ、ネット収入だけで暮らしていこうと思ったときに、実家から出戻り拒否という、セーブポイントに戻れない経験をしたからです（「まさかの出戻り拒否」＊参照）。

　実家に帰れなかったことで、新たな活路を見出せたので、いまでは感謝していますが、この経験により、「セーブポイントはいつかなくなるものだ、広く分散させておかなければ」という意識を持つようになりました。








自分のやりたいことをやりたいように









　私がパクチー大原としてブログを書いて、ＹｏｕＴｕｂｅで動画を出しはじめたとき、「なんでパクチーなの？」とよく聞かれました。

　私が「パクチー大原」という名前にしたのは大学時代の友人から、「大原って食材にたとえるとパクチーだよな。クセがあって、めちゃくちゃ好きな人と、めちゃくちゃ嫌いな人に分かれる。まさに大原はそんな感じだ」と言われたことがあったからでした。自覚はないのですが「大原は変人だ」と言う人が多いので、確かにそうなのでしょう。

　そんなクセのある自分でも、めちゃくちゃ好きになってくれる人はいるので、めちゃくちゃ嫌いになる人のことはほっといて、自分なりのクセを活かして生きていこうと思い、パクチー大原として活動をはじめたのです。




　これは私に限った話ではなく、人は皆、自分なりのクセを持っているはずです。周りに嫌われないようにとか、社会からはみ出さないように自分のクセを隠している人も多いのかもしれませんが。

　もちろんそのクセが嫌いな人もいますが、好きになってくれる人も必ずいるはずです。だとしたら、嫌いになる人に目を向けるのではなくて、好きになってくれる人に目を向けたほうがいいのではないでしょうか。

「誰からも好かれるように」したり、「誰からも嫌われないように」したりすると、結果として誰からも好かれない、もはや存在しているのかわからない人になります。

　結局、「誰からも嫌われない」「誰からも好かれる」のは無理なのです。

　そうであるならば、自分の生きたいように生きて、自分にしか出せないクセを出せるようになって、結果として自分のことをすごく好きな人がいてくれたらそれでいいと思うようになりました。

　本書では、生き方の選択肢を増やすために、セミリタイアという方法があるということを紹介してきました。

　セミリタイアだけに限らず、生き方の選択肢を増やすためには、たくさんの新しいチャレンジをしなくてはいけません。新しいことにチャレンジするのは怖いかもしれませんが、仮に１回失敗しても、命を取られるわけではないのだから何度でもチャレンジし直せます。

　10回やって、そのうちの１回でも成功できればいいのです。失敗しても誰も気にしません。むしろ諦めずにチャレンジしていれば、応援してくれる人が増え続けます。チャレンジしたほうが得なのです。

　また、仮にいまの生き方に不満を感じ続けて死ぬことと、何かにチャレンジした結果失敗して成功せずに死ぬことは、考え方によってはどちらも同じ失敗です。

　しかし、後者のチャレンジを選び、大きな失敗をしないようなアプローチをすると、ずっとクジを引き続けることができて、成功する可能性が高まります。

　私は、一度きりの人生なら、より可能性のある人生にしたい、といつも思っています。








これからのパクチー大原









　今後の私についてですが、すでにやりたいことを現在進行形でできてはいますが、やれることの幅を広げるために、いまの生活を大切にしつつ、収入を増やしていく予定です。

　お金を払うことで体験できることもありますし、苦痛も減らすことができるので、やはりお金は重要です。ですから、収入の得方もより楽しめるもの、苦痛のないものへ変化させていきたいです。




　収入の増やし方については、書籍や人からアドバイスを得て、着実に実行していけば、どうにかなると思っています。

　副業については、新たな分野に手を伸ばすよりも、ＹｏｕＴｕｂｅを突き抜けさせることに集中しようと考えています。ＹｏｕＴｕｂｅ以外の副業でなんとか暮らせる程度の収入はすでにあるため、現在最も成果が出ているＹｏｕＴｕｂｅに力を注いでいくのがいいと思っています。

　ＹｏｕＴｕｂｅでインフルエンス力を身につけると、高単価の企業案件を手に入れやすくなるし、自分の商品をつくってもインフルエンス力があれば売れやすくなるなど、仕事の内容が広がっていくのも魅力です。

　私が「収入を増やす」「お金は重要」と言っているので、周りから見れば、まだお金と父に振り回されて生きているように見えるかもしれませんが、現在では、自分のやりたいことと、幼少期からの強迫観念のような教えとの折り合いをつけられるようになってきています。

　ですので、自分のやりたいことをやる中で、収入源の獲得やキャリア形成もきっちり行なっていきたいと思います。




　とはいえ、収入が増えたからといって、生活水準を高めようとも思っていません。現状で満足しているので高める必要がないからです。

　ただし、旅をするときにドミトリーの相部屋に泊まるのは結構つらいので、ささやかではありますが、１泊１０００円ほど上乗せして、個室でマットレスのある部屋をとるくらいの贅沢はしたいと思っています。

　そのほかの収入が増えた分は、自分のやりたかったこと、なおかつ資産として残るような体験に使っていくつもりです。




　その意味で言うと、今後はさらに別の海外も目指したいです。次に行くのは中央アジア付近を考えています。たとえば、ジョージア、アゼルバイジャン、イラン、ウズベキスタン、カザフスタン、キルギス、タジキスタン、パキスタン、ブータン、バングラデシュなどです。これらの国の魅力はまだ知られていないことも多く、発信すれば１位になれる可能性が高いからです。

　海外での経験をもとに自分の思考や志向を発信し、筋トレ村や旅先でフォロワーに会って、共感と好感を得ていく。今後も海外で現地のごはんを食べるだけの旅を続けて「海外グルメに詳しい人」という信用も得ていけたらと思っています。

　それをもとにＹｏｕＴｕｂｅなどで稼ぎ、そこで得た収入をまた旅の資金に充てる、という好循環になっていけば最高です。




　これまで述べてきたように、お金への欲求や、承認欲求、不安をなくしたい欲求などを完全に消し去ることは、おそらく無理です。でも、そもそも幸せな生活を送る上で支障をきたさなければ、完全に消し去る必要はないと思っています。ほかにも、さまざまな欲求は相変わらずありますが、自分にとってほどよい距離を保ちながら付き合っていこうと思います。







おわりに







「自分がやりたいこと」と「世間から求められること」。

　この２つのうちどちらかを取るなら、私はまず「自分がやりたいこと」を取るのですが、「世間から求められること」の中でも父から求められることは捨てきれずにいました。ですから、両方を取ることにしました。

　父が求めていたのは、将来が安定し、かつ私が楽しく生きられるということ。

　しかも、年収１０００万円とか、公務員になるといったわかりやすい安定です。

　とはいえ、私の働き方を制限されるのは、楽しく生きる上でかなり支障が出そうなので、ネットに詳しくない父でもわかりやすい材料である、書籍の出版や年収で父を安心させたいと思いました。

　書籍に関してはご覧の通り完成しました。あとは、年収１０００万円になれれば、自分なりの親孝行はクリアだったのですが、書籍化が決まる前に父は死んでしまいました。

　しかし、父はしぶといもので、死んでもなお、私に収入の呪縛を残しています。

　呪縛というとネガティブになってしまいますが、最近は、これはこれで私の個性をつくる上で必要な要素ではないかと思っています。

　人それぞれ、親や兄弟、友人の影響によって少なからず人生を左右される。ただ、それぞれが影響を受けた言葉や出来事と、いい感じに付き合うことができれば、それはそれでいいのではないか。呪縛を完全に取り払おうとせずに、自分の個性として利用していけばいいのではないか。

　私自身、ある意味、反面教師の父のおかげで自由な生活を選ぶことができたし、「単にお金がなくても生きていけるよ。人生なんとかなる」というフワフワとした発言をせずに、戦略的にお金も求めていこうという内容のこの本を書くこともできました。

　この先収入を増やしていければ、やりたいこと、できることの範囲も広がるので、私は自分のやりたいことをやりつつ、さまざまな取り組みも引き続き行なっていきたいと思います。

　過去のつらい体験やウザかった人も、すべていまの自分になるために必要だったと考えるようにすると、かなりラクになりますし、それどころか「ウザくしてくれてありがとう！」とさえ思えてきます。

　というわけで、嫌いでもあり、好きでもあった親父、ありがとう。生きる上で、別の選択肢があることを示してくれた「ミニマリストしぶ」こと、澁谷もありがとう。書籍化を実現させる上で、副業などのマネタイズへの的確なアドバイスをして頂いた各務さん、ありがとうございました。

　最後に、応援してくれている各種ＳＮＳのフォロワーの方々、私と関わったすべての人にも、ありがとう。

　とりあえずみんな楽しく生きていこう！　オロッス！





２０２２年７月　パクチー大原
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パクチー大原（パクチーおおはら）




1994年9月24日、福岡県生まれ。早稲田大学スポーツ科学部卒業後、不動産会社勤務やパーソナルトレーナーを経て、YouTuberに。2021年、島根県に筋トレ村をつくり、運営。「生き方の選択肢を増やす」をテーマに、好きなことでほどほどに稼ぎ、行きたいときに旅行したり、会いたいときに誰かと会ったりする生活を実験的に続けている。

https://pakuchi-ohara.com/
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